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菖 蒲 池 ・ 厚 生 住 宅 展 ・ 設 計 園 案 懸 賞 募 集 規 程

1. 設計の要旨

本協合は創立25年記念事業のー として、I #l @乏!:

行銭也、 菖蒲池{ 亭切所lと近き形勝のL也I' l : { t 宅展覧

合を開催し、 20lf(戸の校. 範的厚生住宅を建設せん

とす。

J様式の質賃なる 、平岡の利便なる 、設 備の快油

なる、制Ｚ迭の安 全 なるは 言ｾ侠 ＿こぎるところ、現

下の闘際情勢 i乞劃臨し、資材不足跡の折・柄、森易

lξ 入手し得べき材料を対jひ、100 平方米迄の比較

的徐 硲ある同氏住宅の: EV想案全望む こと切な り。

2. 感募設計要 件

( イ) 敷地別偽の放地医劃|尚l内の敷地を償 )ji

すること、本敷地は概ね平坦にし て、f /.J 電紙、

k水道の設備あるも、 l L.! 析はなし。

(υ 〉建築商fli 延 80平方米一 100平

8.  3 募心得

、

( イ〉関商は大きさ天地50糎 、左右70糎の白色盗用紙 l枚

に取繊めに墨書し 、陰影叉は色彩を施すべからず . 透

視闘は此の限りにあらず

〈ロ) 闘商には暗披を附し 、別に暗盟主並に住所、氏名 、

職業( 勤務先〉を記せる紙片を密封し、封書の表商に

は前記暗銃 を記すべし

〈ノ、〉審査の結果に封 して設明を求め、叉は異議を申し

立つることを得す

( ニ〉総募悶案に闘する一切の機利は本舎に跨 j劃するも

の とす

( ホ〕地i募悶案は一切之を逮附せず

( へ〉属医募図案室主主主先

大阪市北医ql之 J日3 の3 朝日ピノレ Î l

円 本 建 築 協 合 先

¥ 

方米と す
，ー - - r ~?』 司 ーー ーー ー- ->-・ ー ーー ーー ー ー 一 一 ー

( ハ) 家族補成及び所要常任意とす

( ニ) 様式、材料、構造、設備、任意

主するも資材不足跡の折柄 、制定工夫

のH¥づるを笠u '

( ホ〉本設計は i!H可地建築物法に t判定

するものとす

3 .  所要圃面及び設計説明

( イ〉平面岡 、各階、縮尺 100 分 の 1

( 図面上方をほど北となし、政地を も図示 し

建物記涯をも 示すこと 〉

(ド ) 立商闘 4 刷 新(1尺100分 の l

( ハ) 透説岡、タト11官

(ホ ) 設計設;iJj はその概要含簡 lリ1I c li，':l 1

両 立〉飴白 IZ : 記入すべし

4. 入賞者の人数並に賞金

入 賞 3 名 lY牌及び11・金 200闘宛

佳 作 5 名 目i牌a 及び賞金 50闘宛

( 貸金の一部 1;;: 公債を以て充つ)

5  締切期日 昭和 16年8月30日 ( 土 )

午後 3 時

6.  入賞者援表 本人 lこ通知をなすと共

lと審奈の: 清果を 「建築と枇合J 10月披

l亡費支す

7.  審査 審?僚はtf: 宅展覧向幹事合tて於

いて行よ、

¥ 
、
、
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講 演 曾 開 催 通 知

義に舎告を以て致報仕候通り夏期見皐休1 1 - : 致居候に就ては時局例目下

非常に関心を有するところの「ヂベル」工法の一般につき下記の通り

講演舎を開催致候問 何 卒御繰合せ ｩｩ Ｑｊ 来線下 され度 此段絢 ｪ 通知申 ｊ ｾ Ｎ 候

1 . 時 8 月 1 8日〈月〉午後六時開審

1 . 所 協合供柴音1) 室( 朝日ピル四階〉

1. 講師 ト演題

I ヂべノレ」工法及大梁間建築に就て

織 本 道 三 郎 氏

。出防御希望の方は Jt ハガキにて八月十日ま でに御申込のこと

H百平u 1  6  4p. 8 月 1 11 

千? 勢幹事令幹事長 谷 民 歳

舎 員 倍 加 Jテ 願 ひ

ま象而止願ひの一人一名新入舎者御紹介の儀は、是非御協力被下度特に

願上候

曾勢幹事曾幹事長 谷 民 歳



I . パ タ ッ ク 旗 の 最 も 古 い 民 家 ( 主主民 ・宮武精道氏歳〉

ス マ ト ラ

〔蘭領印民主〉

1  VIII 



V 川 2

2.パタック旗の郎落

スマ トラの トパ湖附近に

住んで居る 、 このパタック

族だけ宗教は 問教だけでな

く、 キ リス ト教を信奉 して

居る。

( タト南洋の現勢よ り〉

3 . パタック旗の家の様型

( 篤民 ・宮武精J芭氏蔵 〕



4.千年も保つ建 物

スマ トラの土人パタック

族の住家である。その建築

術から言 つでも 2誌に堂々た

るもので建築も 一千年は裕

に保っと 言はれて 居るが、

此れが土人の建物とは思へ

ない位、立Mなものだ。然

し、との立首長な家に入る土

人は無知其のものでとても

お話にならぬ程原始生活を

つ Y けてゐる。

手

?

5.パタック旗の女

問教徒では豚を食べる事を級事実されてるが、 この

1覆族だけは平気で豚を喫ふ。これがそのモダン ガー

J レ。

6 . パタック女の米1 l ! き

スマ トラ 土人中でもパタック族は 一番そ の生活は

珍 衛である 。 勿論知的の程度はお話にならぬ程ｾ級

で時間的観念の ない彼等は 鼻唄を唄ひな がら 、 こん

な長い捧をもってゴツトンプッ トン米偽き をやっ て

居る o ( 外 南 洋 の 現勢 よ り〉

3  VII I  



VIII 4  

フ イ リ ツ ビ ン

( 米同僚〕

7 .モロ旗の住家

7 イリツピンの統治で最

も手をやいたのがモ ロ族 で

彼等は勇猛傑1・Vである 。 ア

メリカは 1913年にやっと彼

等を納得させて武装解除を

行ったので 、今 で は 秋iff : を

守る住民となった。{ 主席ーは

概して侮慣に而した虎に建

てる匝l1警がある 、 これは漁

をするにも 、敵を防禦する

にも便利だからである。

= ユーギ= ヤ

( 蘭領印! tu

8.土人の水生活

関 領 エ ユ ー ギ ニ ヤ に 在 住

する 20像前のパプア族は、

文化問とは係り縁遠い原始

生活を縦けて居る。彼等法

依然として裸と裸足の生活

である。 7K溢に近いところ

では大底水上生活を後んで

居る。それは彼等の生活上

何かにつけて便利だからで

ある 。



9. 簡車な土人家屋

土人主主ーの家屋は簡単だ。

i:ii 銘さへ凌げば共れで家屋

としての使命は主主せられて

ゐる口f タト市F宇の現勢よ り〕

10. 南洋の夜明け

南洋の風景はすべてが雄大で大 な中にロ マ ンチ

ックな呑が多分に合まれて ゐるg ) 1 は透 明でコパ ル

ト色の海も亦美 しいっ 海水で洗ひ清められた白砂

のi波打ち際に背戸')j < 伸びた怖子の木が海面に向っ

て主主へて居るのも南閥的な情趣を一入そ L る。

〈タト南洋の現勢よ り〉

11 . 土人の家屋と建築

彼等の家屋は床が苅い 、いや床などと言」、もの

は無 〈物 凄い ＿ｾｓ ＧＢ、 粧の上 にノ ｪ 、 屋を建て ｾｬｩｬｬＣ 、 や 蒜 蛇

の穂高担を防〈。ためである 。

守_ "

5  VI I I  



13.  トコ 千代田

ジヤ? で トコ 千代田と 言 ったら日本人は勿

論土人、馬茶人の中でも知らぬ者が無い。こ

の トコ千代聞の主 人は以前 A ・K から 蘭印生

活之25年と 越 して放送 した事のある 岡野繁華主

民であ る。 氏 は競走激甚な ジヤ ワの商業界 に

克って白人や務僑を 向ふに処l して堂々 と商織

を織 けて 居る。

VI I I  6  

12. 蘭印陸軍 省

複雑多岐な関係新情勢に1 <t彪するために最

近に於ける! 縞印の閥防充貨振りは貨に目まぐ

るしいほどである 。 勿論これは{ 段装敵閥あつ

ての充貨である。その軍備も英、米を頼つて

の他力本願的軍備である 。

パンドンにある院軍省は金蘭印 l坊備の絡先;

締である。

14  蘭印の回教

蘭印住民 のが ｾ 9  'i.; :lj は回数徒で あ る。 ジャ ワ

スマ トラの雨烏を J司しの分布中心とする|旦|教 は

ＱＴ 世紀の初 主主 位 ｦｬ ち マレ Ｍｾ ｾ 島、 スマ トラ北部

の 7 ラピヤ 商人毒事によ り体封書され商業文化と

共 にジ ヤ ? に佼入し 君主に印皮敬、偽教を E価主重

し次第 に勢力を 得た ものである 。 ジヤワ を沙

いて自 につくものは各村々に この1111数寺院 が

建てられであることであ る。

γ  ヤ ワ ( 蘭領 印皮 〉



1. パ リ 向島

島 に保存されて 居 る原始的な建物

で、f可か信 仰の封J T . となってをる の

では ないか、科! 肘: に似た印象を受け

た と宮武精逝氏は稀る 。

蘭 領 印 l定 方 面 の 建 物

宮 武 精 道 氏 潟 良 蔵

5 タマンザりの

ｩｴｾ＠

2.ジヤパ島

BatavIa の近郊ジ ヨク ジヤ

にある王侠の披跡 土地では

これを !J."' ン ・サ リ(花 の民主

と言 って 居 る。

4.パラオ島の舟小屋

7  VI I I  



ヒ リ ツ ピ ン の 日 本 家 屡

石 原 産 業 ・ 夏 刈 繊 夫 氏 頒 影

V U I 8  

2.舎枇の鎖山事務所の一部

内部は床面に混凝土を打った

あたり内と同様なるも週間に於

ける主主下の部分の大なる事は炎

暑とスコールに対する自然の要

三Rからである。

• 

ヒ リ ツ ビ ン

( 米 領 〉

1. ヒリピンの日本人家屋

石原産業経営の枇員月1住居其の他の集

闘建築である。気候風土 と土地の術生課

の許可標準に合致させたもので殆んど内

地の建物と外観は似て居るが納郊に就い

ては土地の風土に合致 した権法が採られ

て居る。

3.住家の標混血型

潟気と防良等を考慮 して床は総て同〈作られ

床下の i薗風を充分に考へられて居る。主主Z木材

はチークのー穫でグリン ・チンカワン等と 言」、

虫害を' 受けないものを使用する。浴室と使所は

通常別棟にされて! 廊下 で連絡されてゐる。窓は

比絞的小さく人口の右には臨接があって本容も

家族の者も 此慮 が樹祭の"J 心 である。



4. 

屋恨は iJ 形小屋日本の綜怖の

5震に似たア 9 ツ プ叉はニツパと

言ふものを綱み内地の茅主主の機

に拝ー上 る。

6  

ft. s械に開放された窓、部屋の一部

がベ ランダの役目を果して 居る。

5.  

深い 出軒、高い床そ して外j叫に

手摺を廻らし階段を利用 して昇降

等如何にも商閣ら しいのんびりし

た気持が建物の上にも鋭はれる。

9  VI I I  



1 . シャラマー園

5 パ ト シ ヤ イ マ ス ジ ツ ト

VI I I  1  0  

イ ン ド

日本の約九倍の面積を有するイン F は闘と 言ふよ り

は率ろ大勝に近い、そ して緯皮は 281ft 聞に亘 ってゐる

から 1牧暑い焼けつ〈様な慮のみと思ってゐるインドに

も千古溶けざる氷雲に埋れてゐると乙ろもあるし 、春

夏秋冬程よ 〈めく。 り来 るとこ ろもある。然 し政 行する

のは殆んど暑い廊である。

2. ワ ジ ル カ ー ン モ ス ク の ミ ナ シ

4. ラホール域内シツシマハールの墨画

北 印 度 の 建 築 に つ い て

谷 ー 東 氏 級 車生



5. マ グ ラ 城

7 . マ チ チ パ ー ワ ン

8. タ ジ マ ハ ー ル

6. ジ ヤ ハ ン ギ リ マ ハ ル

1  1  VI I I  



9. デ リ ー 城 内 の 一 部

10. フ マ ユ ン 帝 の 廟

11 . パ テ イ ア ラ の 城

VI I I  1  2  



12. タタプ芝ナール
13 .町中の住宅の人口

14.パテイアラの農村の民家

15. チヤイルの皇家

，. 
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美素 ifji;; 早年;;;j

【 カ タ ロ グ 絹 呈 】

一

6  HOURS CONCRETE 

， ;  2  :  4  71， tt 65 Ｖ 府間 ＲＱＷ Ｇ ＱＯ｣ｾ 28日 4- IOK}' ノ伐

1: 2: 4 711: t t 45 6併問 300'f/J. ＲＸ 日 ＵＸＰｾ ｬ｣ｦｦｬ

新 築 家 屋 美 素 加 工

新薬沼成と同時，こ本所邸時のピソ液にてdt

海 L 木初蜜色の原因となる経I液を取 り. 災

のとをピソにて仕上の加工をすると完全な

る子色防止加工とな り. 優美な関を有L ア

キコ 4の努を省き頗る綬繍灼です。

古 家 屋 新 装 美 索 加 工

古家もピ Y 液で洗顔すると新築! 司採とな旬

廷の上を新築美素加工と同様の加工をする

と問者同様の結果となる。

( 輔 慨 を 要L ま材、ら断)

の器演加工と致L て居ります

大阪市天王寺区東平野町四丁目ニー

電極天王寺( 77) 図。。三番

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す
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9  パ ラ，{ .:; ト部i客心、心 、f

l内刊I市泊

を夕外ト志i下と い」ふ、のに主J して、事"t が南引s?tミ1-f:争点目:M品

; j . mすの・でめって、赤i益から北緋22
0

、-*経130

0

から ＱＷＵ Ｐ ＱＧＱＺ訟ｾ る 南太平洋の｛ｩ ｜ｬ 、水域にほ在し 、 普

; 山ミクロネシア主呼ばれて居るi W9  ，柑めて ;r.flIか

い品今 の 集りで、 ｪ ゐの ｴｾ 600 飴を合せても雨積

でJ+と京} f :j-1'1:漸 く匹敵する 程度であ る。 この 内北

部にあるも のを マリアナ群島、 南部の九[ にあ る

ものをマｻ シ ヤ ル群島 、 南部のｲＮ Ｑｾ 程から凶陥め

るものをカロ リン群島と 云って居る。

;f:1、は IItl fll 13年夏、 これ等鮮日の内マ リアナ鮮

民J 中の サイパン島、回カロ リン群島中のヤツプ

J日パラ オ品を訪れ? ここと が ある ので、i入j 南洋の

建築と云つでも? ニヲ上司三島 乃建築 i句見聞を J己

して参考に似し得 るに過ぎない。

サィ， ｾ ン島￠建築

この品は群品中北にI l 1:しil 止も! 有地に近いJ ，; M係

上著 しく 内: t lt 化されてゐるが、fn: 日民間有の建

築もよL ることが出来る。日民 は大部分所詔チヤ

モロ族に届し、 その生活程li i も所沼カナカ族 l乞

来 筆者はヱ ｾｉ 申 土以都 帝国大砂教授

比して高〈、 逮 〈イ スパ ニヤ領有時代イスパニヤ

人の血を享 ;1 1こものが多いと 云はれてゐ るので、

その生活様式、建築様式も J '. 流 ‘立勿論. . j - I流で も肱

風を? 思はせるものが多い。( 南洋群島 つ島氏を便

宜J 二三つに分けてチヤモ υ 族主カナカ族とにする

が、 人極製上の根嬢によるもので はない) 。

第 1t舗はガラパンの l'りにある 上. 流 l乞属する 住宅

のプ ラン で、先づ道路から r"j を 入 る も *向正[ 面ー

ぱいにベ ラン ダあ り。そこか らホ ールに入る。こ

':. (立居l討11食特宅で院 5 約5mx Bmo 壁紙貼り 。天

井戸i じ〈紙貼り。中うえーに大机一つ。この室は;{_j υコ

間仕切誌を打抜い て街げ られ、 そこに大型ラヂ オ

益、三角飾棚一つを? 備ょ、。乙 の部分は一般には

主 人事務室に営てられ るのであるが、こ の家では

専務奈は布翼 tて増築 されてゐる。ホ ールの 左に主

人、 夫船出宝あり 。岩韮一つ 、隅 l乞筆記f あ り聖母

像を杷る 。 張 に 廊 下 あ り。右翼の 3 ｾをに辿 絡す

る。これは忠、子夫婦及家族のj長安 lて充てられてゐ

る。 定堂及び炊事場は裏庭K 別棟j l L i孟ち内地式の

木造パラ ック である。

本屋のわ事ilt は大盟木骨コンク リ{ ト i;Sで、ま づ

錦木と呼ばれてゐるチーク に もよじすべき良材で取h

?!? 官架憐を造 9 ｾ＠ tl ミは地面より 150cm乃至 200cmの

fおきに鈴木の厚さ 5cm乃至 6cmのものを張 れ jド

下は開放 して宰抵の流 通営ょくし、物置、水浴場

等に使用す。壁は この木造骨組 を心にし て、 ・隠さ

約60cmか 70cm位1' 1: 1加瑚礁石次岩塊 主石!:J <.. モ，レタ

r主

;主拝 bに

ii  r  IfI 

ｾ ｬｬ＠

十→

o  .s 

1チヤモロ旗よ流住宅の一例

1 0  m‘  

与肯.
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ル との組製コン クリ { トを打って

遺るから 一見建物 を趨 Jま; 煉瓦造か

コン クリート 迭 のように見える。

この壁面はペラン ダによって日光

のU1引を i!l1げてゐるの で室内は比

較的涼しいやうに忠はれるが、韓

分吸il i l < 性叉は露を保つ性質を有す

るのであら う、 思11 れないドJ:i;也人が

住ふと風邪を引き易いと 云ふこ と

でゐる。 屋根 は簡単な小屋組に比

較的経傾斜 (4寸旬配位〉の亙鉛引

4、サイパン島民上流家屋の玄関

:11秘主板葦の 四注屋根で・ある。出入

1:1、窓は蝶番式開立機椅の もので 、 その他の市111音s

は大髄粗末ぷコヨ ニアル風である。

第 2 闘は中流のチヤモロ族住宅。 中央 lとホ ーJ し

あ れ そ の左右 I V] 、室を? とること 一般 の形式の泊

り、右小室は夫妻寝室、左ノj 、室は壁を はづしてホ

ールの延長とす。この家の特色は ペラ J ダの一部

を改造し て食堂炊事場 t せる こk で、大きな進歩

であ る。構造は前 述の もの と殆ど i可様。

第 3 聞は下流住宅のー.見本で、木造板張( イ1.1. し

軸部主材な銭木で非常K 立涯である) 。タコ の葉

葺屋根の簡単な建物で ある 。床も低い。こ、に主

人夫・婦、老母、娘二人住ふ。

Ｑｦ，ｊガラパン ｩ ｾ ￮ の海岸には島 固有 のカヌ ー小 屋 も

成って居るが説明は省略する。

ヤツプ島の建築

ヤツプ烏民は所謂カナカ族で、群島 中最 も内j 也

化が遅れてゐるので、島問有の彊撲協符もよく fIt

路

F

N

い」

o

…

町

側

↓

屋

]

家

]

流

4

J

帥

「

仇

YlI' 2  

，かされてゐる。枇命生活が簡単でめるから 、建築

の種類は極 めて少ない。 即ち 、 グピナウ主呼ばれ

る住宅しベパイ及びフアリウと呼ばれる男子集

合mの建物とが全 てであ る云へる。

住宅に就ては既に 「建築製研究」第92就 に 「ヤ

ツプの家」 と題して紹介し て置い ?こから 、こ〉に

は省略して、ぺバイ及フアリウに就て述べ よ う。

ペパイとフアリウ は共 l乞男子の集合 ffl・J ) 建物で

めるが、そ の医別は必今 しも明瞭ではない。自分

の見聞では 、大韓ペパ イ:.i 13- 部落の長ーの合合や長

老述刀剣: 交場 I'Cmひられ、フア リウは集図的J中漁

業に従事する若者連の詩κ 設けられてゐ fこ色 の 〉

ゃ うでめる 。モ. t t でフアリウは也: 接j海に接す るか

或は海中に突 Hし?こIJjIJ瑚礁1 ¥; 壇の上 l乞建てられる

のが普通である が、ベパイ は屡々海から. 離れfこ所

々も建てられる( 第5間) 。従ってフア リウは風首

りカ' 強い ので普通住宅に見る よう な軒下の端像部

分がな く法控の端の軒受柱に壁会付り て風を防い

でゐるが、ベバイは普辿外壁がな く開 刀放しのち

のが多いのである。

先づフアリ ウlて就て‘

ウル、村 オロオのものを

例に とって記 さう。第 6

1尚;ま その千! 高岡で全信が

亀 甲形六角形をなす起は

佐宅 とi可じでめる。先づ 司

噺瑚礁、石炭岩の壇 j { ゐ

って、そ の端に沿って外

壁があ る。こ のオ ロオの

フアリウには前面にベラ

L 炊事」

斗一一一一

i! Ｓ ｾ＠

。
J  

3、チヤモロ i旗下涜家屋一例

I Q 庁 1

b、ウギリ村オネアン量f，落のフア

リウ主主w
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繋 梁が架げられ連絡 される。 ｬ ｩ￮ ､ｾＭ ｴＱはキＱＺを少し｜ｦｊと

き耳元っ て梁を{ 荻め込み 、榔子細を? 巻き付げて結ぶ

のである。この栂子縄は極めて美しく模様K 巻か

れ、重要な装飾1'"[ なってゐ る。この椋桁から 敷 桁

K 合掌が取付りられ、その」二に母屋極か取付げら

れる。桂の材は nこま な」桁はコ、柄f ，子丸太、合

掌はマングロ ー プ が 普 通 で、 母 屋 は Ｊ ｬ 日竹ｾ敷本 、

極は 3 本 を束ね7こものを jlj ひる。 この上をタコの

ｾＨ普泊はニツパ榔子の業Ｉ で 茸き 上げる。

外視は大きな配伺の急; な議ーな屋根がかぶさっ

て、壁が低いか らまるで垣根 D建築である 。妻は

このフア リウで は簡単にタ コの葉で益つであるが

中に は 槙栂 樹 の絢Ｎ校を編ん Ｍｲｾ 組 紐で 美 し〈蓋つ七

-16，、 5 S

ン ダ ｾ ， Ｉ ｾ＠ ｾ設 け であるが 、 これ は 特別 の 例で一般には

ベラン ダ は 住宅 ｬ 亡 Ｍｲｾ け 月 ｪ ひられる。内部 は 間仕切

のない ｢Ｎ ｜Ｇ ｾ ＱＱＱＱ で 、 Ｊ は長 軸 に平行に積榔溺の丸 太 を

泣いて五つ の帯蹴 J ) 部分 l亡分 fこれる 。 そして大部

分槌榔樹の丸身板で敷かれ、柱のある部分は砂 利

数 である 。櫨が内部[ 亡4 筒、 ベラ ンダ i亡 l 箇何れ

も 大き Ｔ Ｐｾ ＵＰ｣ｭ 角位である。

構 造は大骨量住宅と i司じで 、荷受;佐はすべてi目立

てでめ1 ) ，ｩＱｉ ｴ を つける佐 と ￯Ｏｩ ｦ を交りる桂 Ｍｲｾ ｟ けが土

引のJ -_i ' L 立つ。中 心軸 線 lて近〈位置するー列の柱

の煩に 板 、 桁 が取 付けられ、雨側、 ｾｴ の ｾ［Ａ ｾより少 し

後退 して、そ れぞれ- 3i Jj t亡並ぶ側妊の上 部K は敷

桁が取り付 けられ片側の致桁か ら他の側の要浦7へ

3  V III 

8、オカオ村クガイ音i 落の

ペパイ、妻桁に模;豪華費

節が見える



l() 、マップ村ウエロ部落フアリウの

破漉した姿、現立の荷受柱だ け

が獲る。

12、アルコロン村マガラン部落のア

パイ外観。萎の壁画に見へる二

つの突起除草E身像を取付ける蚤

ものめり、庇上の桁や破風に簡! 引な幾何按;慌の彩

色彫刻j を施し Tこものもある。その椛様の幾っかに

は奮摘逸領時代の香も感じられる。

ぺパイは I'; J - 部: 訴の中では一般にフア リウより

大き いが 、構造や- 4 三商に於てはフアリウと i己j じfご

と云へ る。ウ ノレルギi ゲラヴツ トの ものは岳内最大

のもの で、その妻 tて窓を有ってゐる等は全く異例

である。〈第91調)

これ等の建物は今でも島民の集合や重ー寝やお喋

占 の 場に利 ｩｦｪｾ れてゐるが 、保存を 捕す、 ること も

しないし 、新築きれることも少 iJ. いので、全島い

? こる躍 の栴岸に街々しい残骸が見られる。

パラオ島の珪築

パラ オ本島 は位置は西南の端にある が 、南 洋誕

の所在地で群島中 では サイパンに次いで内地の影

響を受るこ 主が著しいので、島固有 ]) 建築 D 如き

色年々腔 ｾｉＧＨｾ掃するものが多い有様である。この

島の土着民もやはりカナカ族化属するが、そ 刀建

築型式はヤツプ U 司じではない。品固有の建築の

13、アイライ村アイライ部落アパイ

東側棄の装2市

主なものは 、プライ と呼ばれる住宅、パイ主呼ば

れる集合所( 普通接頭語? をつけてア ・パイと

云ふ) プ. ルノV ・ア・カリヅと呼ばれる納11洞、デイ

アンゲル と呼ばれる舟IJ、屋でめる。先づ集合所 の

建築を見ょう。

アバイの千商は正し い短形で 、大さはコ υ ー ん

やマ ノレキヨ グのよう な大部落 J ) ものでは 5mX 20m 

ｫ 近いも の もあるがＮ小さいものになるｾ 3m50x  

14m30 f立の もある。内部は間仕切 乃な い草ーな民

間で、床は高〈 、幅の不揃な厚板を 繋土査から繋

土肇へ張り渡して法る。所々に三角形の穴があっ

て、そこから地面へ唾をはい仁り小{ 更を し? こり す

る。中央に;協が一つ( 或は二つ) 地商から基礎を

築いて設けられる。設備としては櫨 D他 K 各荷受

伎に簡半な棚が1[ l 1. 付げである fごりで、 その欄には

アンペラや枕を置くのである。問 l長j壁上に細長い

lリj け紋ち i ) 窓が設げであるから 、ヤツフ・の集合所

1[. 比べると遥かに明るいが、 それでも軒が低〈垂

れ下ってる ので快い簿11昔さを保ってゐる。
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ＱＵ 、オギワル都君臨アバイ量産 主 翼側蘭の装飾、申書、彩色、斜 線 ｬ ま赤、ｾ 塗 Ａま累 、 白Ａま責土色

外観はや はり屋根が支配的で、 それは大きな翠.

- 1J. 切妻屋根をなし、椋の長・3 は軒戸長さよりも

少し長 しや〉中1 ' . : るみ 陀なり、普通rt ここ の き」

叉はニツ パ榔 子 葉 で葺 き上げてある。床はl m20

fft の高きに上げ られ、床下は吹き放ち K な れ EK 

はl mf立J i 低いもので、上部軒桁定窓になってゐる

壁をつける佐は普通巣〈 塗つであるが中 lては それ

に黄白赤の塗料で鶏等を寄いにも の もある。雨萎

は中央lモ高 きl mt乞も主主しない入日があり( 入口ば

側面に設げられる) 妻の三角形の部合は横羽目板

張になってゐて、それに侮承説話が彩色浮取で表

しである。昔はこの入口の上部に女の丸彫裸像が

置かれてゐ? こ のである が、調逸時代に殆ど 査部取

外して今 は 残ってゐ Ｑ よい。破風板も折Ｊ［ｾ横 模 様等

で美 し〈装飾きれてゐる。

14、アパイ側面矩計

構造の大姿、屋

根は王i: 葉を' : 1m50 

佼の長 さのむj竹 i乞

綴ぢつ りに葺材 料

を帝¥*I ' C密 lて括り

付 げる。 話木は 2

本 ヨ〉竹を束ね? こも

ので、マン クロ {

フ' 丸太の母屋にJl t

付 き、母屋は合掌

の丸太に榔子縄で

取付げられる。合

掌しつ下 i乞は屋根 商

l乞泊って十文字κ

斜材 を取付げて歪

ｾｾ Ｉ 白いでゐる。こ

の合掌は下方で直

接陀敷桁に取付き.

上方で、 は椋桁の上

に交叉す る。この

敷桁は外方i乞宇佐し

開かれないや うに直角に父・る繋梁;つ上 l乞同定され

る。禁梁は23cmx9cm前 i支(}) 角材で前側[扇J) 荷受

証の上i亡乗 り、宝 乃中で最も 目立つ位置に ある。

それでそ の梁の側商には叉侮承設話を彩色浮!彰に

して、 室杢謹の装飾効果を集中してゐる。第 15固

はその梁鴻の一羽jである。 小屋組はこのようにし

てー下部構造に情合される みであるが、こ れ1": げで

は未ピ桜桁を支へるものがないし 、小屋組もしっ

かりしないので普通合掌の下端に母屋 に平木J I'C内

母屋 をJ[J . f:Jのそれを内合掌で受げて、小屋組杢盟

主? 国め内合掌の交叉する上で棟桁を受げる 。こ の

内合掌の尻も亦敷桁I ' C11] { 付げられる 。新しく建つ

ものはこ の内母屋内合掌を鹿して椋桁を繋梁から

立て? こ東で受けるものもある。( マルキヨグ部一線

新アパイ)

扱て軸部の椅遣になる左、こ〉もでヤツプに於

げる女川、荷受柱 と壁を付げる桂とが全 〈別にな

ってゐて、荷受枝は南側面に平均 2mう0 位 の間隔

を保も、繋土芸 乃」二iて柿差にて立つ。この繋土華

は rtこまな」 の大材ーを月iぴ、 その寸法のーイ切れま大

きなも ので 56cmx 16cm (マ ルキヨタ部落〉、 98cm

X  18cm ( コロ- )1剖1m. ) に達す るものも あ る。そ

してこの繋土韮が安山浩の玉石の基礎のJ 二i乞采っ

てゐるのである。荷受粧は上方で少し内方に響曲

し、前に盛吋こようにそ の頭は繋梁で相封する粧

i百i志連結されて ゐる。そ れである から繋梁 k 二つ

の荷受粍 と繋土議 とで一つの棟の棋は直角 な短形

ラーメ ンを構成し、これが構造単位左 なって幾っ

か ( 多 t は 7{阿) 併列して室主間 の骨粗を遣って

ゐる。 これ等のラ { メ ンは互に直角の方向には、

j 二方で敷桁に よっ て、下方で側土事によって連結

されて ゐる。 こんな構造であるから 大きな足根 商

iて少 し拐、い風が'計ると 容 易lて倒さ れるので、今で

は外側から文科:を嘗てがってゐるものが多い有様

である。
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芥壁は柱主柱の聞に厚板を横 l'三絞め込んで、床

から高さ 1 m足 らす刊と達せしめる。こ の側注は前

述 :7) 荷受柱とは全 <5JIJ でお繋土韮 l乞端で直交する

側土基の上に立つ、間隔長々 l m50乃至 l m90 であ

るか ら、荷受: f : t と位置が一致しない のである。柱

は上部で外方に鶴ぴ 壁の上端であ fこる所で大き

な運輸によって互に連絡きれ、向頭部も 蚕 輸 とi司

じような臥梁で問診られてゐる。側 i百に 入口が二

筒又は三箇 あち 、 その部分では華輸が中断される

が闘夕、土憂から 25cm位上る か ら、入口高さは結

局 1m位である口こ の列壁 D シス テム は下方で‘ 繋土

韮 )) 上K 乗る と共に、上方では壁 l亡直角な概板が

荷受柱iて取付 き、 その外端が丁皮ー臥梁に献き込ん

である から 、こ れf ごりで回定し てゐる課である。

桂問の教は 9 乃至15で 11 のものが最も多い。妻み

部分は 3 聞である 。

以上で建物とし てのアパイの大要を 知ってい に

Y い仁事 と思ょ、。住宅 ('C就い ては述べる蝕裕がな

くなっ? こので、 ア バイ と比 較し て要黙 ｴｾ げを善悪げ

て置かう 。平面は矩形皐ー庚聞で 、床は一部分板

張 り、一部分は丸竹を設 きつめである。構造力シ

ステム は集合所 のもの と同じであるが、基礎は普

通玉石を月j ひす，掘立の束建てである。各樽材もす

べて納 〈なる。 壁の システム l乞於 げる柱聞は 5 又

は 7 ( 稀に 9 ) で 511円のものは入 口が 2 筒、 7 聞の

ものは 3 的. あり、何れも側面のみで要ーには入 口は

ない。壁は板ではなく 、普通「にこ の き」 の葉を

竹に綴ぢ fずりに ものを 7]( 王子に積み重ねて、 厚 さ10

c m以上iとも 切 り揃へであるから美事である。 妻の

三角壁の部分 もこ の壁を i+i ひである。 壁上 tζ 横 長

窓はIならな い。採光通風は専 ら入口のみによるの

である。勿論夜;ま入 口に戸を立てるが、 それは竹

を縦横iと組んt.: 簡単な志 のである。 庄根 は集合所

の 色ωとi可じである が、ノj 、さいt . : げに構造は簡略

にせられ、繋梁の装飾等; まな くなる 。文明板もな

い。接飾らしい装飾 fまTこY 妻に於て下部壁画 左上

部三角形壁筒とを別つ梁に筒皐な彫刻を施す{立の

色のであるから、少々負、弱ではある が清楚 ? で も

ある。

i対i澗は捕逸領時代i乞藩信仰を拾 て1: と同時に荒

慶して今は 杢パラ ォ諸島中 lて僅かに二三 を碕すの

みでゐる。極〈ノj 、きいも のでコロ{ ル村アラパケ

ツ部落にある一例では l m80x 2m50 である。外観

や構造は、柱間正志三間側面二問で、窓がない瓢

16、アルマロン村マガンランが・落の

ー住宅、前庭に見えるは家擦の

事てある

17、ベリリウ島ガルドロゴ都議の，詩

嗣

18、コロール部落のカヌー小屋正面

廟脇に人像桂t - 用身、

YI I I  e  



を除りば建築的 I' C ! まアパイとほ Y 同様である。 以上甚t.: 繁簡安否? 失し? こ所 が多いが、内南洋の

カヌー小屋はパ ラオに於て は他の群島に比して 建築に就てその外見上の事項を大要述べて来?こ。

大きく立涯である。こ〉では窮民でそ の一例をえに こ う云ょ、未開文化の建築はその外見上の 、 しか も

して説明を省略する。構造は簡単である が 、三三 粗雑な叙述t.: けでは意味 をなさないこ主は IlJ jかで

棺を敢へるこ とが出 ｗｾ る。 ある。詳細な記述には叉別の稿 を期待し ?こい。

「建 築 撃 研

今回開止むを得な い寺市によ って日本建築協合

は 「建築拳研究」の刊行を探せられる事 l乞な りま

しに。 [11来純皐術野究雑誌の育fこない主ぷはれる

閑西のよ也l亡於て、昭和 8 年( 第69披〉以来「控築

場研究」誌を対[;l"! / 育成せられf 二日本悲築協合の高

過 な指将(1祐 11j1/III::: 11我 々感謝致して属る次第であ

1) ますu

我々この 料斜Ｎ諸が ｈ昭 臼 手和 ｬ日ｾ 2 年京者拘都1払)' I市百

生誕 して以以.事来k最最-も i架き字削illl 的つながりを宥す る同

; 出は再び志を竪 〈して、建築態研究令の名のもと

に「建築狭間ヲて」を編輯刊行して行かうと致して

居 ります。

雑 誌の内容は「建築皐研究」 の使命 k しに! 誌の

E貸さ硯野を持っそして汎〈開放されて何究費表機

究」

( 昭和 16年6月25 日)

績 刊 の 僻

闘にふさはしきもの とし、 又一商皐苑 主質務界と

の 問の 技術 ｾ ｊ ｉ 識の交 流 κ 費す べき 諸資料 制 の 惇摘

ヲセ並びに技術者のfi チ毅育を lヨ5 ナ諸講座の開設に

よ り、 我々はこの雑誌を通じ て、日 本の建築文化

の護保、建築波術 者の智識及皮術71<燃の向 1: のTこ

めに働き fこい主巧へて居るのでありま すσ 「建築

製 何究」をして 少 < t も関西 lて於ける建築島県及技

術の修練道場? こら しめん主 す る我今の立問 は必す'

や若き世代の建築波術 人の丸感を得るものと信す・

るものであります。

京都術聞大接工座部建築皐孝究室内

建 築 峯 研 究 合

( 購誌希望者は建築察研究合へ直感御申込めれ)
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南 方 共 栄 圏 内 の 建 築 設 計 に 就 て

I  

常夏の問l乞は建築は褒建せない。人 の生活は総

て 自然にま か せ切 り ｴｾ から Ｎ 自然の 気 候はいつも

人聞 の 睡 温 より僅かにひ〈い位 ｴｾ から寒さ を 防ぐ

?こめに 家屋を設げ て麹営な屋内気候を創る必要も

なければ、更に進んで種々の衣 装を身につけて 肉

曜を保護する必要も ない。 身に簡衣をまと ふのみ

で一年中すごせる。よごれに ら小川です 〉ぎ強烈

な太陽に あてれば僅か な時間で立汲な クリーニ ン

グが IH司王る。 家には衣装をしま五、押入もタンスも

無〈て良い。山野 lては年輪のない草木が主寄り何時

でも 美果が賛る、 食べ? こ〈なればい? こる主ころヤ

. シヤパセウ の賓があって勢せす' して長懲 を満 して

〈れる。倉を ;浩って食糧を貯離す る必要も ない、

南洋にドリア ン と云ょ、 盟熟 な貨が ある 。夏の民熟

して樹よち落下しTこ瞬間が最も 美味である。 その

臭筑時一種特有のも ので左ても鼻持ちならぬもの

であるが、 ζ れになれると、てもわ ずれ られぬ呑

となるそうである。土人は之れを 天来の美果と し

:て珍重し、これが賞る頃にはその樹下に簡単 な屋

根 を創 り数 日? ねころぴ熟して落下し? 二時聞をま

ちわびるのである。建築が 自然に童話する瞬間の防

備組織である な らば、こんな 常夏の闘で は設建 し

ょう がな い。 i市じ文 li 月のお 〈れに閣で も蒙古の犠

1:' 筑候の境 化の著 しき左ころ、満目荒涼?こる左こ

ろでは少さ物資を以てしでもあ の建築 製上高級な

佐居と色云ふペミ蒙古也が 出来fこ。叉再定年零 l乞つ

〉ま'れるエ A キ、モーにも土の保温ブJ を功 lて臆 ffl し

Tこドーム式の家がある。

建築は自然に封す る防備組織である主同時 lと又

人類 の生活を 盟富化する 過程であらねばならぬ。

常立ーの閣は同時に暑熱の問である 。何 の努力なし

に生活則被 るt ころで あるかも 知れぬが鑓化 な き

議熱の 中にあって も生許可に 一つの活動を もfこらさ

なけれは、なら ぬ。

支那事費も j 世界的 な規 模K 迄繍大し事境の最経

>:< ｪｪＨｾ 孫 三 建 築 事ｦｊ所 長

vJ :，.8  

来

東 畑 議長

目的 ?こ る東斑共楽園の確立の範囲も謀格よ り熱 帯

に迄及んで来Tこ。昔から文明閣は熱 帯には出来な

かっ? こ。しにがって文明の表象とも 云ふべ き建築

も湿寒帯広は燦然?こるものがあるが 、 熱 帯 の 建

築に は僅かに宗孝史的遺跡 主民族。拘珍 守 と こそ あ

れ、近。代建築の琵建は今話，J Iま初期に ある棋 に，思 は

れる。 我 閣の梅雨 より 瓦にか けて の高温多漁の気

候が世界 いづれの文明闘に比して南方 の挺候主よ

く似て ゐる事は、これK 試練歩み の日本 人にとっ

て南方輩展に都合良き事である。 又暑熱に打ち勝

ち生活の盟富 さを創 る遁首な屋内気候を得ら れる

様な家屋を建 て〉佐みよき常夏の閤? こ らしめる 事

は我閤建築技師の術究の新分野であ らう。

私 は10年ばカ¥り前の 5 月中旬ふ とし? こ事か らシ

ンガポー ルに 2 逝間滞ホを飴儀なくされfこが折よ

く同地は熱帯性策候の最 も特長ゐる 時期であり 、

叉嘗時は平和な同地方の建築をみてまわる機併を

得 ｦ こ 。 南洋 ｾ 安 ＱＱ つ てゐる の は唯 ･ Ｇ それピ け である

僅かに机上に蚊麗の資料が ある のみで ゐるが南方

共楽闘の近代建築の資料について は今迄徐 り我聞

にも知 られてゐない のでこ〉陀 二三を紹介す る事

としに。

2  

先づ南方共祭閤の気候月犬態について の統計ーをみ

ろと 気候の三要紫 とも 云ふべき 気温、漁度、風力、

のr- J:tで一 口lと云へば高温、多滋、無風、しかも四

季を通じて、 叉終 日饗化が主ぼしいと 云ょ、のが特

色である。 これをそ の地方の代表的都市と も云ふ

べき蘭印のパ タピヤと海狭植民地のシンガポ ール

左に ついてみる。 ｲｲ ｾ 1表はそ の南都市の l 年中 l乙

於 げる 月別の気温漁疫の平均で あ り、 第2去は 1日

中!と於 げる時間別の平均で ある 。第 1闘はパ タピ

ヤの気候 をグラフ に表は し?こも のであ る。即ち 1

年 中で言っ てみれば平均気温 26
0

17
0

C と平均漁度

ＸＲＮＷＥ ｾ 中心として 僅少の費 化 が あるのみで策湿

の最 低Tこる2月においです らも 25，58
0

C でしかも



第 表

パタピヤ及びシスガポ ールに1k l.j る一

年中の平均気温並びに卒均潔皮

l 平 均 気 温 徹 氏 | 卒 均 潟 [定 %

月 ｉｸ 主主工ｼ ヱ Ｒ 土 ｾｉ 三主 主 土ｼ 三乙 竺二 ｌ

l 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

25. 60 24. 89 I  86. 5 86 .4 

82. 2 

85. 3 

84. 8 

84. 0  

83. 1  

82. 0 

81. 7  

83 .0 

84. 0  
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探li t- は最高の 87，%1て達し一方i樹立ーの最低?こる 9月

の77. Ｕ Ｚｰ ｾ の主きＡ Ｇ 亡 は気温は最高に近＼ 26 . 56

0

( l c  

i主して ゐて 、351;極所謂i熱球i混11t より 古へば年中間存

んど無岱 !とと 言ってよ い。換言 すれば人I l fl のはf訴

に感す' る 擦 は年中時i玄32主化がないので ある。文字

通 り常互の問である。

又一方 l 日中の平均ぷ温をみる と午後 l 時頃最

高に注し29. 47
0

( になり漁度は68 . 3，%にな り我似i

内地で言へば 7 月中の水田 の中を想ひ /i'，す暑さ で

ある。午前 6 時頃には最低気 温になるがそれで も

2J .  34
0

( で、しかもその時刻の滋度は最高の 93. 2

Fぎに なる。即ち前ーに も言 つ?こ椴K 日中 K は気温 l亡

は治千の鐙{ じはあ るが 人類にあっ きを? 感す・る椋lJt

k もなるべ きi好;球温度の上より言へば何等の鑓化

もない わけである。即ち 三伏の候が過ぎればやが

て秋盟の候と去五、希望もなければ、7k溢の夕涼に

一 日の暑. さをわ ずれると 言ふ謹げにはゆかぬ。筑

慢の快感帯がｾｾ風 紋 態 ｬ 乞於て Ｒ Ｑ Ｐ ｃ 55 %と云はれ

るが 之れ に 比 し て 非 常 に か け へt.:1こっ? こ数字で

ゐる 。2(0 表 は太陽が赤道直上を通る 3 月の完全

に! 符れに日に太陽光線の強さを光線 と直角をな

す完全な る黒色商上に於て は か つ に 毎 分 cal/ cm
2

である 。叉第 4表は同 じく 太陽が芭U:. へ耳石?こ 12時

より 13;時迄の 1 時間中に於げる完全なる黒色盟の

水平 商上に於ける 太Rあ 't 棋の強さ の純手口である 、

物をも 焼きつ くす暑 さである。第 1:表、第 2表 l亡

於て我閣の内地の夏の 日中の筑候 35

0

( 近〈に比

して割合に低温であるを思はせる が 第3、4表に於

てみれば直射光線の強さ K 於て、 は るかに強烈な

事が わか る。

:;7( 11: ｴｲｾ＠ 5 表はパ グピヤ及び シンガ ポー )¥..- に於げ

る風向並びl亡無風欣態の割合である 。即ちパグピ

ヤについて言へば、年 qJ 常風 として頴著な る方向

なくしかも無風ijk!立が l 年を通じて4分の l 以上に

建する。この暑 さと、こ のi縁部の上l亡風がな いの

t.: から全〈やりきれぬ。 シンガポ ールはさすが 地

理的経化の多き場所柄季節風の影響ぞ うげ 11 月よ

り4 月へかげでは北京の常風をうり、 5 月より 10

月へかけては南東の常風をうけしかも無風紋態は

パタピヤに比 して はるかに少るい。 ことがわかる

釘 6 ぷは平均風速であるがこ〉にもパ グピヤは シ

ンガポ ールK 比して風のない泰守あらは してゐる

9  VI I I  



第 l ・
パタピヤにm- rt る気温濃度7 ) 菱化グラフ

パタピヤ 1(. 於 け る 紅 3量 益的 ι J A 度 表

員

、冒
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3 0
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: : . i : :=. . : :壬=土ー
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20 
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60 
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ゑ ｾ ｾ

-民 J l '

ＮＳｾ＠

5  1え r8  

4  ー- 一一，1 + 干 3勺h ;1l

。 一 一 一 一 時 創 平 均 気 過

ハ一一一一一月号リ平会ヲぇ; . ' & _

二 一一一王子手灼森J t

ホ 一一一一一 吟 引 手 灼 Ｚ ｾ ＱＮ

へ一一- 1il ''i 'J !i' 1ヨ;1は

I  I  

、オ

2 4  11' 1  2. ，'3 4-
'o ， 7  8  9  

Y; ) O  

25'  

2 0  

1007.  

包Q

130  

1 0  11 12. l '  

3 月中の太陽光線に直角菌に於ける強さ 1 ( ral/cm!l mi n可

太陽 の位置( 皮 ) 20  25 30  35  40  45  50  55  ｾ ｏ＠ 65 70 75 80 85 90 

光線の強さ ( D 0，975 0，977 1. 033 1. 099 1. 169 1.183 1・240 1・264 1. 323 1. 309 1・338 ＱＮＳ ｾＴ＠ 1・377 1. 374 1.366  

第 4 表

12時よ り131時迄 の太陽光線の水平商上に於ける強 さの集 I汁 (cal/c mり

月
l 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11 月 12 月

強 さ の 合 計

86，0  85. 7  83. 7  i 9. 7 73. 8 71，3  71 ，5  75. 8 78. 8  78. 3 83・6 81. 7  

5  

気候の大要は以上の様であるが之れを是喋的に

ど う者へでゆ くか。まづ屋根 第3、4表にi引かな

如 〈太陽光線は非常に強烈である故にその高IJ 射熱

VII I  1 0  

を? 度根 商陀吸牧 さすわ けにはゆかぬ。大盟31警のか

かっ? こ白色間一時は30% 吸牧70% 反対、叉 日本瓦の

如きものは90% 位迄吸牧と云」、事 にな ってゐる放

に南 洋方[討の瓦は反射の多い襲かけ滋色茸が壇賞
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M 6 表

パタピヤ( パ〕及 ぴ シ ン ガ ポ ー '7 ( シ〉

κ 於け る卒均風速

場|
卒 均 風 速 米 / 秒 」

月
所 北 |北東|米 !南東| 南 側| 西 川il

l川n

i  

パ寸
γ | 1

「

I川5

幻 怖
2

シ3. 5714.5213. ｾ Ｘ Ｑ ＲＮ＠ 75j2. 9513.5913. 68j3.  4  

Ｔ 月 ＡパＯ ｾ 幻 Ｑ Ｗ ＷＱＵＱ ＰＷ Ｓ Ｑ ［ ヤシ3.1712.5813.1012. 1412.4313. 7014.0913.30;

7 月|パ
1:

苅

1621510 7?io

判
1011091

シ1  99  1  88 2  2  2  253 97 4  24 4  57 2  

3364 

引

明

iO月|パ |2 011811610810110871511

シ2.4712. 5611.9512.4313. 1013.9114.5012.

である 。叉屋根簡のほ淵長を少 U でも少くするに

めに量の多いものや、査: 土等で屋棋 をか?こ め

ることは夜間の熱の登散に都合がわるい。賞

際シンガポ ーノしでは下地 l写柿板引を してその上に

梓色のきわめて蕗干の築掛引掛桟瓦を佼
jjj して ゐ

る。毎日 時を きめ1 : ; < る猛烈なスコー λ 、文 字 通

h盤石? 引 くり 返 しfこ様な夕立が手k1こりやがてわず

れに様 l'C.lIMれ わって
4

燦然とし? こ太陽が照る。め の

不完全な屋棋でど うして 間決りがないのTごら うと

思 はれる 様 な 軽快な瓦でゐる。 事 笠 しらべてみる

と柿板迄7判官の! 符洩 りがめるが後の 日射によって

その漁策涼蒸裂してしまう。臼本式のわら屋根が

雨で湯気をふよ みぞれが日 射によって蒸愛 し、 そ

の蒸設熱を うば」、Tこめ にかへ って犀根 裏 が 冷 くな

ると
jii j 様に少々の雨水の浸入が少しでも屋根商の

暑熱を少くする様に思はれに。

屋 根商と天井固との間の空聞を密J却 しではなら

ぬ。 1t t L 空気の流動を 保も然もそ の采積 を 出 来 得

れば大 きくせな げればな らぬ、即 も 天 井 主軒下に

は必十空気の導入口を設げ屋根商lては排京孔 を 設

げなげればな ら お。華湾 、 琉球 と ち が っ て 暴風 ｦＺＱｾ

の少いところ fごから屋根商の空気抜 は 大?こ んにす

る必要が ある。第 2 聞は近代建築 l乞採弔されてゐ

る犀根l百換気の二三の例で ある 。 上の二つは普通

の瓦屋根に jf j ひら れて ゐ る様 式で あり 、中 は鍛筋

1  1  VI I I  



4  

第 5 圃 シンガボールの中心街

コングリートの陸屋根であり、下は或る劇場の換

気型式である。

4  

周壁について云へば太陽は春秋二回直上にき

てこれを境に南北へ傾〈 のfごか ら南北雨商とも

均等に日 をうげる事はわかり切っ?こ事である が

太陽刀直射をうげる商は我閣の如〈南商でなく

てなしろ東西の雨閣である。 uo去にもある様

に太陽の高度が20支の時に於てすらも 90実の時

の強さの25%位よ り減じてゐない。. l ! pちコk陽光

線 ｊＩ直射を室内陀 入れで はならぬが、ｾｾの可能

性はことに東西南商にある事を考へな げればな

らぬ。一般に直射光線を室内へ入れない方法で

最も多 〈採泊さ れてゐるものはピノL ヂンクz でも

住宅でも外壁雨I J) 一位問をガラリーにする方法

である。 更にシンガポ ールの ホテ ル等では この

外壁面をすっかり開放して。そこに軽快なガラ

リーを遣って光税を ふせいでゐる。叉住宅等で

は白色の jヂー手の幕や或はヨシズをはってゐるI 。

第 3 闘はシンガポー ルのどんヂングの標準的

なもので外側のガラリ ーの型式を示しにも の。

建築物法 l乞て規定して一階のガラ 1ーは歩道l亡

開放して旬: 日〈る夕立の傘の役目をなしてゐる

第4 闘はパタピヤのホテルの中庭で日除 'rf 幕の

型式全示 しTこも のである。 外壁をコン クリート

や煉五等 で ｪ 享 く する事殊ｉＧｃＩＺｒ西岡商の ｩｬ ， ｴ ｾ 厚く

する事は保熱力を多 〈す る射で都合が悪い。日

VI I I  1  2  

中強烈 l亡! 照りつくされ? こ。厚い壁は

円がおもても熱の保有甚大で夜間容

易にきめぬ事は近代建築金彼地につ

くるときにおへなければならぬ事で

める 。叉水平方向の通j武を良くする

7こめに一方向窓の型式をとらす' I ' C 室

には必す・二方向以上の関 口部を設げ

て通風を良くすると j，-，j 時 K 、叉上下

lて開 口部を設 d て空気の垂直移動を

おこさなげればならぬ 、第 5 聞はシ

ンガポ ーノし にある高級なアパートメ

ン トの例である。加何に苦心して水

平ま直の通風lて努力してゐるか、こ

れは諒 文 字通の蜂巣位宝である。叉

第 6 聞 は最もよく出来てゐる と思は

れる熱帯地方の代封切勾立家屋であ る。即ち外部

陀は軒を深 〈し fこテレ スを設けその 中一部を平高

聞にみ る如 〈凹ませこの部分のみ関口部主? とり、

直接外部 ICI1百 しfこ壁は杢々窓をなくして日射並び

.4園上下パタピャのホテル



第 b 園 シンガポールのアパートメント

にその反射の室内導入を防ぎ、一方各室は必す・二

方向に開口部 ;e設けて通) 0 0 . を良〈してゐる又断商

聞にある 如1< 室内より 屋根裏へ 主の換気 も乎ぎわ

良〈出来て ゐる 。尾根 は軽快に H' ，来て亜鉛鍍銭板

ペン キ塗りを i1j ひ、黙の透過量の悪作J十j よりはむ

しろ保熱量の少きをナ ね らっ てゐる。

5  

Ｎ ｾするに建物内の温度を最低に ｩ 米 つにめにはそ

の設計に蛍りＱＮｉｲＺＺは日射を極力さへぎる様に考 ＱｾＺ

するを要す。第 3 岡のピルヂングのガラ リー tfC 6

闘の外壁面の無関口等はこの女子例である。 2，VL は

熱を屋i様、壁等の建築材料中 K 吸牧さす方法は一

日中 の気温の鑓化がなき ?こめ に登散さす時間がな

く不経済でき けねばなら ぬ。第 41Mlのホテルの 日

除幕の使ひ方や第 61[ ，品!の屋根の型式はこの好例で

ある。 ＳＮ に は宣の配置 色、開口 利 ｾｉ｜ の引式を汚究 し

て室内空気の7 ) ( 平垂直の移動を良好にする松K せ

なげればならね。第 5 岡のアパ{ ト メントの開口

部第 6 闘の室の配置等はこの好例である。 4. ｾｲＺＺは

無風 叉は弱風の＿ こめ には窓の型式 ｾ ￨ ら す Ｇ ｖｌ 室内

室外の界をなくして j 也l百の蒸琵熱による 冷却の定

内導入を良くする 事も一つの方法である。第4 闘

のホテル の中庭側の告の型式はこの好例である。

i可じ共楽闘でも 北満の家は日本人にとっては何

とはなしに他人行儀に感す' る。 これに反して南洋

の家は{ 可とはなしに問舎を思ひIHナ犠1J .親 しみ を

感すもる。やはり 系候風土がより日本内地に似てゐ

る課けであらう。この地にあって共

祭闘が文字通り共築さすや うに立i庇

な家を建てる事は我々建築支師にあ

?こえ られに職域奉えの新 J上野であら

つ。

第 6 圃郷立家屋の好例

1  3  VJ I I  
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A  

! 商 洋 方 事者

1  1お 子 の ポ 訟 に あ る 凶 伴 家 屋

南洋建築現究の必要

ノj 、接校の卒業式に子供なが らも感傷を込めて歌

シ 7こ「査をの光」の文句の中に 、 「筑紫の極み 、陸

の奥、海山速く隔つ 主も」といふのがゐつ? こ。 iJi!;

時の 日本の閣 としてはそれでよかっ七かも知れな

いが、現在の我が閣の猷態ではこの歌詞は改訂を

必要とする。南は赤道を越えて逮 〈ジヤヴア詰ま

で、西は遥かに霊長古の奥地まで 、北は北 浦やシベ

リヤまでといつ? こ風K 、皐校の卒業生 も各方面K

雄飛する世: の中と蟹ってゐる。

九州島の果と奥羽の果とまでの聞には 、その1m

勿論風土の相違が あるにして も、それは枝葉 J ) i伺

E主であって 、根本K は襲りがない。建築の方面か

ら見ても いつ' れ も日本式であって 、地方的の差が

ゐるに過ぎない。ところが蘭印 と満洲調との聞に

は根本的の: 間違がある 。簡 単 に言へば、蘭正IJ の建

築は如何に して暑 さを防ぐか といふ所に重要占が置

かれてゐるに釘して、満洲闘の場合には如何して

怨さを防〈市〉 といふことが重鈷である 。Tごか' ら用

者の建築は全然別個のものであって 、夫々の環境

に舷じて最も好都合のものが工夫され 、改良きれ

なげればならないのである。

すの 日本は俸統に よっ て築専上Jげられ?ご建築を

そのまま反援 して行げ ば よかっ ?このであるが 、今

日の 日本では 、来斑共柴閤み各地に存在する夫々

特色ある建築様式を調奈し 、研究して 、今後の建

設への材料 としな げれば芯らない。 北浦へ移住す

来 筆者は高1ll! T学校政治

VIII  1  4  

南洋の集侯

る人達は北t識に最も諮躍し fこ

住居を延嘆しで 、共良否? 永住

の地主化さねばな らな いし、

若し蘭印へ護展ナる場合lては

陶 I:Pの風土K 最も泊ー臨し?こ住

宅の設計や 、住居の方訟を; ; i S

案せなければならぬ。日本は

J t i : : r斑共栄圏 のmJ主なのである

から 、日 本 の科接はこの地域

全髄を指導するに足るもの 主

ならねばならぬ。 1:t って日本

の建築墜は従来の研究より更

に一歩踏み出 して、*1l l i 各地

域 の建築事怖を科坐する必婆

を感じるのである 。

住宅 t いふも のは: ; e. 31<iがJ東 I:I:J を凌ぐ とい」、のが

主要目的であるから 、地球上いづれの地域 i亡ゐつ

でもその土地の気候K 絞もよく適合 し?こ接式が選

iまれでゐる 。南洋の建築様式{ ま南洋の筑候を理解

することなくして は 一 完全に免 ＱＹ Ｑｾ る色のではない

それで先づこの地方の気仮 ｱＧ｛ｊￏｾＺＧ 、て一般的な設 ｬｩ ｊＱ

をするこ 主〉 する 。

南洋 と言つでも純国 tま色々考へられるが、此践

には現在問題となって ゐる 働却 とか繭印の地方を

考へて 、この方商の気候が日本の気候と 比較 して

如何に異つてゐ るかを述べること、しよう。

気候の第一要紫は気温であ る。第 l 去に示 し?こ

按 ｬ 乞 、 付 ｉｬ 印南部ＧｊＩサイ ゴ ンでは一 年 の平 均 ｾￜ 置が

約 28
0

であって 、大阪の真夏の平均気温よりも少

し高 いのである。俳印は北持 10

0

遜からこ!とam説泉

までの日1f t : 位世 し、サイ ゴンは赤道に最も 近く、

一番暑い地方 色考へてよい。四月には平均ぷ温が

30つを越 してゐるー一月でも大阪の七月位で ある。

即ちサ イゴ ンでは一年中 どの月でも暑いのでゐっ

て所謂常夏なのであ る。

蘭印のパタ ヴイヤ はサイゴ ン1'[ 較べる と、少し

t: 11温度は低し、が 、一年中高宜 主いふ黙に於 ては

少しも 書き らない。パタヴ イヤも南緯約 7
0

で、放遣

に極めて近いのであ る。

そ うすると南洋方面では 、一年中日本の民主Zの



此鹿にある。彼等は好んで海設の最

も風通し のよい場所を選んで住地を

求める。海岸 こそは常に瓜の括えな

い唯一の場所である。主: 聞に は海の

方か ら海軟風が吹き 、夜間 l亡は陸の

方か ら陸軟風が吹く。海陸軟風の交

替する .wJ とタ とには一時凪の瞬間が

あるにしても 、海ji2ほど涼ししゅ! J i " は

他にないこ 主は、活 も々 経験して知

ってゐる宮ーである 。

ところで吾々 日本人の経験からす

ると、海岸は波浪に製 iまれる心配が

あるし、まに潮汐干潮の差が。間営に

義務 線機 繍 弘

• 
，
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、
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e
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訟な日ばかりが続いてゐ る;様であるが 、賞は熱 帯

の一年には乾季 と雨季とい よ、二季節がある ので、

これは気温のみから は、はっき りと分 らない。 試

候の第二要素?こ る雨量の一年中陀於げる塑化を見

て初めて分ることな のである。

第 2 表に現れてゐる様に、 サイゴ >' では一月や

同月よりも七月や十月 の方が雨量が多くなってゐ

る。 パタヴイヤでは丁度・逆で 、一月や四月に閉が

多 〈て、七月 や十月 の方は少い。この雨季と乾季

主 が季節的に逆になってゐるのは 、北 ｌ Ａ ｾ 球 と 南半

球 k の相違であっ て、 一年が乾 雨の雨季 IC分れ る

主いよ、結では、問者共通 してゐる。

同がよ t 降る時には 、2さみ正中に水分も多いから

機度が大 主なるのは嘗然である。第 3 表 7) 漁度の

比較表 を見れば、このこ とは諒解出 44よ れ そ し

て元阪でも七月や八月になると 、i然支が大で試温

がi吉iいから 、所謂蒸し暑くて耐え難い様κ 、事洋

で も 雨季は健康 ｬ て悪い影型 Ｚ ｾ輿へるものなのであ

る。

南洋方商の建築物が、如何にすれば滋り抵の多

い温 度の高い空誌の中で 、入 ｉｾ 日 ｊＩ 身趨ｾ謎り得る

かといよ、割に最大の考躍を梯五、理山は 、此蕗に存

在す る。

大き いか ら、こん な場所 を選んで位

宅を建築す るこ とは、大 いなる不安を感じ るの で

あ る。然し熱帯 の 海には暴風雨 とい ふものは無ｾＮＮ［

の ｴｾ し、 Ｑ 潮汐干満の差も極めて ノ ｪ 、である から 、 彼

等 には何の心配も無いの であって、所握れば品費

るで要らぬ心配は無J t j なのである。

屋:ぷ上l. 杭

|一月|四月|七月 i十月|耕平均

i山;!:::i;;:: l;;:;

26，2  

ゴ シサ ，イ

1771 / マタウ・ィャ

一月戸戸内一:

74 

83 

75 
ゴ ン

パｾゲペヤ

大

サ イ

南洋建築の特色

きて南洋建築の最も著しい特色は 、海岸の榔子

やマングロ{ ヴの木蔭 l之進られfこ水土 にある家屋

の群であら う。 南洋方商の住民主? マ 1- - 人種 と稽

してゐる が、j J l J 名を海岸島唄民族 と稿す る理111 も

t 5 明 日



怖と陸 k の了皮境界の所K 住宅を建築γ るのfご

から 、彼等の家屋は杭 のJ 二K 建てられる。この杭

上 家屋乙ぞは 南洋建築のM t lヰ立つ?こ特色と 言へ

ょう。杭の戸;j さは長いのも短いのもあるげれども

大低は大人の身長程の泊J さを持ってゐる。み〈へli'a

入γ るには梯子を HJひて昇a 降 す るのでめる。

建築の材料主しては 、 ｾＺ部が組 物性 のもので 、

出幹を以て杭を樹て 、ニツ パ協子の葉を以て崖棋

を茸 〈。壁な亦ニツ パ棚子の業で造る。街地多 j:fti

の南洋の筑 イ院が 、 植物 を型高に提ｴｊ ｾ・して央れる か

らであり 、 それ以外の材料をば必要主し iJ い1こめ

でめる 、即ち抗上 lて造られて 、柏: 物性の材判のみ

から成 る家屋こそ 、南洋方 l訴に共通する槙準の型

なのである 。 ，

パタク族の家屋

杭 ｟ ｉ Ｍ｟ｾ｜ 屋は元来海遊 の Ｗｊ ｕ てに建てられる場介Ａと

政生 しにものであら うが 、似令臨 H z : ; f 多される場

合 Iとも 、やは り杭 J -:fC建築するとい よ、様式は体へ

られて;付く 。そして λ マトラ ιうにイJ ニtr パグク人の

従阪の如きは 、外観頗る雄大であって 、屋根の形

は ｬ 立ち ｩ 乞我が閣の直也りそ聯忽せしめ 、 Ｉ［ｦＮｾ下の木

村の組合せはぷ11
1
柴堂の床下 をヲよれますものがある

o

9-* r c : 有名なのは スマ トラ島北部の 山中 にあるト

パ湖の附近に住むト パパ タグ族の住家であって 、

道芸術的な装飾 と堅牢な構造とは 、わき. -....._..- 旅行者・

ｾし Ｚ ｲ この地を訪ねしめるもの主なって ゐる。ぶ

1.: IJ j災日報杭長の務総正雄氏の記事( 新車剰l I ! l lf 第3谷

却問初刊夜来印度の住居と部落の形態) に依ると

1Iイミ下の肖 さは概して 1. 75米 突 、家の長さは約 10

ばれる彼等のP' J V亡し ft 族的な趣味や事術的な意

識 が存在することが示されてゐる のである。

南i羊.. ，ラオ島のアパイ

この ト パバ グク族の 謀術 ｬｩ ｾ な家屋に 似 てゐ るも

のが 、我が委任統治領の尚洋群島にも 存在寸 る。

パラオ昂にめるアパイが最も有名であるが、指づc

な切妻屋根 の アパイが二側主、.} : んで建ってゐる有松

は人目; ; e 瀧かすに十分である。

アパイJ : ｾ、 ｩ 、は島民の集合 所と ｢ 稿 すベ〈 、 Ｎ ｻＺＭｪ

刊の共同家屋であって 、硝身者連の宿泊所主もな

ってゐる。 ー昔は村のえ1:丁が此蕗に集って 、村の普

備の任に首つ? ここ k もあっ? こ様であるが 、今は多

〈栄容の宿合と して利用 され? こり 、ホ! の合議.の場

}河' J: して{ 克則 されてゐる。

jぷは J也J 二一米担の高さに設りられ、木材'i- 並べ

てそ の友聞は討すかにi切られである 。中 央部には大

きな胞が設り られ、告の内部は一l寄人をも地文学手l対米

る出ーさがめ つて 、しか も柱は一本 もな い。 ま七一

本の釘を i li ふる ことも な くして 、この引: 大 rj. 木iu:・

辿築物は逝ら れてゐ るのでみる。

神l玖; 阪や本1: 挺r c: は車! 日密rs . 彫刻を施してあり 、文

宇ｾ持 ＿ こなか っ ｦ こ品 ｬ では 、 始前 によって彼等の 思

想を表現してゐるのでめる。この紬文字K よって

彼等の生活払式や彼等の1 l 1 l . 説等引j tb知るこ とが

11いいるので ある。

J棚l当噂』巡』子の葉でi tμしい、 f仁こ切ミ主宴h主;屋根の[ 陶白

f刈f九Jl比広は 、約 6ω0。でゐり 、その傾斜の急;i 手掛に於て

は、恐ら〈他lと比類を凡ないものである 。屋根 の

栴好 ｴｾ けを見る ｫ ヲ ｉｾ 抑 ｾ， ｾｉ Ｈ ｉ 川 仰の家屋に共通 じ に

米 突、幅約 5 米突壬|主主T有してゐる。

居糠は高い棟の一級から 、鞍Mvc 主響

曲 しつ、 、鞍形に垂れ?こ軒は著 しく

前方rc. 突き 出てゐ る。 その? こめに玩

の前には蹟い軒下が ｈｾ 来て 、 此虚が

色々な 家事の ?こめに使制 され，且つ

府放に突出し犀根は貴重な 家屋の彫

刻や前部の露華を風雨ｉＧｃｾ討して保護

する Ｉ Ｑ 手 主なってゐる。こ の ｾｉ ｈ 屋 根

は屋根の中腹部主下端主二l i I ' C続ら

され、 その胤喪主これに接続する出

fmは美しい彫刻文棋を以て援はれて

ゐる J J: あって均台i 入の名を以て呼 2. パ タ ク 族 の 家 屋

V I Il 1  6  



百三

3. パラオ島のアパイ I

感じを j受げ る。こんな立減な建築物を 、原始人主

呼ばれるカナカ放が造り得るのであ る。而も彼等

にはカイパグと栴する折ｾ使加する の みである。

加工器具の闘係で精巧な組合せを行i 、こ 主は 困難

であるから、 fこY 索縄を以て 、互に木材を括り 合

すのみである 。

簡単な彼等の生活

トパパググ族の重芸術的な家屋建築 主か、パラオ

のアパイ等は南洋全瞳から見れば、特殊の例なの

であって、彼等一般の建築物色しての家屋K 至IJ-p

では誠に御粗末なものに相違な い。

例へばニ ューギニ ー島の奥地に住む保儒族の村

では、直経3 米程度 、高き l 米乃至2米位の稲叢形

を呈す る本屋根 の小屋が あるに過ぎ Jμ 、し、 . i  tニ

グイ 閣の 山獄地帯に居住するセマン放の住居に到

つては 、翠に榔子の枝を地上に突差して 、葉を結

び付げに に過 ぎないも のき へあ る。甚 しきに到つ

ては巌窟を利用し 、或 ひは樹穴を利用し て、そこ

を居所と する者 きへある ので、 か〉る民放に とっ

ては家屋 主いふも のは 、車K 風 雨をi ! 注げる だ りの

ものである。

このこ主は彼等の言 語にも現れてゐるので 、例

九ば我が南洋群馬のパラオ土人は 、家のこ 主をプ

ライと呼んでゐるが、プライといよ、言葉の意味は

人間 を容れる器左い よ、意味であ る。彼等に とって

家屋 といふものは 、E互に身控を寄れ る建物 に過ぎ

ないのであり 、生活の大部分は大昼の下に榔子の

葉蔭で行はれるのである 。我々の様K 家屋 !; ｾ、 ふ

概念はその家屋内に轡 まれる内容を

含ま 7正いのである。英語でも house

と home ! ;は医別されてゐるが、日

本語では家 といへば、 house の意味

にも使五、し home の意 味にも使五、。

即も家は内容を含め fこ建築物を指し

てゐる様である。

fごから日本では一戸一家族 の場合

が普通であ るが、南洋で は一戸激減ー

族を牧容する場合が決して珍ら しく

ないのである。すべて熱帯では人間

が怠惰である。意識的 K ;f;J:惰でもある

のではな くて、 熱 帯 Jコ自然が衣食住

の心配を輿へ iJ: し、か ら、 自然に怠惰

となる ので ある。 fごから我々ほど熱帯の人達は住

居に封し でも 閥心を持ってゐない。ほんとに夜露

を凌ぐこ 主さへH1*tこなら、それで十分家 主して

役立つのである。

滋熱な気候の所では 、狭い家屋内に居る より色

開放され仁大気 中陀居る方が、どれ程紫か分らな

い。日光の直射 k 雨に濡れるこ主きへ防げればそ

れで 家屋の月j は足りる主 いふべきである。行から

彼等の家屋では屋根が家屋の主要目的であり 主 要

部分 主なってゐる。

家を建てるに営つでも 先つ' 屋根を遺 る。輔居す

る場合にも先づ屋根を運搬する。輔居 k いっても

家屋その ものを蹄居 さすのである。ニツパ綿子で

造つ fこ彼等の屋根はそう重いものではない。四人

も居( l . I ば四隅を縫いで易々と運搬することが可能

なものである。

移住白人の家屋

そ うい」、簡翠な芸誌を持って、自然のま、の生活.

をして ゐ? こ南洋へ現れて来 f二位入者は白人で あっ

?こ。先づスペ イン人が、絞いてオランダ人もイギ

リス入 もやっ て米?こ。そして彼等白 人は、ヨーロ

ツパ式の建築物を南洋の随所に残しにのである。

古〈第 18世紀の中葉K 植民し fこスペ イン人の建築

物が、今もフイリツピン群島のセプ島のコロン荷

や 、 ザンボアンガのコロン Ｑ ｩｬｩￏｋｾ をつ てゐる。

それらの建築物を見ると 、面白いこ主には我が

閣の北 陸地方にある雁木 ( ガ ンギ) の棋な構造が

残されてゐるのである。勿論我が凶の雁木は冬の

1 7  v 川



省 主?防 n こめの特タネ建築法で あるが 、南洋にあ る

これに似Tこ造 りは、韮濁 陀ある 停子脚色 i日j 様 K 、

日射を 防 ぎ牒 j:]:jを 防 ぐにめ の特殊構造であ る。 迫

路 iに〈面し lcj辺渉沙a歩歩J止-道の土上-をを?覆 」ふ、て ゐる もので、本国の

スペ インでは co町 i dor ( 廻廊) と訴し てゐ る もの

とよ< -!r) .て ゐる。

ヨー はツパ人が高洋へ，ポてー呑困るのは暑気の

兆し いことである。 スペ インは北緯 40
0

の閣であ

り、イギ リン、 やオ ランダi乞歪1) つてはj" j 50
0

以北の

闘で あるか ら、彼等に とっては赤道の附近で 日光

の直射を受けて生t;'1すること は飴程困難である陀

注ひな い 。 ｴ ｾ から彼等が 南洋へ来る 主 、 朝早 Ｇ Ｎ < 出

勤 して 午前 中に池宮の事務を絶へ 、中食は各自 の

家庭へ蹴って揺 れ 中食後は プラ イン ドを下し? こ

部屋の中で議寝をする のである。 熱 帯の午後 1時

や 2 時頃はすべての活動が偉止 しに休息の時で-あ

る。 一 日の内で最も 出ii毘に な るこの時間陀わ さ「わ

ｾ働 〈 必要はないわ り で 、 そ ろＭＮＮ｟ＮＮＭｾ温 が降り 始

めてから 夕刻 までのIUJI とま?こー仕事す る。 そして

夕 食 の 後 こ そは最も 気持 のよい時 ｬ ｾ ｪ ｊ と なる の で あ

る。

詩i温な外訴から自己の身曜を誰 る?こめ陀、彼等

はl山 、壁 を建築す る。北浦の酷惑を防ぐの ei 司じ

l'! 1¥111から 、即ち外試の影響!をな るべ く少く す る?こ

めに ョ- . . . ツパ人の熱帯に於げる家屋は壁をうん

e  ).';! くしである。 熱 帯の土人は、自然 に逆五、 こ左

をしな いで最 も簡単な家主? 建て るが 、熱帯に住 む

文明人は自然を克服する意志に よって、土人 の場

合と逆な方法を選ぶ。

然 し文明人主 言へ ども 自然f L ｦｬｨ ｾ てる 筈が ない 。

l 年t: i に定期的の休日民 とか、 故年後の腕間 主かに

よって 、辛 うじてヨー ロツパ人は健肢を保っ てゐ

るIC過ぎな い。ま?こ彼等は海岸の底上也から 山聞の

I山みjf へと移動する 事に よって、比較的冷涼な居住

地主?見11' 1してゐる 。例へば繭印の政治上の中心地

はパタ ヴイヤでゐる が 、締、管Jf正の官衡 はパタ グイ

ヤl亡世きながら、組、管は山聞のボ イテンゾ ルグ iこ

官邸を持ってゐ ると L 、」、航[i.qてe ある 。パ タヴイヤ

は 千 均 ｾ ｜温が ＲＶ
Ｐ
とい ふので 、 主 主 近ではそ の 来 高

方 の高原上にあるパン ドンへ役所の一部が移輔し

にの も、同様の理山からであ る。
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日本人の住宅問題

11封印l亡在留す る我がi日j 胞は昭和 12年の統計では

約6. 500人であ り、マレー牛島にあるも のは約7. 0  

00人を算する。醐印在留の者に就いて調べて見 る

と、 商業に従事す る者最 も多 〈約 2. 000 人、水産

業 と農業 主工業 とが夫々約 300 入、 その他に無職

業が約3. 000人ある。 男の敷は4. 000人で 、女の童女

は 2，000 人であ る。か 〈見る 時は 、閣印に病理す

る本邦人が翠なる出稼害事働者ーではな くて、 家族を

有 し1ぷ舗を構 えて生活す る者が その大多数であ る

ことを知る のである。而ら ば夫等の人達 は如何な

る尚mを持 ち、如何な る住宅陀生活してゐるのピ

らうかとい ふこと が問題 となる。

最初から盟官 な資本を持 ち、自己の設計す る建

築物を也って 、永住 の莞悟と共陀州掛けて行つ?こ

人達 は案外に少い。大低は知人があるので招かれ

て行つ仁左 か、何時の間に や ら流れて来て しまっ

?こ とか、 そし て初め は調身で コツコツ やって居?こ

が、段 々 と落着 いてしまっ仁左い よ、犠 な人が多い

棋で ある。 ｴ ｾ から 彼 等の住 宅 の如 きも 大 低 は 借 家

住ひであっ て、華僑の裁主が建てにものを利fji し

にり 、それを 一部改迭 して自分が貨 lfJl.つ ?こり 、ま

あ悪 〈言へば間に合せのも のが多いのであ る。

ほんとう に 日本が大京必共栄圏の指導者である

な らば、政府自 ら率先し て、大南洋の風土を精 し

〈調森し 、その自然4条件l亡適合し 、更に我が大手u

j..c放の趣 味K 合致し 仁建築物の設計等をも 考慮す

べき .i: ある。 日本の移稲民事 業が とかく巧く行か

なかっ ?このは、最初から 根本問題を検討 してか 〉

らなし、から である 。 南洋 lとは南ー洋風の設計が必要

4. エツパ屋根の聴居



5.ザンボアンガのコロン街

であり 、南洋には尚洋特有の建築

材料がある。それをよく知らす・lモ

、 円本風ーの建築をして み fこり 、凶

作 風の民似をしてゐ?このでは 、根

本問題{ 正解決川以ない。熱意に燃

えて南 下する 多 〈の Ｑｬｩ Ｚ ｬ Ｚ の ｾｉ Ｇｃ 、

ほんとうに自分の家fごといふ感じ

のサーろ建築物o工夫してあげにい

ものである。

建 築 撃 舎 ・ 競 技 設 計 謄 ; 募 圃 案 募 集

建築毒性ヂ? においては第 15回建築展覧合の fこめに

次の趣旨 l乞依り「園民住宅」の設計岡案を懸1 ' t 募

集す る こ主になっ＿了ので 、 ｻＯＧｊ 員各位にも規程参 ｊＡ ｾｾ

の上 Ｚ ｾ去って ｬ 監募あちんｭＺを切望する。

〈建築展覧合規程ノ内〉

第 5 部 競 技 設 計

百 ｰ 僚第 Ｓ 部競技設計ニツキ定 ｊ レム 所 次ノｾ，ｾシ

1. 課 題 「薗民住宅 l

2.  趣旨 我岡純米ノ岡氏住宅ノ硲立ヲ期シ特

ニソノ意匠 、構 造、材料ノ上 ニmtl 期

的 ナ; l . - : ( i i ]笑ヲ求ム

3. 俵 件 位 置 及 敷 地 都rli ノ{J ニ居地域ニシテ

2割乃至31: 1] ノ岳地地区トス

規 摸及内容 家 族 教 ハ 7 人ヲ標準ト

シ臼本閣，L I ! ; ノ中堅階組ヲシテ健全ナ

ル家族生活ヲ皆 ムニ足ルモノ

イnシ[ 酎trt ハJ - Lソ 130 平方米迄トス

戸 建 型 式 l 戸建

4. 所 要 因 面 配 置 刷 新iN. l/ 2 0 0

ー

F- ，百l胡 縮 ｊｾｬＯ￭ｯｯ

主:lilil 副 ( 2 百以よ) ， "  If 

主要古I¥j詳細ni .ji j ( 矩計及術進明示〉

" 弘。

透脳間

設計特記スベキ結ニ十j テノ設 IlJ jハ間商ニ情!

. f i ニ記入ン、ベシ

用紙ハ製岡町紙牛切大 ( 50cmx 70cm) 闘商

ノ仕上ハ随意 トシ、寸法ハ綿テメート ル法

ニ擦ル、岡商ノ 表装ヲ鴛スベ カラズ、 但・ン

入選作品， 内展覧ニ供スルモ ノハ本 合 ニ於

テ衣装 λ ルモ ノト ス

6.  I底募間集ニ川氏名及暗蹴ヲ記入セ ズ、別 ニ

臨募者ノ' 住所、 氏名ヲ明記セル紙片 ヲ封入

シグル封筒ヲ添付セラルペシ

一案毎ニ包装セラルベシ

9. 締切期日 昭和16年 9 月22日 ( 月) 午後 5

時迄二建築嵯令事務所 ニ提出セ

ラ J レベシ

7. 審 査 員

iliir1i 健 今 井 完走次 大付巳代治

Ｑｾｾ 凹庁間刀 熊 谷 殺14主 小 体 政 一

坂 合 準 三 泊i山 英 華 谷 口 吉 郎

ｾｩｬ｜ 口 宇え巴 前 川 閑 男 山田 "'f 

山脇 雌 ( 五十音順〉

8. 賞 1¥: ハヨたノ llil リトス

入選比牌、 J 't ilk及副立〔金200闘) 4  名

佳作 1主l降、 1' HU¥及副賞 若干名

9.  1底募闘案ハ綿、テ之ヲ返還ス ルモ ノ トス、但

シ之 7 出版ス ;1. 滋合ニハ著作慌ハ本合ニ蹄

脇ス

1  9  VI I I  
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北緯 8 良ーから 32反ーに亘る此地方はもうすっか り

熱帯で 、I符季 と乾季の二季よりなる常夏の闘であ

る。 F日季とはいへ一日I ' L - l え明間が見舞ょ、丈りで

はあるがそれでも北部来京地方では、雨季の末頃

には日本の秋冷を畳ゆる程の涼気は訪れ説菜類も

取れるに反し 、安 南南部 、 交 ｾｉ｛Ｚ Ｚｒ弟及カンポヂヤ

にかけては畑に野菜きへ作り得ない酷熱の赤道型

である。

東洋のパルカン主云はる〉程、fJTI 々の民族が居

るので建築物色各種各様ではあるが、安商 人グメ

ール人及若手入に三大別す る事が出来ょ う。

東京地方の風景は榔子や筏榔樹が黙綴しては居

るが凶甫の中に草葺K 竹の短根の国会屋があり、

日本共のま〉の風景が至る所' I' L見ら る、、然もま

ま板葺の二階屋の日本家屋そま〉を見受けること

が出来るのも愉しい。

元来安南は五世紀頃最初の王朝樹立以来、支郊

の宗主機の下に、時 i乞隷属し、時に潤立しっ、清

末に及んt:: 漢 字閣やあっ? こ、 1741年一← 1799年頃

アドラン( サイゴン近郊) の司毅の援助により幼

王院氏は桝王を倒 し、安 南を統一 して院朝第一代

の嘉隆帝 主なつ＿こ。其 後歴代の王がｾ阿す ＱＱ 行動に出

て、第四代嗣徳守i 1 に至って遂に併に回伏、交白t支

那を容IJ 譲 し? こ、宗主棋を主張する支却は安南教援

に立つ? こが併に敗れ、 1884竿5 月、天津4条約によ

り宗主権を放楽し、翌年 6 月正式尺フランスの保

証頓陀編入 されにと 云 う歴 史 の 辿 れ 宗 毅 民 俗 凡

てが支那的であるので、建築物も凡て必調を支那

lて取て居れ装飾其他の細部陀安南的性格を見い

山し得るかも知れぬが、殆んど支那の技倣と言つ

でも過言ではあるまいと思はれる程である。

ウーヱ( 順化) の王宮のおl 寺、門の形式は支那

の牌憾に似て、 更に規模のノj 、7よ る も の で あ れ 王

宮共のものにも何等安南湖特の乎法を褒見し得な

い。其他チユトツクの陵墓、チヱント リの陵廟に

しても叉王室歴代の霊廟 lてしでも、全〈支那の廟
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築 物 見瞥

武 藤 彪

其のま、である。只孔子廟の形式は梢安南様式の

強いものと見らる〉が、背後の塔は全〈支那的で

ある 。

ハノ・イの文廟門の屋上の棲は、三つのアーチを

持も 、屋根が二つ あるが、 屋上の中央の火の玉を

閏んで龍が左右に、肱鉾の様に立て、屋根の端が上

部に跳ね上って居り、挫の雨端にノj 、塔が立って居

る形式は支那式にしては少し注 て居る様である。

安南の南部から交祉支那の海岸の所々に見受け

られる、先住人占波ＨチャンパＩの遺 ｾｉ｛Ｚ は 、 寵の

ｾｉ｛Ｚ らしく何れも赤練瓦で作られ、ヒンヅｻの形式

であるが、華街的償値のない単なる股ぬ[ : I ' L 過ぎな

し、。

安南から交ぬ1: 支那K 入て熱帯色の色浪きに駕き

カンポヂヤに入って更に風物のー援す るに鴬〈の

である。

カンボヂヤは、西歴一世紀頃パラモンの移民が

メコン河の低地にフ I ナヌ王闘を樹て、初代の王

主してカウンデインヤが即位し七。共時他のパラ

モンのカンプがフ ーナヌ 閣の少し北に殖民し、共

子カンプヂヤス K 依てカンプヂヤス王闘が立てら

れに、之れが我々の云ょ、カンボヂヤの初めである

から、有名なアンコ{ ル・ワットの腔嘘を初め、

古い建築物は凡てヒシヅ ー型である 。ア ンコ{ ル

ワット、アンコールトーム等E 大な建築物の護見

については、 1858年 ロンドンの科皐協合から減遣

され? こ、僻目劇西の自然科皐者アンリ{ ・ムーオー

をして而時代I ' L 於いて、世界IC比するものなき建

築物色呼ばして居る程のものである。

徳川時代、印皮の祇園精舎 k 誤まられ、共の見

取闘は日本に持者kされ、現在も水戸の闘書館C?)

K 保存されて居る k の事である。最近には俳印の

映乱? として即代金聞に紹介さ? こので、共の記憶も

新 fこな事し思はれる共の豪批 iJ: 1章容は、到底筆

をJ . ; J ，て好く 主流す所でない。

樹党の王に依って着手されfこアンコ ールトーム



が完成し? このは、西紀889年- 900年の頃であって

アンコ ールワットは更に降って、推定 1050年一 11

70主手頃に完成されfこものとされ. 恐 ら く此等の寺

のクソレ ーフ・の中で、最後 lてHHOこも の 主されて舟

る。

r ンコー ルの意l府立、党語 「ナガ ラ」即ちお11で

あり、ワットはグメー ノL 語 の廟 の立である。此等

の建築物は王居であると共に、隣同 シヤム及びチ

ャンパに釘する軍事上の意味でもあれ又一面倒』

堂でもあのt: 。想像せらる〉所l乞依ると王族も 、

将兵も ' 併{月も位居して居Tこも の とさ れ、方形の

内外二重の長廊よ り成り 、廊の全長 800 メ{ ト )1.-

K 及び共の全部の側壁には、軍隊の行進 ‘ 隣閣と

の交戦 、 象に よ る狩猫等が浮 Ｉ ｉ［ ｊｾ になって居る 、 豪

華勇大なもので 、ｾ 段 、 蓮華の付 ＱＱ 毅的なものより

活 動 ( ラヂヤ ) 普( サ ツト パ) 創造( ブラ { マ)

生存( グマス) 破壊( シパ) の性格を持つ トリム

ルチ ーの利1 、々き では四つの顔四つの手を持つヴ

ヱーグ、 愛の市$ カマ馬頭の牛ni11
1キンサナ ラ豆、等々

怪奇を極むるパラモン毅の紳々などがあり、桂の

悉くにはテパダ ス ( 党語 デパダ ) と栴する禅師の

種々の姿鰭ーを彫り、礎石及び柱頭陀は麗しき摸様

の彫刻もあるなど、グメー J レ重芸術の梓をつ くして

居るものである。

此の寺を初め 、王宮の階i認の昇 口、 塔の前等雨11
1

聖な建物の前原の左右t亡、T l}i 扇を開い ?こJ様に立

って居る のは、ナガ( 党語、智者賢者も表す) で

七の頭を立て fこ蛇の彫刻で、此れこそ最もカンボ

ヂヤ的な もので ある。 共他往々、民家の棟の雨端

I'L X 形の千木に類するもの〉立って居るのを見受

りるのも、何か日 本 主交渉があるらし〈 思はれる

此閣の首都プノンペンに有る王宮等近代建築 と先

しきもの、 形式は凡て全 し 泰式であって、取立

て紹介に慣するもの もない。

ラオユはル アンプラパン、ヴイアンチアン と云

ふ都il 'i e ，同名のノj 、王闘があって 、各土簡を頂い

て居る。佐民は器族が主であるが、白夷 、ルール

ー、 市など雑多な事T l 放が居る。此挫のメコン河は

河底に岩石多 〈、河( ま至る所で激瑞をなして居る

ので、 雨季の最盛期6、7月頃でない主 舟梓を通せ

ぬ、 未開の地である 。此: l : t hも古〈印j広文化 l乙浴し

?こ らし し 建造物は印及ー風であるが、西戴 と印度

とが組 と々 交錯 して居 る様 l乞思 lまれる 。最後に俳

人住宅に就いて一瞥を梯て見? こし、 と思ょ、。

最も簡単なものを見るし入 口のテラ 3えから直

ぐ大W! llrJ fL. 通じ、之れが食堂で あ り、家族全髄の

合談所でもある、大JMI1¥1{ f 挑んで 1e右t亡、幾つか

の部屋がある。左右の端 の部屋へは、 テラスから

ドア ー 一つでｩｬｬＡして居て 、 左の分をｾ /!Q{接聞と して

居る大腕1mへも 、次のl宿屋へもドア { で過して居

る。調理室、物置は裏f ' L . }J Ij 棋になって居る。! 未は

凡て埜であ る。

此の形式 lて日本的性格を盛る事K よっ て、 li}j朗

簡素な新時代の佐宅として住宅管囲へ推奨 し度い

策が してならない。

特資不足の今日生活の簡易化を痛感ずる者であ

るが、デ ノご ート の家庭用品部を覗いて如何に複雑

多岐をおi めて居るかに、驚かぬ者も無い主恩ょ、。

そして生活の改善は、先つ' 住居の改普から 叫ぴ度

いと思』、。 ( 16、6、 18)
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家民の支南

立川

げ

り

尚

昆
{専日1太

らしさを微賎も持にない。

農家の平面も 、北支れまその趣を異にする。一

番簡単なのは ｕｾ 1岡の様なもので、切要ー元!i 一棟の

ものである。これを三つの部屋に分ける。中央の

問は正面突嘗ｾｉＧｃ利 Ｑ を Ｗ 杷り、前 ｩ tz : 王手、椅子を並べ

て居I l 日K 使ふ。この室の前面は桁以下開放で虫色

建具もない。左右の二安は住宅 と台所で、中央の

大

私が南交に居Tこのは昭和 13'F 10月のパイア λ 濁

上 陸 よ れ 翠14年にかけて Y あっτ 、すでに奮開

! 「

庖

九『

守

、

中

K 属す る。 その〉ち j 手間 !Jg土の御一行も行かれて

ゐるし、 ま1=1荒木にはそのほ か建築家 t uかれて

ゐると承 lてっ てゐるから、既米市内 の新建築を和

介するのは、他 iて人もあると思ょ、。然かしEF. 人 と

して付つ? ご者以外 は、いろいろな事情で市内を速

く離れに地方への続行は一寸間難なやうに聞いて

ゐる。そこ で、 こ〉に南支の間合の建築を民家を

主 主して紹介するのも 、無駄ではあるまいと 二月へ

筆を? とつにE次第で あ る。しか し何分戟到中のl肢を

ま生んでの ことであるから 、ご< ｾつ主見＿ こ に止ま

れ誤も多いのではないかと思はれ る。

見渡す限 りの黄土 色、 資盛 lて包まれに定の北支

に政調 を続け て来? こ私が、南支 IZ: .上陸して驚いに

ことはいかにも内地の景色を訪御させるそ の風景

である。誰もが久し振り ｴ 亡故郷の回を見＿こ桟 Ｑｴｾｴ

持になる。木の間揺れに見える農家、そ の壁は崎

瓦なの ｴｾ が 、日乾煉瓦 の 肌 はあ＿こ か も内地の農家

の土壁を思はせる、上には薄い照i慢が幌やかに;kt

って、簡素で根快な感じは私が7象; 怨してゐ 1. '支那

ｾ＠
1.  

E  

m 

炊

事

令

第

I  

ｾ｟｟ ｟｟Ｎｊ＠
L 一一一一

第 1 問

主持筆者は支部省E聖楽課技師
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封1 3 悶

11日l乞向って 入口を設ける 。これが農家王子I師、入信本

形である。第 2 岡はこれ の逃んfごもので切手6巡の

主. 屋の雨方に一段低い切妻の袖が直角陀つ 〈。ま

にこの紐の もの '). rll i ' L は前の雨拙のJ1日にqE- を設げ

門を開〈も のも ある。 orn 岡) さらにこ れが も

うー沙謹むと、こ の前 に第 4 間のや うな切安浩平

入の建物がつく。これで農家の平岡は完成する。

以上のものは窓を原則として匙ら ない? こめ 、 左

右の部屋は真暗で、日 本人には一寸使へない、従

って農家陀泊るときにはt :s 2 岡κ 見える様陀 中央

の開げ放しの問の土11¥1.J二 l乞出る。( 中に は保光の

?こめ 天窓をつ くる が、それ は瓦一枚の代 りにガラ

スを置い? こ小さなしかもごく簡単なもので ある)

こ' ) . {亡示 しに見取岡はごくさ' つなものである 。私

達が行つに ときは住民は対んど逃げて居らす・、各

告の使用法などは不明のところが多い。 11-1'}cの 11¥1

は点的子などが列べてあり 、 他 ｉ ｶｩｪｪ るい Ｑ Ｇ ，， Ｑｾ がな

家

主

「六

r，罰

中

良

-J
，

I

l

l

-

)

 

' ! _ 

!  

いので居1: ¥1 と考へられる 。 その左-Ai の奥の部屋 l乞

はj従誌が置いであることが多いから j反主であら う

しかレ不思議なことには民芸の数が Ｑ ｾＲ 例しか見

えなかっ?こことである。 1 戸i ' L { : " 1: む人数は解らな

いが、 ｪ 従 ｾＺ Ｑ ｾＲ ｦ 同 では到底足りさうもな い。 主毘

の前 lて附い? 二部屋の いづれか一方は炊事場として

用ひら れる。他の牢: はいつr れ も倉町として用ひ ら

れてゐるらしい。

ｊ ｪＺ 商について言 へば、 ｾｾ Ｔ 悶の如きものとＱＺＨ Ｐ 岡

の如 きも の 〉二種がある。前者殆ん はど火乾;煉瓦

Tf くはその上陀上主主りを施 しに程度・のもので、軒

の，'-1¥は深 〈、装飾を 一切施さない。後者は焼いTこ

煉瓦で、軒の，' Hは殆んどな し 棟 、 破 風 、 軒 下に

浮Ｎｊａ ｬｾ を施 してゐる。従ってこの 二者の もつ感じは

第 4 間

2 3  VI I I  



第 5 悶

:杢〈建つ?こもの となる。この装飾の多い方は町、

若〈は制i K近いところに見られ、純農村にはない

様に見うけられる。康来の農家の主流は前者にあ

るものと 考へらねる。

前に述べにものと遠つ? こヱ|工商を持つTこものがあ

る。それはやはり最初の第 1固から出? こものであ

るが、その梁聞が賢くなって、中央の主安 lモは板

の仕切が設げら れ前後二室となり 、後方の部屋は

天井を低〈張って下を寝室. 上を物置 とする。

( 第5闘) これは共の第6闘の如きもの に殻展す る。

この麗のものは中庭がなく 、短形平面の切妻造椋

でありか勺と二階、 三階建のものもある。 しかもこ

れは中央前面の部屋以外は真暗になるので窓ぞ各

室陀あげ る 。 ( 勿論窓 k いつでもごく IJ、さいもの

であるＩそ して その壁は白〈仕上げ、装飾ｾ全〈

施さない. 従ってこ の種の建物はあTこかも洋風建

築の如き外視を 呈する。こ の種類K 属するものは

九龍牛島 に於て多〈見られ? こ。

これら の家の壁は勿論煉瓦であ る。天井は張ら

す化粧屋根裏で、南妻の壁の聞に桁、母屋 、椋木

を渡しこれに唾をかける。 主室と左右の小室 主の

間仕切壁が上まであるから梁は用ひない。 棲は丸

太二つ害IJ が多〈用ひられ、 こ の 上 l乞平 iJ 五を並

べ、その上に瓦を茸 〈この様1J 構造なので、屋根

は蒋〈大渡臨〈見える。第 4 闘の種類K 属するも

のは棋も軒も軽い真反 6の曲線を持も 、軽快で主主

vtl l  2 4  

がきいてゐる。瓦の茸方は本瓦茸若〈はこれに類

するもので、丸瓦のかはりに平瓦を用い 、子瓦の

みを表裏交互に並べて茸い? こ簡翠なも の も多い。

( これは北支でも見 られる〉

次 l亡農十! の部孫の形について一言述べて置か う

農村の内に は規則的なある 型を持つ? こも の、不規

則的 K 集つにもの 、一戸づ〉鼎在してゐるもの、

三騒が認められる 。規則的なものは蹟瓜北方地w n :

K 多〈見もれ? こ。 1JC7 闘はその 1例で、方f立は多

〈 南面 とし、前 ｋ ｩｴｬＡＮｾ 設 ける。恐ら〈瀧慨 ｔ 日のも

のであらう。部落はその後方にかにまつであり 、地

主の聞に平坦な作業場がある。令官溶の側i 'fの三方

は多〈林 k なる。 この部:訴の農家は果してどれt.:

けの大きが一戸 主なる のか、ゆっくり 見る暇がな

かっ7こので明かでない。細い路次に閤まれに一郭

が一戸の様に見えるが、質際 lてはこ れが前后の2

戸K 分れて ゐること が多い。南に門を聞 くのはー

苓前の例の ものt.: げで、あ主は横か ら入る様にな

ｾ＠

ム
吋 ｾ ｃ 町市、一 ｆ 町叩 ｆ問 ｧト白山Ｎ日 ｊ山、

一、白
巴 一 ι  一

一 一 ‘

第 6 闘



第 7 園

ってゐる。建物間の路はご〈狭し l 米乃至 1米

牛位 しかない。周囲にある建物は厩 、豚小屋 、倉

庫等である。

第 6 聞や第 B 闘は農家が賄在して ゐる 例である

支那の農村には望 ｩ 肢を持つものが多いが 、こ ，のｾ

ｾにも そ れ が現れてゐる 。中に は ＴｾＵ 附 ｋ 及ぶも

のがあれその平商も可成大きいものがあるから

或は他に用途があるのかも知れぬ。

ヨたに寺院の例を 一つ奉げて置か う。 ミ手の平商は

北支のもの k 余り 鑓化がないが、 その立簡には可

成の異色 があ る 妻の壁の上部は窮ｾｉＧｌ見 る 様な襲

つにもので、割合K 直線的な感じを持つに民家の

聞にこの妙な屋根が混つてゐる のは貨に妙な存在

である 。椋にはかなり いろいろな装飾がつくが、

中支の寺院に見る反蹄する 如き反りは見られない

内部の構架は窮真に見 る様なも ので、天竺様や糞

壁様と非常lてよく似てゐる。

終りに南支の建築を概括的に批評する ならば、

その持徴は比較的簡単なあっ きりし? こところにあ

るといってよい様に思ふ。 もちろん日 本の建築か

ら見?こち 、曲線や装飾が相官 K 多いも のもあ るげ

れども、北支や 中支のものに比較し? こならば著し

くき っぱりしてゐ る。支那も南方になるほど曲線

の臆用が多いと 者へるのは いさ 〉か受賞で lJ. い。

一叶 ｆ 巧ｲＭＺｲ ｾＺＧＢＮＧ γ ，ＮＮＮＭＮーー

.  

第 8 周
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北 印度 の 建

はしがき。

印度の建築を 、全般的に研究することは 、誠 l乞

興味あるこ k ではあるが 、あの四千年の歴史 と、

百八十高余平方哩の地域とを持つ:杢印度K わ? こっ

て、系統的の研究をする ことは 、余りにも大きな

問題で 、それには少な く共 、数年間の日時を要す

ることである 。 そし て 毛似記述も 1骨骨や2ilfr の小冊

子で策せるものではな い。 そしてそれは筆者K は

到底不可能の こ k である 。

放に 、こ〉で は地理的には北印度のみに限定し

この地方の歴史的及現代の建築物K 就き 、ぞれも

組織立つTこ肇研的なものでな 〈、 一旗行者の克? こ

記 k し1 、極皮相な視察をして見 ることにする 。

北印l支と言へば、 アグラ 、デリ ー設から北方の

地域で 、東南に流れ るガンジス河と西南に流れる

インダス河の雨大河の上流一帯の平原地と最北部

のカシ. ミヤの 山獄地帯 主である。市し筆者は不幸

にして 、この風光明娼な、カシミヤ K 旗行す る機

合を得なかっTこので 、 その建築に就τ は、此虞陀

は除外 しなげ ればならぬ。

歴史的問景

パンジャブ州は西域を 、 アフガニスタンと接し

て居るので 、大古から 、ペルシヤ 、ト ルコ等の近

米諸問との交j J f i が聞けてゐ? こ。 I:P度側のぺシヤワ

ルから吋この岡境の有名なカイパルJli 告を越してア

フガニスグンの首一都 、 カプ- ) レに至る逝は 、数千

年の昔から 、現代に至るまで 、近* e  I;P肢 を結ぶ

H佐ーの陸の交通路であっ? こ。

放に 、印度は古くから 、此等西方民族の断へぎ

る位略を受げて来? こ。開反ーの悟史は 、笠 K 侵略の

隠史であると 言 って良いであ らう。

西紀前521年から 35年間 、 ペルシヤ帝闘が 、パ

ンジャブ州及ジンドを領有してゐ? こ。 i司，じく西紀

前326年には . アレキ サンダ ー大守i1が 、此鹿まで遠

征して来て居る 。其后様々のモハ メグン王は 、均二

断の侵略を試み 、 ヒンヅ ー毅徒である 、 I;PI支の諸

来型E 若 は 建 築 家

VIII  2 6  

築 就 い て

谷

告持

東

王 t 主構寄与奪のE t めの闘争を繰返 して予I<i てゐ る。

故 に建築の遺跡K も、此等侵略者のものが多い

しかし 、それ等には 、1e程古いものはない。 印tit

で現存する最も古い遺跡では 、併殺全盛時代の遺

跡であらう 。 それ等はネパ - ) レ岡の )1 ンピニや 、

ガ以ザ ス河の 呼I流謹りのプグガヤ等にある 。殊 lモ

中央印度のサン チには 、最も有名な併記手量の遺跡が

ある 、 それは西紀 前 ＲＷＰ 年頃 、 外敵 ｾｩ 邑け 、 会印

! 孟を平定し fこ、ヒ ンヅ ー毅徒の アソカ王が 、何|鍛

を信仰して盛んに建立 しにもの である。

この時代になって 、初めて建築に石を 使ひ初め

? こ矯め K 非常に良〈保存されてゐる のである。こ

の以前の建造物は殆んど、日光乾燥の煉瓦であっ

1: 様である 。

現在、北印良ーに於て 、隠史的建築物として残っ

てゐるものは 、西紀十六世紀の中頃に至り 、ヨミ印

民ーを平定し 、モーガル王朝の基礎を造つ ?こ、，モハ

メグ ンの アグパル大有の頃から后のものが多い。

このそ { ガル王朝は 、I;Ps主のモハメグン統治者ー

の最后を飾 る強力な王朝で 、アクパル、シヤ ージ

ヤハン 、ジヤハンギ ーJ レ、オーランジープ等の諸

怖の頃、約一 世紀有牛の1長い11日、人類の柴撃の限

りを識 し? こ、黄金時代を造りI i ¥し?このである 。

号ーガ) 1 - 王朝頃の建築物

この頃の豪華な宮殿やモスク或は廟等はデ リー

やアグラ等 lて一番多〈残ってゐる。まにパンジャ

ブ州の首都、ラホ { ルに も数ケ所ある 。

ラホールにあるものでは 、シャラマ ー、 ガ{ デ

ン、ワジ ルカ{ ンの モス グ、パドシヤイ 、マスジ

ツト及ラホ{ ル城が主なものである 。

シャラ マー園( 第1闘〉は 、 ラホ - )レ-f I i から約五

哩程の郊外にあり 、西紀1637年K 、 シヤークヤ ハ

ン肩? に依って浩られ? こものである。激高坪の長方

JI予の庭園で 、各々十尺位いの差をつりで三iえ陀 1よ

ってゐる。正門から真直 l亡運河があり 、 その水が

瀧となって次めi淀K 落 ち、中段で大きな池となり



最下段で叉運河 t なってゐる。地のc : lll 'L は無数の

憤7Kが設げら れ 、 蓮 河の南側は美しい並木であ

る 、 まにｩｴｬＡＮの ｾＢ ｉ ｬ や周園 ｋ は赤砂場や自大理石の

テレ スやパ ピリヨンが科良〈配されて、f J る。建物

は総て 、t: :p;たサラ セン桟式で繊細な彫刻がj泡ちれ

てゐる。このシャラマ{ 閑は モーガノし式庭問の代

表 ｾｬＧｾ なものとされ て ゐる。

ワジ ノ レカ ー ンのモ豆、ク ｃｾｾＲ 阿〉は 、 ラ ホ ー ＩＡＮＭの

引 lii1可の良中にあり 、!iij 問に人 家が立て込んでゐ

るから外矧は余り良〈見へな L、。市しJEを- 2之ーぴ

内部の ｊｊｕｾ ーに入れ〉ば 、 誰しもその建物の色彩の

美しさに一驚するであらう。凶場を? 図む高い拐か

ら ｐ 叫 ｦｊｾ の八戸｝ の ｆｓ ｩ いミナ レ等級、て煉Ｑｌｾであるが

その差是商は 、*-1: 1かい色タ イルの象訟で包ま れてゐ

る。これはナツカシと言ょ、繋掛げのグイ ノレの一読

で、その色調は赤 、問 、育、業等強い原色のもの

が多い。このタイルで幾向感模様や庇草技棋が壁

両全館! ' L ＯＫｉ ｉ ｾＧＺＺ てゐるのである。強い太陽の光棋に

これが ￆｾ り輝い刀ゐる有様は 、 賛ＱＧｬＺＺｊ仕組である。

建物の形や装飾等総てぺル シヤ風の影響が強い

様である。このモ λ グは西紀 1634年?と パン ジャプ

州の純作であっ?こ。ア ラウヂン と言」、 人Irc1:{cって

建てられ? こものである。

パド シヤイ、マ λ ジユツト，｣ｾｭ ｩＮｩｬＩは ラ ホ ー ル者｜ｊＨ

の隣陀めり 、 ｢ＩＨｾ 、古 ｦｪ 庭を持って 、 奔殿は 三 佃の丸

屋根を，i在べ fこ殺になって居る。良中の丸厚. 根が一

帯大さい 、これは

[は立仲々良〈υ/"1川l オ米七てゐる。

ラホ ー ノレ械は替 市街 ｋ 税い＿こノ ｪ 、首 Ｇｪｾ 、岡の ｊＭＮ ｉＧｬＺあ

れ こ 〉 か らの景色は仲々良L、、建物は大部破壊

されてゐる。凶方の呑入の居る r" Jから芯入ると f ご

ら?ご らの上り坂となり 、: 取壊され? こ建物の跡を西

作風の庭問 l亡し7こ虞へtHる。 Eをされてゐる建物は

主 に白ニ居に伎はれてゐ? こ部分で、 "1
1
1乞は二、三 1m

白いものもある。 その中でもｾ［ｪＮとに詑円されるの

は、昔王妃建の部屋であっ? こシツシ 、マハ J レと言

よ、鋭の1mc第4闘) で、告内会組の肢も天井し IJ、

さな色: j ! ' i ' j子'e 凸商の小型!のj誌とで象以になってゐ

る。或る 一気の中 tて這入って戸も窓も閉めて暗黒

とし ロ ーソグ ｋ 灯をつ りるしゃ ｊ 寓と 言 ｾ， ｴ ｬ ｦ 古 Ｑ 鏡

にロｽソクの灯が反射して丁 皮・ 良〈晴れ＿こ夜の ｛ｲｾ

室の様である。この城も同じ い シヤ ージヤイハ

ンマi 1の時代K 遺られにものである。

アグラにあるものでは、アグラ城 主グ ジ、マ ハ

ールがー呑有名である。ま? ここ 、から二十三哩程

.の郊外のフアテプ リ、 シク リにはアクパル大帝が

最初に建て Tこ械と市街がある 、今は単なる駿壇で

あるが 、非常K 良〈保存されてゐるので、モーガ

)J.，.王将l時代の王訂と il " j j えの生前桜式を研究するに

又とない良い見本で ある 。

アグラ城 cm5問〉主タジ ・マハ ーJ レほモ { ガ J レ

王' d- iの記念物の中でも一番優秀なものであ り、又

jit 界的 lて有名なものである。 これ丈り説明するに

も仮に -1J It の本が出来 る程であるが、簡単K 説明

する。

城はアクパル大守if がフアラプ リ・ シグリ の戎 l乞

逃替し? こもので、ジユムナ河の西岸にあり東側は

この河が自然の該をｾしてゐる。外壁は ＷＰ 尺 も あ

り、締、て赤砂岩で出来てゐる。パトル メントはパ

ピロン風である三方 l乞廻され? こ、外語は巾が30R

深さが35尺ある。今は全然水 は這入ってゐない。

内部にはモ { ガル王朝全盛期を詩る 、様々の建物

が背の夢をそのま 〉残っ てゐる。南側のアマ ール

・シン と言」、門を通って、石敷の坂道を登って行

〈、登り切っ ? こ庭で、右へ曲ると赤砂岩の美 しい

建物があるこ件はヂヤハンギ リ、マハル〈第6悶〕

と言 はれ てゐる。その桜式は他の建物が綿て印l主ー

サ ラセン様式で- あるの とは全然異な りヒンヅー様

式でゐる 、柱の友商や腕腹 l乞特殊の繊細な彫刻が

施 きれてゐる。この建物はジヤハンギ ールが彼の

ヒンヅ{ 毅徒の王妃の鴛めに建てにものであると

言 はれてゐる 。 それから左へ、 ジユムナ河 l乞回し

? こ屈に .全部大理石造のカユ ・マハ ールがある。 ア

クパル大守i 1 に依って初められにこの:城 も、 ジハン

ギールに依って完成されにものであるが、 このカ

λ ・マ ハ { ルも後者に依って遺骨されにものであ

るのこのパレユは ｉｾ 耳目 ＲＸＰ 尺 の正方形の庭に商 し

てゐる、今は芝生となってゐるが昔はモ ーガル式

の花壇であっ? こちのであらう。正商陀IJ、きな池と

憤 Ｗ ｝Ｈ がｉｩ ｜ ｾ＼Ｚてゐる。米側のジュ ムナ河に商し＿こ方

の Ｑ｜［ＱＱ 照は明が全部大到ｾ石で 、 それ ｋ 高 ｦ ｬＱｾ 賢石で

美し い} ; ! : f 草撲; 様の象献が施し である。こ〉から 、

タジ・マハ - ) J . . . が正面に見え る。そしてこの象棋

の中の一つの費石にグダ ・マハ ーJ レの全景が認さ
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れて見える。案内人は故意陀造つにもの〉様に話

ナけれど、それは恐らく偶然であらう。この建物

の天井はドーム主なって居り、 全面線て金鍍金の

銅板で包まれてゐる。シヤ Ｍ ｾジヤハ ン子育 が自分

の愛妻、モングズ・イ・マハ ｾ Ｍ )J:.. の廟タジ・マハ

ールをこの部屋から 、彼の最后の 日まで眺め暮し

に k 言」、こ主である。

このカ λ ・マハ ールに隣して、マチチ・パーワ

ン( 第7固) と 言ふ前場がある。こ〉は元正方形の

池であっ? こ。 周囲は二階造 りの廻廊が巡らされて

ゐる。この廻廊は二本併立の細い綻から、サラセ

ン風のアーチ等線、て白大理石である。この一滴に

三つのドームの付いに可愛らしい小型のモスグが

ある。これ' も全部大王里石である。宮中の王妃遠の

特別融奔所であつにものである。

この広場の真西が、デイワン・ィ・カ ス、即ち

調見P斤である。開放され? こ康問でー積のポ ーチで

ある b 丸桂の桂列が高い天井を支へてゐる。王座

はーi変色高い所にあれマチチ・パーワンの廻廊

から這入る棋になってゐる。

以上説明し? こ一連の建物の外に、一寸雛れてモ

テイ・マ スジツ トと 言」、モスグがある が特に取立

て〉述べる程のものではな い。そ の他の大部分の

建物は、大抵破潰されて、今は英岡兵の兵舎とな

ってゐる。市してこのアグラ城は、デリー披lて比

較して非常に良〈保存されてゐる。そしてモーガ

ル王朝の披の中で一番立抵である。

グジ・マハー ルは世界中で一帯有名な建物であ

る主 言つでも 、必す・しも過言ではあるまいの賓際

この建物程美 しい物語を持ち 、又世界中 の詩人や

文士によって、その美を謡はれにも のも少ないで

あらう。

グジ・マハー ルはシ ヤー・ジヤハ ン守i 1によっ て

彼が限りな〈愛し? こ、 皇后のアルジマンド・ノー〈ヌ

ーに先立? これ、追憶の情[止み1日以、彼女の記念碑

主して西紀1630年K この廟の建造を初めにもので

ある。この工事に要しT二年月は貨に 22年間で 、そ

の工費は三千寓ルピ- ( 邦貨約四千高閲) と 言は

れてゐる。

ゴとから南へ流れてゐ? 二、ジ ユム ナ河が、ア グラ

披の下手から、大きなカープを描いて、東北へ曲

って居る虞の、その南岸の南北K 長い長方形の肢
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大な敷地の北側の中央に 、この廟は建てられてゐ

る。南側の中央・には赤砂岩の雄大な棋門があ り、

こ〉から巾が約三間位の運河が、廟 の毘前まで続

いてゐる、 運河の中には無数の憤71 < が設げである

運河の西側が石敷の歩道で 、 その外が二列K 植つ

? 二、サイプ ラスの並木と なってゐる。

本堂{ 正、ー溢の長さが 313 択で高 きが22吹の正

方形の担の上に建てられに八角の主舘の上に、サ

ラセン式の尖つに丸尾根が乗ってゐる。高さは壇

の上から 187 択で、全部自大理石で包 まれてゐる

壇の南端には、高き 137 択の潤立のミ ナレが立っ

てゐる。建物圭髄は非常K 均撃の取れに立減なも

のである。

本堂の内部は、丸屋根の真下 i乞八角形の肢ー|昔iが

あれその中央丁度建物の中心に、 美 しい白大理

石の透彫のスクリ ーンに固まれて、アルジマ ン ド

・パヌ{ 一一愛格、モンクズ・イ・マハルの墓標

が安置されてゐる。床のモザイクからその他線、て

のものが整然と しに均整式である。唯一つこ の均

整を破るものは、この墓標K 並んで置かれに、 シ

ヤー. ! p ヤハン帝の墓標である。それは床のモザ

イクの技様を見て ち明らかに後から置かれにもの

である。

黒大理石の自分の廟はついに完成せ争、こうし

て愛妻の墓の横 K 、永への眠りについてゐるので

ある 。 それはロ ーマ ンスの多い、この建物 l亡相臨

しいも のではないか。

タジ・マハールの正門に立って、この建物を、

銀色に光る運河し維の並木の彼方 lて望み見Tこと

き、貰に全韓の調和の良さに鷲〈のである。風の

無い日にはこの純白の建物が、くっきりと運河に

映って、水の上のが本物ではなし、か主迷五、程であ

る。外観は他のi司時代の建物に共通な、ひっこい

彫刻はない。非常にあっきり主しにものである、

唯腰謹りの底? と、 唐草模様の浮彫が出米て ゐる

が、非常に優れ? こ技術を持って居り 、そ の技様や

技術から見で、ギリ シヤ人の彫刻家の作ではない

かと忠はれる。

本堂の背面、ジュムナ河ｉＧｃ ｴ 百し＿こ側は ￬ＮｻｉＧＨｾ 、テレ

ユになって居り、左手寄りの彼方陀雄大なアグラ

城の全景が見える。それから正商の封f i ! ; f!: は、丁

度この タジと封峠し ? こ位置に、黒い建物の基礎 丈



げが見える 、これ はシヤー ・ジヤハ ンが自分の廟

として愛 妻の 廟 ｄ 白 ｉＧｌｾ討して 黒大理石に造るべ く

初め Tこのであるが彼の死に依って中止: されにので

ある。

このグｾ・マハ ｻ ル を見る のには夕方 主月夜が

最も良いとされてゐる。日 本 K は「日光を見す"I'L

結構とは言はれぬ」主 言ょ、諺がある様 l宅、1:[1度に

は「タジ・マハ ールを見守に結構 k 言 」、な」 と言

よ、諺があ る程である。

デリーにあるモーヵツし王朝頃の建物では、デリ

ー城、 フマユンの廟、クタ プ、 ミナ- }し等 であら

フ。

デ リー城( 第9固〉は地勢の附係上、アグラ城程

外観 l乞雄大さがない。外壁は完全に保存されてゐ

るが、内部の建物は、 東側のジ ュムナ河 lモ商 し?こ

方の一部が残ってゐる丈げで、他は全部取段され

てゐる、そして共跡忙殺風景な煉瓦遣の英 閲兵の

兵舎が建ち並んでゐる 。この城は、西紀 1639年か

ら9 年聞か、って、 シヤー ・ジヤハン帝により治

られにもので、装飾や建築材料は、綿てアグラ城

主製 りはない。唯この建物でア グラ城 主異なる黙

は、 非常 ｬ て多 〈の噴水 や瀧や 泉 Ｗｫｾ 、 住居で あっ

T二部分の建物の中に 取入れてある 事であ る。こ〉

には香水 の噴水や大玉虫石づ くめで、 hli J固に泉水を

ｾらされに浴室等享紫的な設備が、遺憾なく出米

てゐる。そして一つの腕問 、ー一一それは謁見室で

あるが、 一ーにはその昔貰石づくめの孔雀の形の

王座があり、問園の扉は総て銀で出* てゐ? ことの

こ主である。そしてその壁 の一隅にペルシ ヤ詩 で

「若しも此世 t亡、天闘があるものなれば、それは

即ち此廃である。此廃である。此鹿である」 との

意味の文字が象棋になってゐる。

この素晴ら しい建物を見て、如何に モ{ ガル王

朝時代の宮殿内のJ生活が華美であり、見文部的な室

完誌に満ちてゐ? こか 主言ふこと が良〈 按せられる 。

フマユン帝の廟 Ｈｾｾ ＱＰ 固Ｉはデリー市の郊外に

あれ大韓の形はタジ・マハー ル主良 〈似てゐる

而してこの建物の方が先lて建てら れ? こもので、本

営はタジ ・マハールがこの廟を見本に しにも ので

ある。

建物はプハ リマ 園 と言 ふ院し、庭の中にあり 、豪

封1: なr' J e 塀で園 まれてゐる。中央の廟は、赤砂 岩

の高密の上にあり 、下部のJ1Q: さは 、 156 択ゐる 。

肖 さはドｻム の最高部で ＱＲＵ 吠 ある。 ｉｾｬ 央 は八角

の塔で、屋 根は級のz禁掛 タイ ルぞ張つ ?こ丸屋根に

なって居る 。四方の隅に 、大 さき が不同のミナレ

があ る。外部は赤砂岩で積ま れて居ろが全暗に白

大理石で象台矢が出来てゐる。窓には赤砂岩の大理

石との美しいサラセン摸様の遜!影が棋めである。

外視は使 ｾｕ 材料の持つ重 厚 な赤色の矯 め男性的な

感じである。タク ・マハー J レの優雅な女性的なの

左良し 也tJmである。 内部はタ ジ程精巧な装飾はな

い、中央の、八角形の安の中央陀、フマユン帝の

基が安置 されてゐる。

この廟は、モーガル王朝最后の皇帝が、英閤軍

との戦I ' C破れて、その敗残の身をこ の廟の中にか

〈し仁左 言はれてゐる。

このフ マユ ン廟から南へ、デリー・ムツトラ道

を、約九哩行つに所陀、有名なグタプ ・ミナー J レ

があ る。此蕗の一番最初の建物はグワット・ウル

・イ スラ ムモ スグで、西紀 1193年K 初められにも

のである。此鹿にはサラセン様式は未亡見えない

印度風のひっこい緬密な浮彫が壁面全盟?と施 しで

ある。まに、こ〉には有名な鋳物で出予1<: 1こ銭の桂

がある。直径が約一尺四五寸あれ高さが24尺程

ゐる。この柱の起原に就て種々の体設があるが、

製作年代は確貰 には判 らない様である。而しこの

モ λ グの建築よりづっ 主古〈他から持っ て来7ここ

主は1m泣 いない。

このモ スグの横にクタプ ・ミナー ルの塔 ( 第1' 1

岡) がある。これは戟勝記念塔で大きな闘柱の様

な71去をしてゐる、モスクと同じ頃、クグプ・ウドデ

イン ・マイパグによ って建てられにものである。

これは共時代としては驚異的な高層建築で今頃の

所訂j スカイ・ スグレ パーで ある。 五居挫で高 さは

238 択 ある。各階に突出 しになっ Tこパルコ ニーが

廻されて居 ろ。平面な図形で 、一階で直符47吠あ

ち最上階で 9 択である。下から三階 までは赤砂岩

積で 、 ｾ Ｚ Ｇ闘と角形の フ リユー ラ イン グが垂直 に付

いてゐる。上部の二階は白大理石が張つである。

この建物は西紀1368年にシ ヤー・チユー ラグ左 言

」、 人に よって改築 されまに 1803年に地震の矯めに

大破し、 1829年に再び修理されにも のであ る。

デ リー は過去に於げる征服者逮が好んで首都を
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設げに鹿で 、既 iて七つの都が輿り 、そして 亡びて

ゐる、モ{ ガル王朝は賓 l亡その第七番目である。

英闘は十余年前 . ｾ｛ｬ度政艇をカ ル カツタから 、 こ

の歴史的の地陀移 し、 tJ1八番目 の首都を設り ?こが

果してこの新都の運 命は如何なものであらうか。

モ { ガノレ王朝時代の建築物でーは、以上述べ? 二、

以 外l乞印度各地に相営の数散在し てゐる。 筆者の

居?二、バ ンジヤプ州南部の パテイアラ侯岡にも、

ピンジヨウ闘と 言」、、 ラホ ールのシ ャラマ { 闘に

も匹敵する庭園がある。 叉 i司じ〈パテ イア ラ市の

郊外にある、パドル・ガード城はアグラやデ リー

の様に豪華なものではないが、中級の城の見本主

しては立i反なものである。

現代の建築

印度 は英国の支配下にある主 は言へ、 完全に英

領となって居るの は全土の約六割で、残りの土地

は、大小数百の土侯闘である の此等土侯| 剖の支配

者は、日本の封建時代に於りる大名の様 なもので

英国の保護下にあるとは云へ、 大なり ノj 、なり 一同

の京主てである。 ?ごから彼等の; 宮殿には、仲ん :、，j 民

なものが多い。

〉ごンジヤプ州で一番大きい土侯問 は、 パテ イア

ラであるが、此虚の古い城 主現在の君主であ る。

マハ ラジヤ ・ヤダピン グー殿下の宮殿は全印Uどで

も有数の立添なものである。そ の宮殿の敷地は約

二十寓坪 程 あ れ モ ーガル式の庭園や花田に固ま

れに、三麿捜の耗iJ j i な建物である。 様式 は相鑓ら

す¥印広三サラ セン式で、外部は赤砂岩 し そ の石

を砕いて遺つに一種の塗壁で包まれて ゐる 。壁 面

全閣を施され? 二、ザ ラセン摸主張の浮彫 は、 壁が未

" 1' : 乾き切 らない柔かい時vc ，. 型を置いて、掘り 取

って造るのである。

パテイアラの古い城( 第 12困) はパザー の中央

にあり、モーガル王一朝時代のもの と同ーの構想、で

出来て居り、外被 k 内城 になって居る。内披の方

は、今は先 代マハラジヤの王妃達の住居にな って

居り、男子禁制の世界であるが、外城の方には博

物舘、グーパー、ホー ル ( マハ ラジ ヤの公式謁見

所入其他政府の役所がある。ダー パ ヘ ホ ー ルは

長方形の蹟聞で、約二百坪もあら う。 天井の高 さ

は、 三十尺ある。 壁は薄緑色で、 サラセン摸騒が

描かれである。正面の中央は高壇となって居れ

VIII  3 0  

こ〉 に足にラ イオ ンの ｊｉｾｾ 刻の 付い＿こ 、 黄金づ〈め

の王座がある 。そ の背後には薄物のカーテンが張

られ、マハ ラニや他の妃遠の座席マある。高い天

井からは、十数個の素晴 しい硝子の大シ ャンデリ

ヤが吊つであるのそ のーイ同の大 きさは、直径 8. 9

Ｉｾ位はある。仰剛 、 ベル サイユのそれよりはるか

に立沃である 。

このグ ーパ { 、ホー ノレでは、今でも紅年数回、

あのア ラピヤン ・ナイト の物語 にある 様な 、王 様

が臣下の敬踏を受ける儀式の美し い繍谷が繰鏑げ

られてゐるのであるの

この桜な封建時代共催の; 様な生活 は、土侯闘に

多いので、 英頓印度の方には、余りない。

次に 、 Ｑ Ｚ ｛ｬ Ａｘ ｩｊ ｾ英帝国の支配 下になってからの建

築物として は、殊更耳i L f : . げる程のものもな い。カ

ルカツタのピクトリャ k 皇記念館は、代表的なも

のである が、グ ジ ・マハー J レの美には速く及ばな

い最近の大建築は、ニユ{ ・デリ ーの印及ー政躍で

ある。古都、デリ ーの郊外 lモ民大な土! i ! を定め 、こ

れに、現代式 の都 市計 査 を宜砲してゐる。政 ［ ｲｾ の

建物を中心 ｶ｣ ｊｴｩＧＨｾ 、道路が放射線型に走ってゐる 。

此彪 t亡、全印度 を統治する、あらゆる政治的な建

物 や英人官吏の iut宅 、まに はよli 麗な王侯の別荘が

[i i'(い庭を持って建てられてゐる。

この新首都の計聾は 、西紀 1913年に初められ、

1931年 lて完成 し、 ぞれまでカ ルカツタにあっ?こ政

民主? こ〉 に移 し?こ のである 。

中央のE支出は、二棟にな って居 h 左右封j恨の

均整を保ち 、な かなか美事 iよ建築でみる 。外装に

赤砂岩を使つ? こl怠は他の城 主jii j じで ある 。

一舷住宅及民家

印j支に限 ら今、ど の闘でも i可じことであるが、

その閣の本首の民怖を 知 らうと忠へば、どうして

も都合を 離れ、外国の影響の少な い回舎の一般の

住家主＿研究しなげればなら ぬ。 共ｾｾ亡 、 茶園 の本

嘗の姿ｾ見出すのであ る。

印度の城、宮殿或は寺院等の大建築が始んど総

てサ ラセン株式を採用してゐるのに比して、 一般

の位宅や民家K は、そうしに外部 より の影響は少

な し 地方々んの特色を充分程揮しに，ものが 多

い。 それは、 その土地の策 f院し 手近 K 得られる

建築材料t亡、多 〈支配されるのである。
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中の坊の茶席
' -R 

L .  

i 茶室巡り第八回 i

否菜室 ・5 ・慈悲院の不昧室

男

皇室長 10年κ 生れ 、大和河内陀 l 高石を領レ 1こ大名

である。

寛永 10年京都' i } ' 思院火災後の復興に普請奉行 と

なり 、ついで聞東郡奉行色なって 、水 害 復 官 等 の

土木工事につくし に。

茶 の方 は 辺 安の門 、事長山! r . 近について感ぴ 、寛

文 Ｕ 年 ＱＱ 月 Ｘ 日には 、 将軍家訓の命 ｬ とより 、 お ｝ ｄ ｾ 皆で

緊(i 茶してゐる。その時の欣況は . 寛文鍬によれば .

営 ｾ ｉ ｬ 黒書院の国ひで行はれ 、 Ａ Ｇ ｦ の 刻 ｉ ＧｬＺ Ｉ符慨が聞に

入られると 、相 作 役の 酒井扇l柴 頭 忠 清、阿 部 豊 後

守 忠 秋 、稲 葉 美 濃 守 正 則 、 久・Il I : 大和守航之が観き

そi>) 十卜D 獄前で家綱 tc 奉ると 、家制これを飲み 、 そ

の依 f) ［を通 Ｇ ｪ ｾ 柴碩はじめ相作の諸臣が 、 茶碗に移し

て喫し? こと書いである。そして道一九は 、

御 掛 物 的 雲二 ｦ 子 力 ｾￍＡ 告 と 作

御 花 入 花 は 容 菊{I l 薄板敷青磁石I'i

御主義 ＱＵ 同織部政 ｪ 庇 ｈｾ 品Ｚ

御7K差縄) ' M

御茶入公民子才 Ｗ 狭合引ＺＧｾ

林本" 国手Vf l ' i '

剖高麗

小 訓述y"f:守 lff

と記してあるが、械部の祭 主j割、1'1の 茶杓を使つ lこ

t ころに、興味57脅 え るu 織 部は二代将司1秀忠、の

茶道i ' : f fi 純であり 、遠什|は三代制 'rfl 採光の師胞であ

り、そして干治石1イ刊汁州i，子i，'I'リナ州什、f十仙lト'

ある。

ついで懐紙卸業κ 所謂 300ケ 僚 を 奮 し 、 将 軍 家

の茶道 となっ てからは 、諸大名これになら ひ 、天

下の茶道は 、石州流で風献し 1: 。

寛文 lえ8 年 l乞致1 : 1: 、正3耳元 年 11 月20日K 年69才

ぞ以って 、大 和 小 泉 で 卒 1ノ、大徳寺南i林Rt f rc 葬ら

i 11こ。三寂宗闘と蹴す。

千三州伎の残後は 、藤林宗板、 f台演 初 旬、松 平 不

味侯 、J洲市銀f言侯 、消7]¥主力関等の諸派が分I1- 300 

ケ僚を根擦 k して 、石川・li布はうそ下を風脚 し、 石州、|

イ11御 茶 ，._

孝

ｰｱｦｴｾ ＮＱＩ ｪ＠

同岡

御 茶 臨

御 茶 杓

大和 小 泉の慈光［院 ｬ とめるｦＭ ､ｬ Ｇ ｬｾ 子の茶告は、主 人

Hミの席として 、有名である。

阿餓大手fl 小 泉 騨 でー下車して8、9丁昔ながらの町

家の間を 、問} はづれ迄行げば 、IJ、高い l乏の上K 、

茅3' 4:の慈光|院が物前・かに建ってゐる。

こ、は 、11-桐石見守貞烏が慶安f卒中 、 その災以

降 の 菩提迫栢の: r t l亡建てにI {rf 寺でその書院に辿按

して 、 Ｒ 帖茶問主人保の席不 ｾｉ と室がある。

ｾｗｊ り口から上ると 、 普 ｩ 国の ｦＱｾ Ｇ ならば 、 正剛 ｴ ｲＺＪ

のIl.rJがあっで 、 - r J 物の文字が大事〈日 l乞入る の

でめるが 、こ〉では、中桔の蔭になってよく見え

ない。床の間は泉ｾ官官晶の Ｉｪ ーにあって 、 容の方から

は見えにくいに反し、本主 lまfi=. をむけば花も 、掛

物もすぐ身近にめって、よく見ることが/ +¥来る。

二れは 、石州ー|侯 が 、制 りを :: J: とし 、静 か に 駒 茶

しつ冶、床の間のものを制此ずる誌に1(( んに I11 で

あるが、 乙の主人床の例は、ドlj ヲ了寸・湘 市i，字にも見

巴れる υ 湘 商 事 l立、手IJ 休の子/. 1. - ' 庖が隠棲 し て 、不:

もないので、ｾｾＧ ， ｜ ￞ で換しむ織に占 ｾ Ｈん＿ごと伴える

が 、不日未E長の方は 、こ の恵: 味 ともう 一つ 、 容 が す

べて臣下の者t: の で 殿;儀 k して自分を主とし? こと

も云はれる。大手11小泉は石川|侠のHJ 血であるから

そこへ蹄って、ゆっ〈り闘ドi " ｾＧＱＱ手 ｋ 茶事を＿ ilt1 し

Ａこ不ｦｉｾ症が ｦｬ ｒ ｉ ＧｬＺ見える棋である。

×  

フく井は竹竿像の千天井で戸:j さ6) { 8分 、線l. kJ Hの

中寺H亡、 二 重 刷、tl' ，脳の構えで 、杉岡皮のrド涯 の

つ いに 奥行 ＱＩミ Ｗ 寸 の板 ｪ ぷは 、 島 ｬ ｬ 前 ｬｗ ｾ のすぐＡＮ￫ ｬ 乞あ

り、位は凝り廻しになってゐる。

: 告は北側と米側K 少し喰ひi主ひをつり、 j主L煉先

窓も害IJ ( t L大きく 、位も程よ < '，' ; ぴて、明朗な中 l乞

も111風 l HW致に; 市み風格の声』し、flii である。続き の

二帖 は 次1mともな 1) 又 大 勢の時は襖をはづ してf{!(c

<  1変える。

×  ×  

3 7  V' I I  

×  

片桐石見守貞昌は 、片桐且冗の弟貞降の子で 、

米大阪さ館伎『壱建築部

×  ×  



流に非ぎれば、物が云へな いと 云』、21E降 きであっ

? こが、明治維新以後急:に表徴し 、今日ではその宗

家すら有るか無きかの有様となり 、他の諸i底、殊

に千家流と位置を騨倒するにいにつにのは、盛者

必議の理. に他なら ぬ。 蓋し 、石州流はその愉安 l乞

押ね、白紙の維持については、何等の脅心を要し

なかっ Tこに比し千家では、伎かl乞或は紀州1夫、草花

は加賀前回候、或は高松侯などにすがって、維持

陀苦心 して居? こから、 一朝維新後の不況時代が米

ると 、石州流はー壊にして泊減しTこに反し 、千家

流は漸時持もこ? こ えて、 やがて隆盛になって来? こ

のである 0 ・時恰も老英同退陣の時機に際合し、こ

こでも照史のー断簡を見て感慨深いものがある。

×  ×  ×  

きて石州侯の茶道ーに劃す る卓見を 二三書いてそ

の商影をしのんで見ゃう。

侯が型車盆の火入K 唐物を使ってゐ Tこのを或人

が、これは火入には惜しい 、脊櫨に使はれ七らと

奨め 7こところ 、火入としては上の部に入るが、行

櫨tてすれば下の部に入る。かくて は道兵を殺すも

のである主云って湿り? こ卓見、叉主客が漏じ道具

を所持する 場合、客のものよ り劣つに品ならば使

つでもよいと云ふ意見はよく知られるところであ

る。

叉身分相憾の茶を楽しむべし主て、

「茶の湯のきび? こるは吉、きばし? ころは悪敷。

大名などの伶ぴ? こる者の真似して 、 さばし? こる

は相肱せぬ事に候」

理痛の多い茶をけなして、

「惣 じて茶の湯は慰み事にて候へども 、道理は

無きものと御心得可被成候。理を せめ 、理にか

なよ、如〈のみすれば散々陀候」

茶の湯は見せ物でない主て

「数容は皆見せ物主人々存す' る事K て候も左近

等( 師の桑山左近のこと) は一切見せ物にて無

之 ｉ Ｎ ｉｾ 、人 々にも物語被仕候」

等明識車. 見の体え られるものが多い。

×  ×  ×  

中の坊の茶主主は 、メL窓の席として有名で首府L寺

の宿院、中の訪にある。石州侠の好みと停えられ

るが確かな記録はな い。( 寺の方にも石州侯の方

ｖ 川 ｾＸ

にも) しかし 、石州、問E所持の道兵. やお本数百識が

明治の中頃、大辛口小泉の慈光院や 、片桐家から譲

られて首寺に保存しある。

席は同帖宇で 、直経5尺4寸の丸窓は、次の間 k

の境ーにあり、 引注の障子が建て出入も出来る。こ

れはお附の者が控へる共同左の連絡をはかつにも

の ｴｾ k 云はれる。

} 末の聞はその左lモ南面しであり、 患 者? 斜 t7: 切っ

て、奥行の浅いパチ形の板の蹴込床で 、竹の柱、

竹の落掛、竹の貝の 口から出来てゐる。その Jeの

西側は 、下地窓と 1問3枚陣: 子建の貴入口があり 、

南側は中蓮窓 E 踊り口がついてゐる。間り口は片

聞の板戸が外側につき 、内側 Irc}，'- 引の障子が猷め

られ 、他では見なL 、手法であるが、この席の棋に

賞入口の附子治宝腰なじで下部まで紙目白の場合には

それに紐い ?こ捌り 口が組野な板戸 では、調和がよ

くないので、紙障子l亡し七ものらしく 、; 窓匠と し

ては感服できる。

この宝K 坐って見ての感じは、大丸窓色、貴入

口のあるせいか 、落もつかぬ感じである。どもら

か一つを無しにす拘ば 、 もっとしつ〈りするので

はあるまいか。この丸窓主 、竹を使つ? こ貧弱な床

の聞の形式は 、 よほど後のものであるから 、若し

茶室の建造が石州侯の時であるとすれば、後に改

悪しにものであちう。

叉投の寸法を宜測して見る色 、不味室は3. 15 x

6. 3の普通の昼であるが、中の坊の茶室は3. 01 x 6  

. 05 の少し寸のつまつ仁品であるから、或はこ ω

席は、始めからこ 〉に建てられTこものでなく、他

から移され? こ際に寸を縮めら れ?こlこも疑はれるし

叉もとの建物が茶室 としてで な〈持俳堂などでは

なかっ七か。持悌堂の丸窓を次の聞の方へむけて

くつ〉 り、その飴つ? こ壁商に竹を以って貧弱な床

の聞を設へ? このではあるま いか 主思はれ る。しか

し吉田知まないから確質なことは判らない。

この隣り K 五帖の席がある。これはその南側K

l明治になってから倉庫が建てられ? こので、多少控

つては居ゃうが 、出書院のついに茶室である。こ

この控は普通の寸法である。茶室はもう一つ 、三

帖中板の席が居間の裏の方にある。よく繋つ fこ舟;

であるが、時代は十つ左下る様である。



不 味 室 と 中 ノ 坊 茶 室 の 寸 法

不 昧 室 寸 法

( 昭和 15年 11 月間国貧il!1i)

+  [t'n 

二帖 台 目 同 協 次 ノ lil1二帖。

持 ＳＮＱＵｾＳＮＲＲ ｸＶＮ ＳＳ＠ 床ノ間奥行 1. 05x 間口 3. 98 桂杉曲ー皮 . 35

天 井

掴後樹皮セイ . 12- . 10 竹縁竹僅 . 07 並l' 根 板 床 ノ 間:天井杉 l枚板 次 ノ 間 天 井 竿 縁 . 07 x.  07 杉板張

天井高6. 08 床パ瑚天井高6. 91

西 側

床柱面皮見附. 22 床雁商皮. 28x.  15 落掛商皮. 11 x.  25 内法高4. 97 壁塗M"i し 中 桂 樫 皮 附 径

.  17 ノj 、壁下ノアキ2. 05 無目スス竹僅. 13 

北 侭IJ

蹴先窓内法i剖 . 93巾1. 73 敷 居. 09タグミヨリ . 67J 二り 鴨居 . 085 釣棚厚. 04 グタミヨリ 2. 2上り 釣

竹僅 . 05 中連窓内法高2. 42 敷 居.1 タグミヨリ1 . 94 鴨居. 095

JR 側

捕り口内法高2. 35巾2. 20 方立. 09 小壁. 45 中迎窓内法高2. 52 敷 居. 1 鴨居0. 1

南 側

次ノ間ト取合襖引i主内法5. 68 茶道口高5. 3rI12. 1

中 J 坊茶室寸法

( 昭和16年3月間図貨測〉

平 面

四帖 '.jo!台関 切 昼巾3. 01- 3. 05長6. 06- 6. 05 佐僅 . 28) L

天 井

平天井ハ高ーリ6. 5 姐縁白竹僅 . 14 竿総| 両氏 1X .  04荷天井 掛込天井ハ棋カイフ丸木3本側. 15 ゲj

竹4本僅 . 13 t : 竹8本俸 . 06 ノj 、鮮女竹 06及杉及白竹ヲ混ズ 杉皮茸

凶 側

貨入口内法高5. 26 障子枢. 06 x .  07 筏. 04 x  .  02 ｉ ｊｬ ｲｾ 肘 ＮＱ 下地窓内法高2. 7rlJ 1. 82 

北 侭IJ

j末パ前内法葎'i5: l11J2.  35 床柱竹僅 . 3 務掛鑓形竹符 . 22 放ｽｾＨＩ弘 日 貝/ 口竹. 28 桂釘，t:i2 ・65&3.

75 中釘高3. 58 メL窓倍5. 44 タグミヨリノj 、壁. 13

米 側

五帖トノ取合襖内法荷i 6. 3 巾i主制2，f:文2. 0及3. 7ヲ|注 茶道 口内法治i5. OIIJ 2.  2  

南 側

瑚り口内法I当2. 35巾2. 22 院予挺. 035 x.  08 桟 . 02 x .  04 中ノ小笠 67 中連窓内法白i l . 7IrI J 3. 7

中敷居. 12 方立 09 鴨居. 09 . I- . / IJ 、壁 . 44 Ａｾ十桁脂丸ぷ 怨Ｎｾ Ｎ 35 
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第 1 図 慈 光 院

Ｈ岡回章［ｾＩ

小高い丘の上に建つ

茅葺の蛍で、第良は

南より見た委である

右の端の方、書院の

級綴きに不 味室の I!i :

があ る。東の方が開 .

けて、f宝山の眺めが

非常によい。

第 2 悶不隊室外観

( 岡回お民 〉

後 糠 きにある茶室で

突上げ戸の下が耳目り

口である。 庭もこ与

だけ は、主';lili の殺に

植込である。左窓の

ところの刀掛は低い

級であるが、これは

f去に窓を大きくした

伐 に 下げたものと思

はれ る。

大 手 日 路 の 茶 室 ・ 5 ・ 不 味 塞

と 中 ノ 坊 茶 室 ・ 岡 田 孝 男

1  7  VI I I  
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第 5 悶 不味室内弘、床の閣を見る〈岡田篤民〉

次の間二枯の襖をはず して、床の簡の方を扱ったもので

ある。左が必廊下、手前に二帖の室長が少し見える。廊下

から華燈口で茶室へ入ると 、勤前経があり 、 中柱、釣 棚

雌先窓、 出燈書事は 定石的であるが、 その左の床間が異例

で、客の )J・からは床の聞の掛物や花が、見えにくいのに

反 し 、思 ｉｾ 者は身近 くに掛物も花もあっ て 、 ゆっくり槻貸

することが出来て主人床の稀がある。

第 4 間 不麻室内節目自リロを見る ( 間関篤民〉

蹴り口の左右にある中連窓は 2寸5分程喰ひ遭って、面白

く、明朗な中にも古風な[ l f i : p，去と 、石州侯好みら しい品絡

の高さを感じる 。



第 5 問 中の坊丸懇の席

〈阿国軍吉良〉

l 問3枚のお; 人口と 、 その

左隣りに 、紙障子の捌り

口がついてゐる。こ与に

は外側に片岡の板戸がつ

き、 内側に紙i峰子をたて

たもので 、意匠的には佳

は考ーであると思ふ。右の

方に貧弱な床の聞が少し

見える。

第 7 悶 中の坊丸窓席外部

CI河田1事長

池にのぞんで倫皮葺の庇のある ところ

が四帖tf の茶室で 、濡 僚 と鰯り口が見

える。 えのR官僚の内側は肉貨の書院で

ある。

第 6 問 中の幼丸窓の滞

( 数寄屋事長成ヨリ〉

床の間は竹の柱、竹の務掛、竹の

貝の口の貧弱なもので、 その布の

メL 窓は有名ではあるが、様式的に

は時代が下る o J U窓は他に: 京都高

Z王寺の育里子大夫の席にも吉野窓と

して、 この位の大きいのがある。

1  9  v 川
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建 築 資 材 界 を 返 り 見 て

規 格 統 制 に 補 足 を 提 唱 す 忍

時局の何? こるかを解せさ' る徒主臣、時局』亡使呆祇

た博 して得1ま満陶? こる 以輩、過去の夢を: A 統的 IC

ｩＮＡＮ てゐる ￭ｊ 主専のｨｬ｜中ぞ 一 日も＿ー＼ｩ退 去 ｾ ＧＮ から醒めさ

せなければな らない。 何う r:" J l 七時局の サ中 1と

料土1[¥尽; や待合の)JUなっ たら ・・これで*-':互の新生

が湖付 11¥来ると ェ弘、の ? 。現在の日本は外の問泌

がぷ辿を 告げてゐる許りではな い同時t亡、y立ひ! 立

汚へ方 1'1: 依つて は内の l1J j題に もより ]fI: . 1日1

る幾多の問!樋樋がj共七h怖位iκ乞碕 きれてゐろ E も. 巳へら

れる。

まによく聞く品ではゐる が 、統 :hlJ 経消 l乙人つ1

ぷt: 日な lまよ凱 、今日に完全なる組織化を望むこ主

は無JJJl t.: ｾ＠ .  ... .mj .う式」、見方も - li' ii の道子11はめる

が、賞品ーは言」、は易〈して隙1-:1] がカ' - : " ると言ょ、日:

で、未着手の依に越されてゐる 一部門が飴りにも多

過ぎてゐる 事を物語るものである。御多分 iと漏れ

す・2長々 建築界にも多 〈の部門が名郁こそ何々組合

つてな案配化はせられて来 ｦ こが、共質醤韓Ｚｉｊｩ ｊ 共ｻ ｾ ｾ

k 櫨税しTこ理念のものが飴りにも多い事は誠に遺

憾千禽の極みである。

吾 々建 築 ｊＧ ｾｉ Ｇｌ指導的立場者＿占める主自負する ｼ 白 ｩ

々こそ自ら反省、三顧各々共職:域奉公の寓金主? 期す

可き である。

一片の餓滑にさえ統ililJ 下にある今日、 幾多のi 'i

重な る建築資材の使用 l乞首っ て果して経情的に 、

合理的 K 費消せられてゐるの ? 何う? 。 そして若

し純ての建築資材が民 i乞合理的に経消的に寛治せ

られ るとしに ら、何んな結果をもに らナ もの ? の

此建築資材の部門こそ率先 して合理化賞践に過

巡 しなけれ』まならぬ一大量霊前問題であるからであ

る。

煙車の主主箱回牧に依ってさ え 1 ヶ年数 10高閣の

金額に上ると首局が護表 して ゐるのに比べて建築

資材が合理的に由理せれると し1: ら私の極めて大

ザツパな推算に於てきへ少〈 共 2 . 3  tな閣の驚 く

ｾＺ ［Ｎ 古 町長起ｬｻＡ［耶ｪｊ所 長

古 塚 正

J ム卦5

( J :t 

ロ ｊ き富の飴，ｾ刊をもにらす大きな問題であ る 。Ｚｬｉｊ ｩ く

も相めて長 k なる資源儀剰が何故 l乞今日 までi止命

は注ｾナらせ今 、 政府世間は等閑に見送っ て来＿こ

のが不思議千高な話であ る。 此の盟IJI こそは建築

資 材 の複線性氏擁るもの であって、除りにも ｾ ｉ ｨ 主

多様な る矯め共 合か)1化し? こ経梢系統に世 ( e  :.L; ，¥、

技術は所設建築界の最 も有jjE練述のて1:陀待つ他 i乙

道が無い。 ｬ ても 不拘政 ｦＨｽＧ ， ｜ｾ ｩ 路 には建築 界 の事情 ｬ こ

依 りにも疎々して巡り見な い e :.Ld 、株が あ れ 他

・li!I J析かる軍大事賓にこそ蛍路11: 建議よ可き苫の既

存の接合や協合は;倍晋iii O共催I' L 日ぞ活つで共魚、F

可き同家への洛公の道に左思右想、の;伏態に 日を返

ってゐる左えよ、のが正期伏である主 去つでも好い の

では1! 提い? 。

何が今日一役辿く建築: : W- 11:抗l惜し、賓践に診さ

なければなちな い問題なの ? 。此瓢にも数限りな

い問 題が共催 になされてゐるが 、 ｾｾ内の 一つ で あ

る資材確保の賠引場げて私の抗IIlj に識者の e 喝

を煩はさう主 思 ょ、。 そして悲には繁を避けて共の

内での極めて僅かな引例K 依って解り易〈説明を

進めること〉しよ う。

先づ現在最も多〈建築せられつ 〉ある玉場建築

lて引例すれば

側めて特紐な場介を ｩｬｾ［ け ば 大関 Ｈｬ ｃＺＺ於 τ 工場建築

の梁1 U1と軒高さ e: えつにものには個 々夫れぞれが

微 妙 な ( 私は強いて此の微妙 と云五、言葉を使用し

てiij; の建築家主?明笑す る策持lてさえなる) 寸法の

生する可き 認 さえないと考へてゐる。若し設計園主

規格を以てすれば十種類位に しか蛍 るものではな

L  、。規格化すること に依つで設計・依磁の室時 k 益

費の節約が生じて来る。勿論絵痢j建築家の別の意

味に於 げる閤家への職域が拓けて来る 。

屋根の構造に しても近時採光と誼試の関係 l乙新

しい工夫が採用せられて、共種類 も地{ 可か増え? こ

」こ i主ひないが 、それきへ1賓際問題主して考へfこ均

4  1  Vt l l  



合、新工夫 k 云ふのが最上のものではない、夫れ

には新 しいも のへの附きも のにる雨仕舞共他に吏

l乙考案せられなげればならない快駄が考へ合はさ

れる。整理すべきものを整理して標準型を制定す

るとせば、これまに十種を出るものでは無い。

建築物中比較的単純性のあ るそして数多 〈建築

する 必要に迫 ら料てゐ る工場建築こそ設計基準に

よる規格を制定すれは¥ 監替官雌の手績に も何の

手聞を要 しない 、取扱方に依つては配置闘に何競

型 k 明示す る丈りで事が謹ぷし、工事進行も非常

に神速にな宮工スラスラ主運ぶ便利がある。

更に規格化す る事 i乞依って如上の経械の他κ 資

材に於ても莫大なる官余剰力が生じて 手 ｾる。依りに

スレート壁とスレ ー ト屋線道i さとを検討して見よ

デ。現在までに行はれてゐる如うll三軒高や屋根両

に自 lU寸法を許す事なく、 p、レート寸法 l乞依って

定め? こ規路化を主張 しよう k え五、のが、 ま?こ f，cl，、の.

提唱の一つでもある。

現在我闘に於げる λ レ{ ト ;製E差額は一 ヶ年約六

千高枚、 。貼り 士lユに換算して、約受千三百七拾高生f-

ぞ茸き得る数量である。{ 民りに木造工場の壁及屋

根 全部 をスレート葺き￨Ｑ ｾて 一 棟木造［Ｑ ｭ 限 によ る

匙I <ji 二百坪の建物 k 仮定して凡そ問削家主? 葺き得

る製産額に相首 して ゐる。然るに現貰 l乞葺 き上げ

? こ一ヶ年間のスレート葺き、が、何千高f引fこなって

ゐるかと云ふ統計的数字は了らないが、私の提唱

す る 壁高ｾＡ［Ｚ屋根茸面に考慮せられないが矯めに

現場で切り捨てられて 、アタラ 土 lて埋れて行 〈量

が幾許量に達してゐる? 、量り知れな い多量に上

ってゐ る。

一両原料資材の不完全 きから誕搬 と施工の内 lと

紋損して 行 〈 量も可な りに増加して ゐる Ｚｾ ｪｦ 貰も否

む課には行かない。りれj 宅建築設計規格なき自トil

無統制の矯めに切り捨てられる量は、スレー 1、業

者の側から云は しむれば、貼 9J 二げ宜ー坪教に少〈

共一割乃至二割もの堂を見越して現場・へ搬入 して

おく主云ふのが現欣fごと公ふのである。即ち私の

提唱するスレート茸き建築物i乞寸法の規絡を貰施

す るこ uc依って優に一ヶ年|間約六百高枚乃至一

千二百高枚、 茸きJ ; <f- に換算して二百五拾声高坪J'J 至

五百寓坪、公定償額K 依っ て金額化すれば、約参

千参百七拾五寓乃至六千七百禽闘の資材が除剰 E

V 1 1 1 4 2  

して浮んで来 るk 云 i 、事賓である。

然も此の設計規絡Tこる や極め て簡濯な るものに

して要は壁面 九レートまさは- - 枚、 一枚字、二枚

云々と 云つ 1=具合l乞メ レートを止ななく切断しτ

使用する主しでも、長きに於では出来得る限り弘

乃至 %とえつ? こ工合に正 し 〈切断し得る 松良・を限

度と してー尺やそ れ以下 ι えふ如 うな全然} t } 用の

出来な い4ニ端 ものは全然出きしめ ないど 云ふ事が

必要である。 大韓スレ ートは切断 す ることが不幸 ｾｦ

摘になる主要なる原因で、製詰業者は既に早〈此

黙を重臨し. む尺も のや八 尺ものを市販 して来Tこ

と去ふこ主が主主に原因し てゐ?こ筈である。然るに

最近統ＺＱ ｭ 上 共他の原因ＧＧｌ ｻｉｾ っ て 製 造業者ぽ六尺 物

一乎 lと定め て製造す る主 云ふ事であるが、愈々以

て滋の提唱せん左する工場建物寸法規格の必要を

前i 切に感ぜ き' るを得な い。

!モ根も 控11: 倣っ て工場建築物は依 りに勾配を五

寸1 ' 1 こ規定し. 六尺スレ ー ト( 重ね三寸) 何枚茸 き

と云」、工合に規格を:."1M定して梁聞に幾何かの宇端

、 ｊＢ 法ｾ生十る共規格化す可きが急Ｚ務である 。 これ

が矯め lこ木材の長 さに影響はあ るが、これは多く

は相賞多量 K 上 る数量なるが故 l亡、山方 lて於て木

材伐探富手;;JI:: 於て工場建築用木材主 して長 さの規

俗 化石ｾ 11l lJ定す ることに似てっ て現在行はれてゐる焚

き物に捨てられる貴重なる木材の余剰を生す沼結

果を生む諒で、此鈷昭和十四年九月 二十七 日農林

省令 として護有せられに用材生産統制規則以下盟

主たに渡っ て補正せら れて ゐる用材規格規定中に断

l百のみの規絡を定めて長 さへの断乎?こる規絡を比

てゐない等は徹底 しにも のt.: ｾは 云 へ ない事 ー にも

なるわ

工場に於ける窓の役目は採光 ｢ 迫 ［ￍＡ ｾを主とする

ものであるか ら、スレ ート寸法 l亡支聞き れ〉 ば従

って窓の ｾｓ さに ー も規絡 の 必 要が生 じ℃、 こ れを鋭

俗化する事 i乞依っ て建兵材料の規絡化が生 じ、 従

っ て硝子板にも不能梢な部分が遁( 1 戒す る、斯〈 の

!m < 親祭すれば、一木造工場新築資材のみに於て

も優に一 ヶ年間一億闘位の余剰を生す・ると決定 し

でも、耳立て過言ではな いで はな い? 。

工場建築陀於てきへ美術建築κ 於 りるが女川、

過云の建築家がムキ になって意匠? ごへチマぢゃな

んて云 々じて自己主F主張するが如 きは国家の急: 迫



せる 1見放を知ら 1μ 、にも馬鹿馬鹿しくて話になら

ないと 者へてゐる。

上記せるところはJむも簡翠K 解り易い木造工J場

建築物を引例して私の提唱を説明し fこに過ぎない

が斯 う云つfこ腹類の資材検討を行へば、此の多 l技

多犠K 渡る建築界にこそ、誰れもが気附かないで

居る脅|げ ' j p ら誰れにも菩』まれなりればならない規

絡 統制が撒限 りな く生れて来 る。

何う t:.' 壁下地に貼るセメント製千瓦主赤紫焼 :i F-

瓦等 ｋ 共強度ｾ規格 しでは ・ …現 在の如 う に破壊

し易い捻て去られる貴重な原料資材の多〈に諸君

は共限を掩って知らぬ顔で消 して ゐるk 云よ、のか

昭和 16年7月4日記

建 築 欝 曾 主 催

第 1 5回建築展覧曾規程

第 トイ康 本展覧曾戸建築= 開スル造形的技術 ノ考 劣後主主

7 閥リ併・セテ建築 = 関シ最士舎ノ向上二資スルヲ

以テ目的トス

第 2 総本民資舎ノ曾畑、曾場及事務所〉、次ノ如l シ

舎 期 昭 和16年 10月中旬 l 週間ノ激定

禽 場 白 木 屋 ぐ 東 京市 日 本橋s! ! 邑 リ l 丁目 J

事 務 所 建築 感舎( 東京市京橋] i ( 銀座間3丁目1 )

出 品 宮 ! l 81) 

第 3 (取 出品川次 / 4 'i部二分 ツ

官事 l 吉哲 三ド. 先週 「民 :家 j

第 2 部 合員作品及祭生卒業昔十議

第 3部 競 技 設 計磁 募l司祭

第 4 部 参 考 資 料

第 4 {l1{ ｾ存 Ｒ 部ノ出品川建 築 皐舎合員ノ作品 ＢＧ Ｑ Ｈ ，良ＡｌＭ ¥ f日

シ建築展覧舎委員曾= 於テ遺首ト 認 メタル モ ノ

ノ、J陀ノF良リ ニアヲズ

官事 3官官ノ出品目復基書室長裕戸建築命々員タ ル コト ア

甥ス

官 事 Ｕｾ 長 官事 2 部= 出品スベキ作品ハ建築、室内装飾、都

市計盗、橋梁並= 庭園ノ園祭16ilt 、 模 型号事トス

第 3部 =陳列スベキ作品ハ競技設昔十日銀募間集=

シテ媛査= 合格シタルモノトス

第 2 都中@生卒業計' l f . : : . 出品スペキ作品ハ高等

工業畢校程度以上ノ事校= 於ケル建築科皐生ノ

卒業計叢= シテ笛該建築準教室ノ推通事= ヨルモ

/ ト ス

第 2 部/ 出品ユ封 シ テハ都合= 依リ厳捻 7 ナス

コトアルベシ

出品S 笥スル注意

第 6 イ隊 第 2 部作品= ツキ定ムルB庁次ノ如シ

1- 出品ハ 陳列 ］ 遁滋 ナル怪裁ＵＧｾ藍 Ｗ コト Ｗ 主 要

ス G是認の第 2 部曾員作品出品注意参照〉

2. HI 品セントスルモノノ、昭和 16年 8 月31 日迄

ユ本命事務所= 申込マルベシ

3  出品ノ、線テ昭和 16年 9 月30日迄= 本曾事務

所" ，1 i ] 主主スル様差出ルサベシ

4.  出品ヲ受理シタルトキノ、直= 預リ鐙 7 交付

ス

5.  出品ノ名手持、設計者、施工者及綾功企f : . 月ノ、

本 曾 規定ノ記名業= 本曾ユ於 テ混 入 添 {、J .ス

第 7 僚 (1 第 S 書官 覧車検設計規穏 l 本 誌 19買事善照〉

実 他

:;t} 8  fl 華 出品ノ保管ノ、最善ノ注意 7 挑 7 ト賂モ火災共有11，

)  ｾ場合］於争 ｲ ｊ レ出品Ｏ 紛失叉， 、 ｴ 員主主ミェ，ＩＡ［ ｊ シテノ 、

-- tlJ 其 ノ貨 = 任 セ ズ

第 H 長 出品ノ荷量Uf( 運搬/ 竣l骨ハ出品者ノ負熔 ト弐

但シ ［ 庄 京 曾員以外ノ出品者ノ悶 ｉ 百及 ｾｩ 建］限リ

* 命ノ費用ヲ以テ J互主主主

第 10僚 出品 f 陳列法及場所ノ底割当主ノ、本曾 ""1i子テ之ヲ

定ムルモノトス

第 11僚 陳列シグル出品ノ、間合後= 非ザルバ ，と ヲ搬出ス

ル コト5 ' 1号ズ

事長12線 的品ノ、閉命受翌 日午前中 = 合場 ニ於 テ安官官セ ラノレ

- : 三シ
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婚葬 ぎ 燐 室 :;iJ~

ｾ＠

ギ リ シ ヤ の 家 具「第 二対 Jｾｾ ｾ＠の一H.
;永詩i

Ol OPH民S

》く

事4えヨベ 1) ¥. の々

事臨

( 内ヲロ久)

• 5  

山

山

ち

代 J

T T  
ヤ/ f →

ｾ＠ :.: 
ス己

尚 x

Jラ

l広足

第 l岡、 第」閥、第五側、第4回

扮尺も あって、揃っ た大き さの精

子や家具 を;製作 じた事貨を も見出 し

ます。

K Ll 5 M0 5  

ち+もや} レ刊 の

スヴー Jレ

(ギf t 7ロス)

圃，府

ギ リシヤ文 化;.1 キリ λ ト敬文 明 と

対 立 する ｬ 射洋文明の ご 大 源 泉ｾ あ り

主 して 、 その交 ・ 化の溢歩 ｩ ［ｬＺ ｾｦ ｜ＧＺ の ｦ ｊ ‘

Jt にも 感歎措〈総はぎる もの があ り

まし℃、 その文 化遁及の王里忽は美 と

憶にあ りま したので、建 築に、工場;

美 術に、哲摂に 、 科療 に、 演に立M

'ft 作品や業蹟が重量されて庶 P ます。

オ リン ピア祭の様な競技舎があっ て

運動量産伎の外に文書語、美術の競伎 ま

であ りま したから 、 その拳術的美; ま

エヂ プ ト、 パ ピ ロ エ ア 時代 よ り断お

惚れたものであ ります。

聖歌K 建 築 は 天 オ 的 で、紳般の建崇

の如きは《 使J U亀聖位、幾 重な る調和l

の 美を持ってドリヤ 式、 イオユ ヤ式

コリント式全奈の様 式を 創 作致 しまし

て、それ陥彫 刻や 絶 賛 を装飾致 しま

したイグチヌス( l CTl NUS) ( 建〕プ

ラクシテ レエCPRAXI T ELES) ( 彫〉

アペ レス CAPELLES) ( 給〉 等 のE

匠 が、その天オ的 意IJ 作 を 致 しまし た

の で ギリ シヤ交関とへレニズ ム文明

とを遁じ て 、 燦然 た る光 を放ちま し

圃
4  第

圃

兵ーのみな らず紳厳 のす中像の顔や

手 を 大 理 石 と併 用して 使用 され

ま した。

手ょの知 って ゐる純闘 の]1&古の

' ( ': 1ク

精子・は端正な直立 した背板があ

す・ザ l. Jド

ワ之 、納 穴 'C: 胸 が 取 り附けられ

.c あ ります 匂
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第 5 H目

得5閥

3人とか9人とかを探準に致しまし

スV ーグレ ーえ

た事は 、三美像、 9 人の「 ミュー ズ、

静 J でも何ります捺に長椅子などま

で 3 人 を標準に してあ ります。

首時の脅慣で坐食するま号、卓な ど

は現在の食卓よりもて手フと低いもで

あ ります。

長椅子も食卓用と殺さま周 とがあり

まして、陶 ｩｬ ￭ｩＺ Ｊｦｾ などで想像しますと

最も主主要な家兵はこの長椅子の様な

縫廷であヲたら し く、殊に 主E合のI侍

などはこの長椅子様の寝落の上にや

臥して飲んだり日食べたりした 点在で 、

双方共 }j 形の議と片益柱割の脚で 111

来て居 P ますが、療奈のカは、 ー摘

がや注高〈なっ て材: をあてる殺にな

って居ります。

婦人用の腰僚には背板( 又は背滋 〉

があ り膨; 備のついたものなどがあり

似たものミ j汲々がー すと、所詩文化がある程度まで高度

般のアテネの家庭用 ｉｾ 謹むと腐敗し初め るととポ剣司 主

家具として愛用きれ ず。

ました。 この様な獄慈、から家具の事に移り

これ等の家具: 主 凶 ますが、家具の設現の前に ローマイCI，

F幸紀元前予五百年か 宅の建築の説明をしなければなりま

ら約三百年問機きま せん が、建築は専門家の研究があり

して、ロー すになる 主すから梯〈簡翠に市上げます。

のでござ九、まl す 3 ポムイイの住宅を例に取りまし て

ローマq ，) 家具 : <' 1絡を致 しませう。

紀元前十 一111: 紀ま ポムイイは御承知の遜りグエスピ

では伊大別には源対i アスの噴火で、念に理波致 しました

的な者祉の家具のみで ので掘 りHi した家尾や家具は笛時の

した様で 、エト ルリ

ヤ人が到着 して( 第 6 閥) ロー マの

建腐の娠を作 りました、活時は 、ギ

リシヤ文化が多大の影響を奥へて厨

りま し た の し ギ リ シ ヤ @ 務活家主主

が寺院ーや各家庭 などを装飾重量しまし

たｾであ り ま レ ＷＧＺ。

初めの内は単純な生活様式で、ジ

ュピタ ーを中心とす る多線教を奉じ

た生活を して 庶 りまし た が、色 今の

閣寺子耳震学などで領土が検張 され奥宗

数異 人穫を合み初めた折から 、キリ

ストが生れたのでネロ主など現れた

係史としては 1'T キ面白いのですが、

どうもロ戸マ文明よ りギリ シヤ文明

の Jl がすべて高度のものであったと

思はれます。

エ トルリ ヤのア ー チエ Ｎ ｜［ｾ築とギリ

シヤの列柱建築とを調和 したローマ

式建築が起り、

ノぞンテオ ン、 コ

ま与 でありまして、建築的には グレ

コロマン署員にな って屑・ ります。

住宅は アトリウム( 家族の家〉

タプリヌム( 事務所粂陸軍接関〉

ペリステイリウ ム ( 中1i f )

の美 しいEi - : が四角に出来て、アラエ

@リ クリ-. .-.l ム

( 客間〉、寝室、 食堂、治 室な どで

同型を構成して、中央には池と申し

ませ うか、泉71c と申しませう か、 7

0

ールがあ ってその上は屋根がな 〈育

会が見えます。

四方の摩t1 R から流れる阿J7j( は樋の

うt にライオンの頭部の彫刻j の口 から

糸の如〈幾僚もこの泉に流れ落ち る

療にな って庚 ります。

廊下は塵禽があ り園枝があ り順牧

オー. . rpーて

の下部は贋めかしく赤茶色にねられ

各家は大きいカ ーテ ンで仕切 られて

府 ります。

ます。これ等の家具はスバル F 以 外 ロツセウム等を

ル一一一ー一一一世 『一一
、 、

の地方はや q 聖書事になって、白零の {乍 りましたが、。

惨な大規石で撃を飾された需に 、了i: im m・煮雄大さはギ

な彫刻と共にならび、随分美 しかっ リシヤ建築に は

たと息は. n. . ます。 及びません。

この常時の照明は、松明を伝! っ た 般ナ. 木宇活路、

1壌で、大きい瓜' 問の夜もこの扮明 が J請など i乍り 7)c ;ti

-人熊石の床や懸 l'こ反映して、さぞm: t ，: 設備 した事な

￭ｦ 優ＺＧｪｾであったらうと忽ひます。 どギリシヤと呉

以上申 し上げま した様な色々な家 なるものがあり

具i i 格常上流の家庭の代表的なもの ます。ポンイイ

を申 したのですが、これ等 の家具に の駿跡など見ま 第 6 圏

4 号 制I!
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7  

• 

員E

S  

• 

者奇 ｊ 々ｾｾ栃羽ｾ，，ｾネ

ｾ哩ｾ代海叫精通

ｻ主 ｾ｢ＢＢＨＧ 穂ｾ｜ｲＨＮ手陣凶作

喝治主回料 ｦｾ 除。

ロボヨZ略守色

川 町 、ーロY

γ ｉ＼ ａ ｦ＾ ｅｽ 五 ｰｐｈ￶ｾｏｎ

床は普通の住宅でも大理石の壬ザ

、イツクを使ひ色キな模様を禽き、一

月号美し〈裳飾きれて居ります。 1疋色

火山岩、大理石、花岡岩を佼びまし

同

九 o

.，J! ンペイは商業都市であったので

住宅の道路に面 した所に底舗があっ

て、私の見たのには薬局や建屋、日食

物屋な ど{ 中々面白いJ苫が出来て庶り

ました。と れ で簡単ですが住宅の御

想像が出来ましたので家具のお訴を

初めませう。

VIII  4 6  

家具はギリシヤの験人に

よって最初は作られました

が、永い月日にはローマ人

の趣味や必要の篤餐化致 し

ました。 意匠には空想的動

物や渦谷唐草など表現 し、

家具@ 主材は木材大理石、

金 w 銀、銅、象牙など に彫

刻や象授や彩 色 して貴重な

石などをちりばめまし た。

ぐ第7閥)

セダ. ; . . .1. . ，1. ;  

材木は、ひまらや杉、輸

オリーブ パ1ν じ

被慌樹、松、とねりと、 掬

ー ジ パーヅア4 〆ーブル

〈ぶな〉、玉 目紅茶等 で、 苦渋

ボックス エ"';'::' ー

眼用としては賞揚、黒檀、

! ーリ ヂーかピシλ " ' " リー

柊、てれぴん秀7J c 、‘ 精、す

プレーク1 r

ずかけの木等です。それに

象牙宇、角、ベヲと ふ等も

併用されました。雄書評家シ

セロは家具に九千ポンド を

支揚ったと云ばれて居りま

す。

本は長方書世間型開角で、

中央に 1; 本又は 3本 4本等 の

胸 で亥へられ、上板はベニ

ヤ張りであります。 ぐ第28関〕食時

• 9 圃

の名穏を記 しますと

椅 子 ( CURUL E ) 四角で胸が X 型

椅 子 ( BI SELLI UM) 2 人銭。 5 7

イート乃至 6 7 イートあって馬

白鳥 の頭の飾あり。

主人用椅 子 ( S OL I UM)

婦人周精子 ( CAT HE DRA)

ベ ンチ ( S CAMNUN) 周阜、メ

， ジサ、 ヂ ル 7 イカ

ベッド、耳定は長椅子 ( L ECTUS)

グピク ラ リウス 。

食事用長椅子 ( L E CT US TRI C L  

I NI ARI S) ベッ ト用より低〈、

後に ACC UBI TA となり、よ り

低 くな る。( 第 9 閑) 3 援のト

リグリニアリ λ を卓の 3方 か ら

かと み左腕を枕に つ 聖右手で食

事をする。

食?' f }棚 ( ARMARI A)

石の彫刻j などで見ますとこの終確

には床にとど 〈様な布 が掛けら れて

ゐるのです がまだと の詰・時 K は布の

模様が伶 りあ りません のを見ると互E

熱情的なローマ文化もまだまだ初期

である事を僚か一片の布 に見聞す理解

が出来ます。( 第2編幸子 り〕



プツク・レビュー

堀 口 其 吉

建築界には新刊脊が乏 しいが、日

本の工業界全慢を見波怜ば、工務関

妻子の出版されること、おびただしい

ものである。用紙不足、出版統制と

いふ叫ぴと、反比例 して一 時あてこ

み的の一般時勢向の容は象限りな〈

ｉｾ る ｣ これにつれてといふのではあ

るまいが、工署員苦手も正に汎i監時代の

歓を受ー してゐる。乙の中でも、機械

工阜、 Fi.i，用化祭方面の脊がーさは昆

ｾ ｴＧｲＮつ 。筆 者の如きもの ａ 机上にも九

芳香底 よりのオン・アップルーパル

'C: 犯逮される工患者は日に数時を数

~る感況である。これ当事の書籍を見

て筆者の最も感ずる乙とは、同じ程

度 の、 同じ題目のミヰが可成 P 多いこ

とである。これは殺の最 も多い讃者

腐 を 〆づれの著者も、! : I l I 仮者も目桜

にお く結果であらうが、日本会僚を

見渡して考へると少し無駄なやうな

祇がす る。然 し所調、自由 競9・中に

活者・の希望に適合したものか、後 ま

だのこる といふ事を考へれほ、これ

もまた 止 も う 得 な い か と も 考 へ れ

る。叉ー 商工業一容は精々三ヶ年fit の

生命のものである乙とから考へれほ

多〈 の 膏の後行されると叉歎迎して

よいであらう。

これ等工占堅守番中 、我々建築家に有

主主で且議んでは換にはならぬと考へ

られる こ 三の舎を次に記 きう 。

① 一般力皐 山内恭彦一者 A .5列

( 奮菊剣) 313頁 定 債2.8[1伺 ;岩波

書底。昭和 16年6月版。

本書の著者、 山 内氏は東京帝大の

物理.患の }J の助教授である 。 したが

って この力阜の害警は建築方面の構造

力与、材料カ壊に 直接に役立ちは し

ないが、建築雑誌等に音量表される論

文を 百貨むに対する基礎の 香 と し て

は 、最 も 手 頃 の も の か と 思 ふ 。 本

番 はもと 岩波寄席の第二 向。物王聖書昼

講座の一部分 として出 た も の で あ

る。岩波の第一 回 の 物理講座には 山

口昇氏「材料強弱及土麗J 論とか、

叉乙 の一般 力感に相賞するものは問

丸卓郎氏の筆になり得難きものであ

っ たが第二 同議肢の一般刀療は第一

同のものよ P ずっと 簡潔で昆務む味

がある。且敏多 〈の例題の解 しで あ

るから、カ皐; 軍用上の力をつりるに

は甚だ有主主で ある。内容は

第一望者 質慰及び聞j慢の力島県

第 二篇 解 析 力感

に分れ、第一篤はベ クトル等法よ り

解 き 起し、= ユ - _r ンの三法則を徹

底的に解説 しである。第二絡は所沼

解析患の知識を活用して俵動、 多Hi :

遁期運動空手を論 じたもので、我 々建

築家にとっても一議得る所11: 多い。

しか し会慢の記注が、後、積分を

自由に つかって もある役、告を者には

とかしわかりに〈い所もある 。

匂 高等函重量表林筏一氏著 B.5 

f 四六倍剣) 222頁 5.5簡

鍛値計軍軍 林 捷一 氏; a: B  _  5*11 

383頁，5.5間

雨者共に 16年3月版で あ る 。 祢 博

士は九州帝大の教授で、これ迄、 5濁碕

;逸包よ p 問冊も E潟詰等函型敏貴の表を出 して

ゐられる。これ等は 共に良香 にて! 位;叱E  

界の書夢匹者が之を使用してその便なる

をみとめ、材林三f九も事司土の名はこのため1

界 lに〈 ひろがつてゐるので ある。然 し

ζ れ等は大事警高債なことふ 、入手困

難なので関内 l波ともいふべき舎を tH

されたのが「常等函数表J で、 とれ

の茂明、 主主は数値計算 に訴 するもろ

もろの事項について解散されたの が

r君主備計算J の警 である。

高等函数表の内容は聞及び双曲線

函 数、 11 ンマ及び球函君主、ベツセル

商事立、精図函数、線数表からなる 。

これ雪: も筆者等 には常に必要といふ

のでな いが、理主表の虫日1きは思はぬ時

に必要になり、叉この中に必要な数

表を見出 したと きは買って置いて土

かったと 感ずるものである。 二項定

理の指理主主f 小型立の場合等も本書によ

れ ば0.01歩みのものを容易に 見出し

得る 。 此等 を 普通の計算にて求める

手簡を考へれば、本書の如きは最も

嫌 い 書 籍 と感ずる 。

③ . 値計算省 宇野利定住民 著 R  

ｓｾ＠ 90頁 定 債 1. 5倒 岩 波 書 応

本書ば世界折数ｾ護 手 容 のー震でパ ｙ

7 レヅト式の手綾なも の で あ るο

「柊博士の数依計算J よりも2 j i 易< :

媛 解 じよ う。内容は表の使用 、補問

法誤差論、 で、主 とし て誤差論に力

をそ L いである。 ずヲと以前 、金i翠

卯一氏 の「近似の計算及省略軍事j と

いふ 7 ラン ス流のrJ 、さ い書物があワ

て集者も誠んだことがあるが、 本書

はそれのー磨明噺なる解殺害と思ー、

ばよい。

計算尺使用上の誤差といふのが設

後に記されてゐるが、これはめ づら I

し』、。

⑦at 分 方 程 式 徳 治 池 岡 芳郎氏著

A .う到 296頁 定 償3. う 関 岩 波 脊

応 16年4月版

微分方程式も建築感合の翁文{'!/i を

諌 むには恭礎知 識 と し て 必 要 で あ

る。初、は以前、 ;体鶴一博士の致事業

者中 の f 初等微分方程式 j を議んだ

が、これは内容睡宮叉時事法が丁寧な

ので有主主 であったc しか し現在は「初

等微分方程式J は絡) 況になっ てゐて

一 階 8 聞の公定吉本債格に なってゐ

る。叉 8 闘出しでもなか ヘ/ 手に入

らな い。 S設摩叢:存以外の ものでは吉

江博士のものなどある が、少 しむづ

か しいやう だ。池 田氏のものは 10年

ばか り以前に出たものであるが、 一

時品切になヲてゐ てこの改訂版が今

紹介 せ んと するも のである。氏はた

しか電気工療の方の専問家 と忍」ト杭

本書の側題も 電 気に関係 したものが

多い。然 し側題の字分は主とし想性

嘆からと ってゐるので、我々建築家

に とっ ても充分参考にな る。且主豆' *

近似計算の方法の81頁- 97頁 は 甚だ

貧際家には有効であ る建築家が讃む

4 7  V fI! 



ぺき. 分方程式のう沓としては本誌が

第一マあらう 。

@凋瞳写. 工 業 遁w最士趨築 B  

Ｕ 剣・ ＴＰＰ 頁定償う闘昭和 ＱＶｾ 紋

本年鑑は本年始めで音量干U :i1- たも

。である。本舎は熔接協曾 1: :'ま直子を

の噂係はないら しいがー執筆者は日

本@ 婚後研定家、 3質際 家 の者: 名の人

々。高金 l { を綱癒してゐるやうに見 え

もる。名は 生存銭であるが、熔接百科事ー

典ともいふべきもので、: f t 々建築家

に とってきは b て有主主である。

内容は第l 調属、 熔主祭喜基曜磁量

i熔寮捺H噂臨周、第3 j 庫、 熔接部品世査試

段、第 4 篇熔後技術、第五篇熔袋、

鳩傍受 料のう篇に 分れてゐで、その

認訟は可成 F 華北，科書約であって、 本

舎のみにて、 現在の熔祭界の現燃を

ほi t : 知 P得るやうになってゐる。本 、

協曾員池岡宮彦氏の「鋼管熔接徳造 .

物のガセットプレ ー トを節約する組

方と強度の差異について J とい」、論

文も載せられてゐる

⑦悠格調E漕 試e版及試M法 B5列

15頁 需E領30鎗 日 本皐術振興合後

行 15年3月。

本書は昨年。出版で、いきふか務

刊に局するが、熔接年鑑を紹介し た

ので、ついでに紹介ナる 。これは接

術援輿合唱匝術部第 41J 、委員合報告X

Y I  i : 内面喜多f中博士の主任で出され

たもの? である。熔接試験版は穣々の

方式並び iこ議論があり 、我が建築 協

合にτ も、浅野新一氏の研究が、

「建築隼研究」にのった こ之 があ る

故、合員 ｦＧ ｊｦ民に ｊｬｾ かれでもなじみの

深きものがある ζ と』 伝 ずる。 本パ

レツ トは主と して 東京 にて3貿易曲 され

た t のよりま とめられた もの で ( 試

案 〕 止して出さ れたものであ る。建

築界に於ても 一 時の jl;l; 況のま弘主主め

ば、今岡は電気熔 接が如何に盛んに

なヨただあらうか主恩び、 t寝き感慨

に うたれる。

③ 耐 火 鱒 年 鎗 B5剣 511 J l 定筒

4，5 .  日本耐火物協曾 16年6月刊

V I I 1 4 8  

本香は⑤ のi喜接年費量と上〈 似た編

者ヰマある。年鑑とあるがやはり耐火

物 に閥する百科全書である 。 とれば

日本窯業 協舎の一 事業 マある 。ωち ‘

主主築@舎の建築主要費量に矧笛;す る。 第

一篇府究報告‘ 論設、第 二主主日本耐

火物筋合舎議、第三議 共同郷後 主な

ってゐる色君主奇 J' C ｾ ｴ＠ ｾ 事ー 筑が有 銭

で 、 乙の中に ｉ Ｇ ｾ CA ) 股 火 物 j反判

CB) 耐火 物一般 CC)各種用途より

見 たる耐火。物( D ) 掛¥)( 物の性! f k と 試

験研究法 CE ) 断 熱 材 CF ) 特 殊唆

品CG) ヨ壁画置と温材 CH ) 文 献調 査、

と甚だ事術的に編持され、我々建築

家の必議すべ き俊項に富んで々る 。

この耐火物年鐙の著書韓は甚だ侵食

で、建築週廃合の年鐙が商品債 依 少

〈、内容 の 乾 燥 性 に と ん で ゐ る の

と比絞すると、療者の車止が比絞的少

い窯業界 が我々建築界に範を示 して

ゐるやうでもあ る。 然 しこれは、窯

業界の思術及び研 究が直 ちに資本と

むすびついて工業 fじするのと比絞 し

て、建築 界の皐街、研究が斑 ちに資

本 と給 ぴつ 〈もの少きことから 源 問

してゐるのであるまいか、主主# 建築

界のも のにと って 建築業の本質を反

省せ しめるー材料である 。

科 肇 振興に のる 二題

西 山 知 三

最近 科 象伝興が日 ｉｾ ばれ、同民の 科

接 的 常識 のi局主主から迷信排軍事が叫lま

れる。双子をあげてよ設成 したい とこ

ろである。

さて、建築は土地に結びつ いてぷ

もl刈裂に閥係深い もの L 一つ だが、

そのうちの住宅に ついて は、家 相 と

いふ迷信が現在でも押 し も押さ れも

せず く'つ ミいてゐる。之に対 しては

今 まで多くの主主築家が敢然た L かつ

て 来たが 、いづれも旗色が惑かっ た

その現由は 、住宅ま 建築家に頼むや

うな人はいづれも恒産のある人叉は

そ う』、」、A 視手であるから「金持殴

時せ ず ｊ の 諺通 り 感 、 、 と 云 ・Ｚ 立ｮＮ ｾ 当事

[宜主主信 と知って もしな い人 が多かっ

た ｾである。だ か ら、 賢 明な建 築家

はE 商衝突 を者けて迎合 した。高匹者

も亦 「芸: 栂 l'i滞r< の角H 感想的に も

iF しい毒事を いってゐる j などといヲ

た ような事を述べ、 省 人 lま そ れ が

ｲ 摂 理 ｊ を 三 主 ｾじ宇うとし た の》も

しれな い が、 結 果として家 栂屋の看

板 をかついだ。 これ が今 までのあり

さまである 。 ‘

‘ 苦手し決勢は今日に於て渡ってゐる

勿論之が金商的僕減は念には薗費量で

あって、新閣紙上などでいはれる如

〈夫にはｾ様の量産動が必要であら う

が、 ζ の時十てあた って我々 が特に主左

京 すべきは 、告事務者住宅とか踊l ! ' ; 住

宅 とかいふものには絶対に家相乃至

迷信をょせ つ けではならな い といふ

事である。

我々は従来の図書専を矯正するに念

であるため机上論で改革を行ひ、そ

のため 却 って改革に対 ずる不信を植

えつけ るといふ 滋 をおか しやすいの

だが、新ままな事は勿論 さくべきで あ

る。従って穫慣 習 は 恨1n:に その，よっ

て来るところを 検 討 し、そのよきと

乙ろ は残 るところな く新 解 決 に 包 矯

しなければならぬ。 しか し、 車し主主

築家なるものが従来の陣皐ぶ P一 一

惑 〈いへばディレツ タン ト趣 味 を 委

揮 して、 「こういふ事は 主主 々の土地

ではきらはれるから J な ど とその対

向もきわめず、迷信的僚主買を持ち川

すよう な事があったら 、 ラ々 は建築家

の枇舎的任務K 忠貧ならざる行動 で

あ る事を銘記せねばならぬ。

居住 慣習 に隠する限り、建築家は

敬育家、指導者を以て任ずるとい 」、

心構えが、今我# 建築技術者によ っ

て庶民住宅の建設がは じめて行 lまれ

よう としてゐる時しかと摘まる べ き

である。

ドイツ 人は湯の熱いぬるい を II IIS

l i : . であ奇か包熱い」などとい」、 k 5



である。之は像り Ｑ ｾ 心の出来る素質 。縫績な吉正科成績の連立案を依いてゐ *' 1の 諸 元 の 調 査 ・ 侭 究 ・ 公 表 が な さ

ぜ; まないが、建 築 材 料 な ど も 「 と れ るのが現松で遣うる。 そして、たとへ れる事v 新材料には特に宍が! 必要修

:1 よからう J な ど と い ふ 事 だ け で 片 &:f 重の試験結果があっても、公表さ 件 と さ れ る 事 ー ー な ど が食 行 さ れ る

づけるのは、来るべきi ¥1 : 界に飛燦せ 耳L る 時 は あ る 特 定 の 人 々 の 「 生 活 様 べきである。

ん と す る 関 民 の 常 識 と し て は 感 心 frl の 権 誕 」 の た め 名 務 を 移 せ ら れる の つ 主 ら ぬ 誇 大rti 告を して絞を i監費

時Pない o h:常 然 の 事 で あった 。 するよ りも、こうした慮にま聾伺がそ

建担軽技術者が事務所や現湯で、新 しかし、これこそ、今の言 葉 で い 入がれるようになる の を 続 々 建 築 技

+1"1: '1 に出〈わす時 、又 は 同 郡.材 料 の 」、所弱 11号線制」の最たるものであ 術者沈一致しし摂むべきであらう。

摂f撃をする場合. .qf 君事材料につ いて るo fl 犠 後 興の日I ! ぼれる今日建築材 ( 2601. 6. 21 )  

合 員

放 -1t 安 梶 之 助 氏

11 ' 員光安梶之助君ノ死ヲ悼ム

同窓悶1羽 生 小 笠 原 群 光

テ明治三十一年七月ュ卒業スルヤ、

君ハ東京' 託子関大母込書手絡課= 入リ小生

ノ、量民主主局室電橋事務所= 入 E 爾来約二

ヶ年間在京中互= 親交セリ、然ルニ

君ハ明治参捻王手年六月六阪住友本応

普繕課= 事事シ途= 所在 7 異二シ約拾

五ヶ年間親シク其/ /，妥虜= 接スル機

7 失シタルモ偶然大豆四年気月ニ至

リ小企ハ君ノ機選= 欽リ鎗道省 7 隊

シテ住友答緋謀= 採用サレ再ピ大阪

二於テ親交スル境遇トナリ爾来在阪

約成拾五年間親交セ 。リ、誠= 君ト 11、

生ハ不思議= ツナガル縁ナ P シ

然= 去六) 3 貰t拾回目君ノ、今回東ニ

住 宅 7 建築シ其新月号ノ ;櫛樹方 7 職工 、

ニ指示シタル帰途風都ニ躍リ; 笠= 立

ダ耳、然モ小金ハ奨病j伏モ知ラス逝

イテ後之 7 知人貧: = . '崎町高セル次第

ナリシ

司E 手

明治参捨毒事年六月 ‘大 阪 住 亥 本 鹿 轡

給 諜 = 入 J レ

( 爾来野口技師長、日荷主定師長ノ

二 代 ニ 渉 リ 建 築 設 計 叉 -̂ li 監督= 醤

リ有名ナル住友男霞須.711J l l ! Iヲ初

メトシテ大阪中之島周香官官其他住

友本鹿ノ誇工事= 関係シタリ〉

大正七年拾月 住友線本，! { ヨリ建築

研究ノ鴛夕食関出張' / .命 セ ラ レ 同 八

年 六 月 節 調 ス

〈其後= 至リ現存ノ{ 主亥総本底餓

骨五月幸建ノ建築= 際シテノ、君カ其

強度計算ア縫干モシテ大ニ努力シタ

ルヤユ問ク 〉

昭ＱＧ ｮ 六年ｾ長月 住友合重量合従 7 依願

退 職 シ テ住友末寄託= 編入セルレ

事現女光安梶之助君昭和拾六年六 H 鳴 呼?低 f 哉 、 法 ニ 君 / 小月iLt 力 む 綱昇ｾ大阪市住吉百五阪南町二其屑 ［ＭＢＮＱ

琴拾 日 午 後 六 時 戒 拾 五 分 急L怜 肺炎エ ゲ冊*ffl (;"1 記載シテ生前知泡言者彦ト 共 新第シ所謂悠々自主主 / 生活アナシ夏

テ逝去ス、標病後儀カエー遡間= シ ニ哀 悼 ノ意 ヲ表セン トス ニ本寺市外八尾町山本住宅地二老後

テ 幽 明 境 7 異ユス 、 御遺 族 ト共 ニ管 'i:: 位ノ ;新居ア建テ正= 比慮= 移事事セ

ニ悲痛鴛畷オ ク能ハ サ ル次第u ! . 紋 光'f ，. と保之l 1)J 京高干師、 y トシテ病魔ニ R サレタ リ

T君守ノ内、明品治: F主二モ' 十3年l下一三:. -主三 月挺京築i地也IJ小lト、 rn円1 明治宇拾台年拾毛古主t 月4拾伶五吋 制|附l品刈州時吋H燃孫苅i訂{ド('I I}

原原. 田町f ニアリシ 1現且工穆院 / T前狗身 9 ルゴ 郡軍恭許?古ケ村=i ! 産長 7 ル 女J共宅一 名 宛F死E亡 セ リ ) ア リ一男三 女
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常 務 曾 ( 第 [-2回訪

証書 6月[6日 午 後 5時405子ー7時

30分

3i 係予司j 場

出 席 者 王 砲 事 今 柊 却j 合長、弁上制

合長

常 務 池 問 主 記 、 北 垣 主 記

王位主記、中西主記

薮中主記、桐本主計

松久保主計、大下編

棒、小柊編縛

議 事

1. .常務ー名補欠選挙に脇する件

2. 舎費滞納者慮震に随する件

3. 松員ょとド期昇給!花賞典@ 件

4. 倉員詮衡

報 告

1.建築感曾より用材規絡に測する

問答の件

2. 5 月分曾計 報 告

骨骨 2・ 曾 〈 第13岡〉

時 7月7日午後6時30分- 8時30

分

所 陳 列 場

出 席 憤 理 事 井 上国j 合長

議 事

常 務 中 西 主 記 、 綱 本 主 計

芝 周三主計、松久保主主

計、大下編韓、 附問

繍 線、小林編輯

τ: :，:t: ... ｟ＡＭ牢 守 ｔ ・ｾｾ今ｾｾｾｾｾ司事 ξｾ ， ｬｆ［ｾ明ｾ

ｾＱｮ 三 著書 ￩ｬｴＡ＿ 浮 ｩｩ ｩＮ ｴ と［ 鞭 ｪ 雲寺

する件

7. 都市 武袋促選幹事合より約事主要

求。件

8. 同幹事合より幹事委喝方要求の

件

9. 曾勢幹事合より向上

10 元役員逝去に付香花料賂供の件

11 . 古雑誌慮分の件

12.秀吉己並助手続職綴闘の件

13. 合員詮衡

報 告

1 . 建築皐合よ り住宅に慨する建議

に付援助方依頼の件

2. 満州問建築局長 より闘香 寄贈の

旨市出の件

3. 第四回建築聯合協議舎経過報告

評 議 員 曾

l 昭和16年 6 年19日大阪市北夜中之

島三丁目三番地朝日 ピルヂ ングに !  

;於て評議員舎を悶舎す l  

l . 出席者下の湿 り評議員 12名

井上新二、 今林彦太郎、字賀一郎

岡本新次郎、・北Z百熊之介、蘭部茂

て詮衡委員 ｾｪ によること λ 決し指

名方法等縫て議長に一任のとと に

満場賛成す

依て言葉長は下記三氏を詮償委員に

指名し別室に於で直ちに設衡せら

れたき授を泳べ其間瞬時休憩を宣

ナ

内藤宛一宏 野中駒市京

三 浦 茂 宗

午後6時 10分再合

議長只今詮衡葵貝より 詮衡の結果

を報告ありとて Fの遁り雪量表す

常務( 編斡〉持吉井敏克氏

右の遁場弁敏克 於ｾｾＮｾ重 の斤 を ｦ 主 ＺＭＱ Ｑ

一向承認、

言葉案第五煉 舎費滞納者民主詮に翻す

る件

議長 より別紙調香の通 り舎事E滞富士j

者あり鋳込方に関 して は綾義 を重量

したるも到底牧納の見込な〈止む

な〈定款第14僚に依 !J M分致皮本

案を提出 したる次第を詳細説明し

各員に於て心蛍りの向は可然手配

玉置豊次郎、内藤55一、 中西六郎 |  方を依頼の上、止む得 ぎる ものは

野中駒市、三浦茂、薮中一良 |  除名慮分間討する事の賛否を問」、

1. 午後6時5分開舎理事肌合長今林彦 |  三浦静; 議員よ り

太郎氏議長となり只今出席者12名 |  集金郵便取扱停 止 によ り将来此穆

なるも本日は再度の召集に付定款 |  滞納者の増加を 一世主想せ らる与に付

第24後但書に より定数を問はず本 |  更に一層集金に努力 し倫舎勢幹事

舎成立の旨をｻｾＮげ直ちに議事 ｩ 亡入 舎並に出身校閣僚等 を煩 して } 究会

ＱＮ帝塚ｾ磨間より 住宅展覧合主俄 |  る |  の集金策 を簿じたる 上本舎漢に提

方依頼の件 |  議案第 4 披 常務ー名繍・倹選撃に閥 、! 出せられ度旨提案ありたり

2. 建築祭研究曾より同昔、績予j の僻 |  する 件 i  議長 より

曾誌に掲裁方依頼の件 l  談長よ り編輯常務政 問ii; 次君今般 |  今月に 至る 迄に 1';): 凡そ以上の級路

3. 織本道三郎氏より「ヂペルJ に |  腹徴 のため常著書官辞任の申 出あり た |  を執り 誉成 したるも のなるが曾 勢

関する講演舎開催方依績の件 |  るを以て之を承認 し依員 の優にて |  幹事舎にも努力を乞ふ貨同容 の後 .

4. 建築思曾より建築展要綱舎誌に |  は曾務の運行上支障を生ずる虞あ !  三、四の，意見交換あり たる結果-F

錦織方依頼の件 |  ると 認むるに付織選せん とする 旨 !  記の遁 り本案除名彪分に附する ζ

う. 東京日日新聞註より舎誌寄贈方 |  を説明し互選方法と して 前 ｾｊ によ |  とに可決確定

依車置の件 |  り詮衡委員を設け一任しては如何 I  1 . 将来は本人K 一層椀込 易き方法

6. A B  C に代る新倶集部設立に翻 |  と諮 !l ｾとる ｋ 賛成々々の庫あり依 |  を構じたるよ出身校箇骨量ある向
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には其世話係に-m盤斡旋を依額 時 6月26 日午後6時- 8時 ! 松 浪 久 治虫開 泉 南 部 閉 山

し筒曾勢幹事舎にも集金に協力 所 陳 列 場 ! の 1 ( 土木建築諮負

を乞びたる後評議員舎に提案す 出 席 者 幹 事長 谷 並工務! 苫〉

ること 常任幹事大下、川人、 坂 吉弁 告寺君 兵庫県長武廊郡鳩尾村

t .本目提案の} j l J紙調書 は列席者の ロ 鳴尾字波淑62 ( 大林

内にて 9( :受者あるものを除き :其
幹事 岩尾 組〕

他のものは前傷のE位置を 傍 じた
1. 講演合問般 に繍す る件 大野 カ君 此花蕗春 目的町中4

るよ倫入金せ ざるときは 除名手
1. 幹事追加委鳴プf の件 の9( 内外木材ヱ毒事株

績 を執る こ と 初 科 委 員 曾 ( 第 !31司J l  式鰍 〕

1. 前掲の集金期間を ;本日より向ふ
時 6角26日午後7時- 9時 河合 鍵 冷郎君 中河内郡桧原村大学

一ヶ月間限りとし即ち 7 月19 日
所 関 脅 主主

高見ノ 竪 ( 京阪電然

迄 に義成するも入金せ ざる 場 合 IU席者 委員 長 松 久保
鍛 道合枇工務課)

は本円に ;重 りて 除名手績 を執る
幹 事 楠 淑、榊

古f森 忠夫君 大IEJiiii: 千鳥町6 内外

こと 委員 前野、道ー問 木材工事革株式会批内

l 次で議長 より本合議事録の代表者ー
1. 木材品等規格中 板類に隠 し与1m き ぐ設計書官〉

名者 に下 の二氏を 指 名し其の承 諾
検討 二宮 古彦 君 京都市左京区 国中崎

を得た り
住宅委員曾 ( 第 2 問〕 田町34 ( 日本電気株

字賀一郎君 中西六郎君
時f 7 月12日午後 6時30分- 7時 式曾置土〕

l 議長以上にて本日の議案は?令部終 30分
野口 四郎君 吹図市2723 ( 大日本

了に付評議員舎は之を以 に閉合す
所 陳 列 土器

紡績株式曾最士〉

る旨を 宜 し散命ナ時 に午後 6 時的
出席者 委員長 周回

松 山 愛三君 泉北郡吉草寺町船尾80

分
幹事 小 祢

8の I ( 竹中ヱ著書鹿J

陳列者傷健司t ; 1言 ( 第9回〉
委員 中野 鎗 方 曾 員

時 6月27 日午偽6時刻分- 9時
1. 住宅 百資本に閥ナ る件

入 谷 区 太 郎 君 滋 賀 県草愛知川町字

Jyr  陳 列 場 814 ( 建築事務所)

出 席 者 幹 事長 池間

曾 員 動 古事

杉原 良一君 八l機市・黒崎町本アル

申手事 野中、松久保、諮 問 ミ黒崎工場 建築場竹

若山

CE;: ヨコ
中工務底 ( 竹 中エ務

l. 主主築資材の統制並新興材料 に闘す 応)

る座談曾開催の 件
曾 員

藤 河 E ー 君 1ftt 島市南段原町632

鶴市武袋小委員曾 〈第4問〉 足立 f彦君 旭 ｗ［ ＱＱ Ｇ ｾ 吉 田 ｲｉ ＸＸ Ｈ 建築 ( 建築工務所 )

時 6月30町午後6時一8時30分 設計si ¥: 脅〉 松下 滋君 東京市本郷隆根津須

所 陳 列 場 岡 重量男 君 住 吉区阪南町西4の3 賀町7(住宅管関東京

出席者 委員 井上、 寺 岡、 内孫、 l C南海鍛造株式合枇 i

支所建設部〉

松井、 吉 田 ヱ務部苦手絡諜〉 松 田 善雄 君 朝鮮平安北道新 義州

1.主 要都市 に於ける 防空防火殺 i苛舎 見ミE 商売吉宗 泉南郡佐野町4463
府老松町2の6 ( 請負

開催の件 C建築業〉 業〕

都市法事長促溢聡司E曾 ( 第5回〕 柴 崎 京l一 君 泉 南 郡 淡 輪村 4593 井九九 梁 次 君 東 京 府北 多摩郡昭和

時 7月4日午後6時一7時30分 ( 南海鍛議株式合j社
町降気航空本部昭和

所 陳 列 揚 修繕課〉
建築工場 ( 陸軍航空

出席 者 幹 事長 池田 問中 信一君 北甚大南極寺町5(西本 本部〉

常 任 幹 事 井 上 、 竹 内 組 〕 古 林 義教 君 E安島市翠司羽生遁 1534 .  

幹 事 寺 岡 、 吉岡 富称 賛 治 君 東 淀川直 西町472(建 CB費量島県高立工業隼校〉

1 . 主要都市防祭防火書聖書者曾具後案 決 築業〉 清 水 靭行君 央 市 古浦東滋下町24

定の件 牧 村 利 理 事 君 住 吉区松虫遁! の33 小田方 ( 呉海軍建築

曾勢総事舎 ( 第う商〉 ( 間組大阪支唐〉 都

5 1  "'1" 



奈良崎二彦君 呉海軍建 築部吾妻宿 古事) ! 坪川
忠君 {なt生保市{ 家制1132(， V，・

合・( 呉海軍建築部〉 体副 首6瑞君 八幡市大手: 穴生日本 桝 Ｚ Ｑ 議 泌ｪｊ建築部ｾ Ｍ Ｍ Ｍ

比良 条 二 走 兵 海 軍 建 築部建築係
ft 成第三工場建築場 職員宿舎内

検問 四郎君 満 州闘鞍山市南→僚
竹中工事事情 C竹巾工 材脊 修 君 神 戸市須府1疋声政問f

町20の2C満州事産山市
務応〉 3の i03

公認住宅科 )
山本 経 ー 君 西 淀川直似附r lの 196 樋川 署章子守震 何 H 市精! l j -・御 制 緩53

山日 官事 志 君 巣 市央海軍建築部卒
谷口 維郎君 大耳吉区泉尾上靖 i の ! 大林組稲野i幼綬所

j民宿舎( 呉海策建築
41 C厨本書IL' 大f皐 寄与司王宏 住吉ｾ万 ｦｴ 民 Ｒ ｩｖ 34  

古事ヨ
鍋鳥 辰雄君 兵'11' 県斜面居侵君jin智州問 、

痢井 勝 i台望書名古屋市東直西二葉 曾
P' IJi証京見藤内

国r34 C愛 知県系建築課
小 林 健 男 君 住 吉 高 山 坂 丙 〆 陪n

長 ) ，
曾 員

。26

得. . . 員

扇源助君、佐藤信仁君、 回中秀彦 君

日寺中庄太郎君 堺市主主同df 丘町号i 3

今村 清 君 神 戸 市 灘 暦 日 尾 田n
武f吉正治君、中西 lfi 之助君、顧 問l E

の9

の40 C有限曾枇輿lla
雄君、山野f言努君、問中成彦宗

藤井康之佑君神戸市須. ! ) j l 嵐栂昌寺

木工製修所〉
地 方 曾 員

田r i の l

よ 周 鯵 苓君 天 王 寺 直上本町 9 の
伊藤慾一郎君、伊藤甫君 、岩崎防行

小山 亥 智 郎 君 西 宮 市段上高76

53 ( 大限府庭樹造問
君 、 中 山 克君 、 幅 島ｾｾ光君、山 洋条

! 安 田 健三君 名古屋市中蕗長岡町

業組合都合曾〉
太君、加藤銭之介君

Ｖｾ Ｙ Ｑ＿Ｉ Ｒ＠

山 本 氏 後君 東 成 区 腹見 町3の3
特別賞助員

並 木 長 吉 君 兵 庫.自草川澄都立花村

平R来 栄 次 郎 君 東 淀 川 区 十 三;東之町
管谷六郎君、門弁松吉君、越泰 之助

字尾1筑J l { 減287

2の65( 和泉祭組〉

君、樋口繁君

森 茂樹君 #{ 舞鶴市蕊905

大 卒 忠吾 君 兵 庫 車草川 l溢郡関岡村
. 通費助員

河 岡 明 雄君 名 古 庵 市 中 区_Tft( 小 路

森297C礎工業株式合
清水倉八君、岡盛君、岡村幸一君、

い 伎亥ピ ル内大;体組

枇〕
多用英宿君、吉図勝君

名古跨.支! 吉

後画面 敏 郎主主 旭区天豆田町215Ci t

;縛 居 ・ 樽 動 j 主主村 立青空寺 ( 勤務先〉佐吃Hf 悶

築材料商〕

大阪支所

官 宥 倉 美 男 君 商 高 級 南 通3の25 大
曾 員

イb森 梁 検 視 東京府北多摩君s昭和

体主E宿舎内 ( 内外木 ｬ 向井計一員 ｉ［ ｾ 寺神 戸市灘区襖日間 ｮ
付降旗航空本部建築

材工事耳株式曾枇 J の 1403
工場内 臥穂別;

、

. 通 ・ . . 旗本 1，1夫君 商尊重北場江週6の 19
宇都宮苦手11士索 1(干下三島君官官同町92

野 村 順 一 君 京 都 市 左 京 頁E思議院 石井 :春雄君・東京市! 仕向谷斑北海
ii¥周期・内。

東町 10 ( 同志、批大感 3の88
笠井新十郎君主 池岡市今在家 151 j前

本 部苦手絡 潔J 問問 模 索 央市否表町 2 丁目央
用方

明画商 イ吉司E君 住吉区山坂町4の56
海主賢建築部寄護宿舎

松 村 知 之君 達北市議l将軍総斜部

( 大阪府努政課〉
内 工務課内

神山 明君 布五鹿市永 和町3の48
r{ 1 村定森君 佐 惟 保 司i 上佐救保依 井上正男君堺市布 院 田 ｲｾＳ の ＡＵ
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